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須
須
神
社
所
蔵
文
書 

翻
刻
・
現
代
語
訳 

〔
凡
例
〕 

＊
翻
刻
の
字
体
は
原
本
通
り
を
原
則
と
し
、
現
代
語
訳
で
は
一
部
の
地
名
・
人
名
等
を
除
き
新

字
体
に
改
め
ま
し
た
。 

＊
翻
刻
・
現
代
語
訳
の
改
行
位
置
は
原
本
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

＊
（ 

）
は
翻
刻
者
の
注
記
で
す
。 

＊
判
読
不
能
な
文
字
は
、
一
文
字
に
つ
き
□
で
表
記
し
、
文
字
数
不
明
の
場
合
は[ 

]

で
表
記

し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
文
字
が
推
測
で
き
る
場
合
は
、
横
に
〔 

〕
で
記
載
、
ま
た
は[ 

]

内
に
記
載
し
ま
し
た
。 

＊
割
注
（
一
行
を
分
割
し
て
二
行
で
記
載
さ
れ
た
箇
所
）
は
〈 

〉
で
表
示
し
ま
し
た
。 

＊
作
成
に
際
し
て
は
、
植
木
直
一
郎
『
須
須
神
社
誌
』
（
須
須
神
社
社
務
所
、
大
正
十
三
年
）

を
は
じ
め
『
珠
洲
市
史
』
第
二
巻 

資
料
編 

中
世
・
寺
院
・
歴
史
考
古
（
珠
洲
市
役
所
、
昭

和
五
十
三
年
）
、
同
第
四
巻 

資
料
編 

神
社
・
製
塩
・
民
俗
（
珠
洲
市
役
所
、
昭
和
五
十
四

年
）
、
『
珠
洲
市
古
文
書
目
録
』
（
珠
洲
市
役
所
、
昭
和
五
十
七
年
）
、
『
加
能
史
料
』
平
安
Ⅳ

～
戦
国

ⅩⅥ

（
石
川
県
、
平
成
元
年
～
平
成
三
十
年
）
等
を
参
照
し
ま
し
た
。 

 

〔
１
〕
能 の

登 と

国 こ
く

司 し

庁
ち
ょ
う

宣 せ
ん 

【
時
代
】
承
安
五
年
（
一
一
七
五
）
二
月
二
十
八
日 

【
翻
刻
】 

（
冒
頭
欠
） 

〔
可
早
カ
〕 

〔
保
内
〕 

□
下

□
以
二

方
上
□
□
荒
田
壹
町
一

爲
中

妙
成
就
院
佛
聖
上

事 

右
、
件
寺
僧
運
慶
之
建
立
也
、
而
爲
レ

募
二

御
勢
一

、
所
レ

寄
二

進
御
祈
願
所
一

也
、
仍
佛
聖
料
荒

田
壹
町
所
レ

被
二

寄
置
一

也
、
致
二

開
發
之
勤
一

、
早
可
レ

爲
二

彼
免
田
一

、
但
可
レ

令
レ

免
二

除
國
役

雜
事
一

之
状
、
所
レ

宣
如
レ

件
、
不
レ

可
二

違
失
一

、
以
宣
、 

承
安
五
年
二
月
廿
八
日 

大
介
平
朝
臣
（
花
押
） 

 

【
現
代
語
訳
】 

（
冒
頭
欠
）
早
く
方
上

か
た
か
み

保の
ほ

に
あ
る
荒
廃

こ
う
は
い

田で
ん

一
町
を
妙

み
ょ
う

成
就
院

じ
ょ
う
じ
ゅ
い
ん

の
仏

聖

料

ぶ
っ
し
ょ
う
り
ょ
う

（
仏
前
に
供
え
る

仏
飯

ぶ
っ
ぱ
ん

の
費
用
）
と
す
べ
き
事 

右
の
件
に
つ
い
て
、
妙
成
就
院
は
僧
運
慶

う
ん
け
い

が
建
立

こ
ん
り
ゅ
う

し
た
。
し
か
し
御ご

威い

勢せ
い

を
求
め
願
う
た
め
、

御ご

祈き

願が
ん

所じ
ょ

と
し
て
寄き

進し
ん

し
た
も
の
で
あ
る
（
寄
進
先
は
後
白
河

ご

し

ら
か

わ

法
皇

ほ
う
お
う

ま
た
は
そ
の
周
辺
人
物

か
）。
よ
っ
て
仏
聖
料
と
し
て
妙
成
就
院
に
荒
廃
田
一
町
が
与
え
ら
れ
た
。（
目
代

も
く
だ
い

は
）
田
地
開

発
の
責
務
を
果
た
し
、
早
く
件

く
だ
ん

の
土
地
を
免
田

め
ん
で
ん

（
税
を
一
部
免
除
さ
れ
た
田
）
に
し
な
さ
い
。

た
だ
し
国
役

こ
く
や
く

雑
事

ぞ

う

じ

は
免
除
さ
せ
る
こ
と
。
伝
え
る
こ
と
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
以も

っ

て
伝
達
す
る
。 

 
 

承
安

じ
ょ
う
あ
ん

五
年
（
一
一
七
五
）
二
月
二
十
八
日 

大
介

お
お
す
け

平
朝
臣

た
い
ら
の
あ
そ
ん

（
通み

ち

盛も
り

）（
花か

押お
う

） 

  

〔
２
〕
高 こ

う

勝
し
ょ
う

寺 じ

結 け
っ

衆 し
ゅ

等 ら

解 げ

状
じ
ょ
う

案 あ
ん 

【
時
代
】
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
八
月 

【
翻
刻
】 

請
レ

被
三

殊
蒙
二 

□
恩
一

、
任
二

先
例
一

［ 
 

 
 

 
 

 

］
大
般
若
并
［ 

 
 

 

］
最

勝
數
部
経
講
田
、
背
二

先
例
一

兩
郷
保
司
経
講
田
擬
二

闕
取
一

子
細
状
、 

右
、
謹
檢
二

案
内
一

、
於
二

高
座
宮
一

者
、
依
レ

爲
二

靈
驗
无
雙
之
地
一

、
浮
雲
之
修
行
者
等
、
殊
令

二

勤
行
一

靈
崛
也
、
但
於
二

経
講
田
一

者
、
従
二

往
古
一

被
レ

奉
レ

免
處
免
田
也
、
以
レ

此
宛
二

衆
徒
等

送
日
之
喰
一

、
天
長
地
久
國
吏
安
隠
之
由
、
所
レ

令
二

祈
請
一

也
、
爰
當
二

御
任
初
一

、
件
免
田
不

レ

有
二

引
募
一

事
、
是
久
年
承
例
也
、
然
去
三
月
比
、
蔵
人
注
記
定
覺
之
為
二

沙
汰
一

、
當
社
免
田

不
レ

可
レ

用
由
云
々

、
仍
斯
由
國
前
依
レ

令
二

言
上
一

、
任
二

先
例
一

、
无
二

相
違
一

可
レ

令
二

引
募
一

ノ
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由
、
解
状
之
御
外
題
被
二

成
下
一

畢
、
然
猶
今
明
之
間
、
件
免
田
闕
取
、
借
上
可
二

付
切
一

之
由
、

保
司
代
所
レ

被
レ

申
レ

驚
、
愁
之
中
愁
也
、
然
即
於
二

戯
貧
道
之
身
一

、
鐵
鉢
之
底
、
何
在
二

禅
悦

之
味
一

、
菓
蓏
之
外
、
更
无
二

一
鉢
之
儲
一

、
但
憑
二

十
方
之
助
一

、
住
僧
百
余
輩
、
経
講
田
各
令

二

支
配
一

之
處
、
不
レ

及
二

九
牛
之
一
毛
一

、
依
一

有
二

如
レ

此
之
違
乱
一

、
僧
徒
等
不
レ

成
二

止
住
之 

思
一

間
、
往
古
長
日
之
勤
、
殆
及
二

退
轉
一

歟
、
望
情
恩

（

請

）

裁
、
僧
徒
之
訴
詒
被

（

訟

）
二

裁
免
一

者
、
仰
二

分
優
憲

（

憂

）

法
之
嚴
一

、
弥
致
二

御
祈
禱
丁
寧
一
矣

、
仍
言
上
、
以
解
、 

 
 

 
 

文
治
二
年
八
月 
日 

 
 

 

結
衆
等 僧

幸
源 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

僧
榮
玄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

僧
永
珍 

 
 

 
 

 
 

僧
覺
弁 

 
 

 
 

 
 

僧
大
珍 

 
 

 
 

 
 

僧
義
章 

 
 

 
 

 
 

僧
行
範
（
花
押
） 

 
 

 
 

 
 

僧
珍
勝 

 
 

 
 

 
 

僧
永
賀 

 
 

 
 

 
 

僧
深
慶 

 
 

 
 

 
 

僧
亮
秀 

 
 

 
 

 
 

院
主
傳
燈
大
法
師
運
慶
（
花
押
） 

 

【
現
代
語
訳
】 

慈じ

恩お
ん

に
よ
り
先
例
の
通
り
に
大
般
若

だ
い
は
ん
に
ゃ

并[

な
ら
び
に 

 
 

]

最
勝

さ
い
し
ょ
う

な
ど
数
部

す

う

ぶ

の
経
典

き
ょ
う
て
ん

の
講こ

う

を[ 
 

] 

、

先
例
に
背そ

む

き
両
郷

り
ょ
う
ご
う

保
司

ほ

う

し

が
経
講

き
ょ
う
こ
う

田で
ん

を
奪う

ば

お
う
と
企

た
く
ら

ん
で
い
る
件
の
詳
細
に
つ
い
て 

右
の
件
に
つ
い
て
、
謹

つ
つ
し

ん
で
由
来
を
述
べ
る
と
、
高
座
宮

た
か
く
ら
ぐ
う

は
霊
験

れ
い
げ
ん

無
双

む

そ

う

の
地
で
あ
る
た
め
に
、

各
地
を
巡め

ぐ

り
歩
く
修
行
者

し
ゅ
ぎ
ょ
う
し
ゃ

た
ち
が
特
に
勤
行

ご
ん
ぎ
ょ
う

す
る
霊
崛

れ
い
く
つ

で
す
。
但
し
経
講
田
に
お
い
て
は
、

往
古

お

う

こ

よ
り
税
を
減
免
さ
れ
た
免
田
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
衆し

ゅ

徒と

（
僧
）
た
ち
の
日
々
の

食
費
に
充あ

て
、
天
長
地
久

て
ん
ち
ょ
う
ち
き
ゅ
う

・
国
吏
安
隠

こ
く
り
あ
ん
の
ん

で
あ
る
こ
と
を
祈
請

き
し
ょ
う

さ
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
い

て
両
郷
保
司
は
そ
の
任
期
の
は
じ
め
よ
り
、
件

く
だ
ん

の
免
田
か
ら
税
を
徴
収
し
な
い
こ
と
を
、
こ

れ
ま
で
長
年
承
知
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
の
三
月
頃
、
蔵
人

く
ろ
う
ど

注
記

ち
ゅ
う
ぎ

定
覚

じ
ょ
う
が
く

の
沙
汰

さ

た

の
た

め
、
当
社
の
免
田
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
う
い
う
事
情
を
国
衙

こ

く

が

で
申
し
上

げ
た
と
こ
ろ
、
先
例
の
通
り
間
違
い
な
く
高
座
宮
に
納
め
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
、
解
状

げ
じ
ょ
う

（
上
申

書
）
の
外
題

げ

だ

い

（
文
書
の
端は

し

や
裏
）
に
て
認
可
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
お
今
日
か
明
日
に

で
も
、
件
の
免
田
を
奪
い
取
り
、
自
分
た
ち
の
も
の
に
し
て
し
ま
お
う
と
保
司
代

ほ

う

し
だ

い

が
仰
っ
て
い

る
の
に
驚
き
、
大
変
心
配
し
て
い
ま
す
。
そ
う
で
あ
る
の
で
当
然
、
拙
僧

せ
っ
そ
う

の
身
に
て
は
、
托
鉢

た
く
は
つ

で
使
う
鉄
鉢

て
っ
ぱ
つ

の
底
に
、
ど
う
し
て
禅
定

ぜ
ん
じ
ょ
う

の
境
地
に
入
っ
た
喜
び
の
味
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

木
の
実
と
草
の
実
以
外
に
、
一
鉢
分
の
儲も

う

け
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
の
助

け
を
頼
り
に
し
、
住

じ
ゅ
う

僧そ
う

は
百
余
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
管
轄
し
て
い
た
経
講
田
は
、

九

牛

き
ゅ
う
ぎ
ゅ
う

の
一
毛

い
ち
も
う

に
お
よ
ば
ぬ
ほ
ど
わ
ず
か
で
す
。
こ
の
よ
う
な
違
乱
が
起
こ
る
と
、
僧
た
ち
は

ひ
と
と
こ
ろ
に
留
ま
ろ
う
と
思
わ
な
く
な
る
の
で
、
往
古
よ
り
続
い
て
い
た
毎
日
の
勤
め
も
ほ

と
ん
ど
中
断
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
願
わ
く
ば
慈
悲
あ
る
裁
き
を
い
た
だ
き
、
僧
の

訴
え
通
り
免
田
を
お
認
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
国こ

く

司し

の
法
の
厳
正
な
る
こ
と
を
仰あ

お

ぎ
、
ま

す
ま
す
丁
寧
に
ご
祈
祷
い
た
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
言
上

ご
ん
じ
ょ
う

し
、
こ
れ
を
も
っ
て
解げ

文ぶ
み

を
差
し

上
げ
ま
す
。 

 
 

文ぶ
ん

治じ

二
年
（
一
一
八
六
）
八
月 

日 
 

 
 

結け
っ

衆し
ゅ

等ら 僧
幸
源 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

僧
榮
玄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

僧
永
珍 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

僧
覺
弁 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

僧
大
珍 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

僧
義
章 
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僧
行
範
（
花か

押お
う

） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

僧
珍
勝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

僧
永
賀 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

僧
深
慶 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

僧
亮
秀 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

院い
ん

主じ
ゅ

伝で
ん

灯と
う

大だ
い

法ほ
う

師し

運う
ん

慶け
い

（
花
押
） 

  

〔
３
〕
正
院

し
ょ
う
い
ん

郷 ご
う

内
本

な
い
ほ
ん

経
田

き
ょ
う
で
ん

田
数

で
ん
す
う

注
文

ち
ゅ
う
も
ん 

【
時
代
】
文
和
元
年
（
一
三
五
二
）
三
月
十
一
日 

【
翻
刻
】 

合
正
院
郷
内
貳
町
四
段 

七八

段
○六

正
院
、
壹
町
壹
段
藏
見
内
、 

此
内
一
段
毛
須
大
坊
、
壹
段
貳
西
坊
、
壹
段
角
坊
、
八
小
泊
惣
太
郎
名
、
五
段
○六

幸
阿
弥
陀
仏 

弁
分
、
壹
段
道
誓
、
壹
段
道
壹
名
、 

伏
見
村
内
壹
段
神
主
名
、
貳
段
善
阿
弥
、
貳
段
名
主
中
、
壹
段
毛
須
南
坊
、 

右
、
正
院
郷
内
本
經
田
目
録
如
レ

斯
、 

文
和
元
年
三
月
十
一
日 

 
 

高
座
山
院
主
快
善
（
花
押
） 

 

【
現
代
語
訳
】 

合
わ
せ
て
正
院

し
ょ
う
い
ん

郷
内

ご
う
な
い

二
町

ち
ょ
う

四
段た

ん 

七
段
（
八
段
六
歩ぶ

）
は
正
院
。 

一
町
一
段
は
蔵く

ら

見み

の
内
。
こ
の
内
一
段
は
毛
須

も

す

大
坊
、
一
段
二
歩
は
西
坊
、
一
段
は
角
坊
、
八

歩
は
小
泊

こ
ど
ま
り

惣そ
う

太た

郎ろ
う

名
み
ょ
う

、
五
段
（
六
歩
）
は
幸こ

う

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

へ
支
払
う
分
、
一
段
は
道
誓
、
一
段
は

道
一
名
。 

伏ふ
し

見み

村
内
の
一
段
は
神
主
名
、
二
段
は
善
阿
弥
、
二
段
は
名

主

中

み
ょ
う
し
ゅ
ち
ゅ
う

、
一
段
は
毛
須
南
坊
、 

右
に
つ
い
て
、
正
院
郷
内
の
本ほ

ん

経
き
ょ
う

田で
ん

の
目
録
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。 

文ぶ
ん

和な

元
年
（
一
三
五
二
）
三
月
十
一
日 

 
 

 
 

高
座
山
院
主

い
ん
じ
ゅ

快か
い

善ぜ
ん

（
花か

押お
う

） 

  

〔
４
〕
高 た

か

座 く
ら

宮 ぐ
う

本 ほ
ん

経
き
ょ
う

田 で
ん

田 で
ん

数 す
う

注
ち
ゅ
う

文 も
ん 

【
時
代
】
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
七
月 

【
翻
刻
】 

定 高
座
宮
本
經
田
々
數
持
レ

所
之
日
記
事 

一
、
毛
須
角
坊
ニ

壹
段 

一
、
西
坊
ニ

壹
段
二 

一
、
大
坊
ニ

壹
段 

 

一
、
南
坊
ニ

壹
段
〈
但
是
ハ
惣
領
分
、
伏
見
在
レ

村
〉 

一
、
小
泊
惣
太
郎
名
ニ

八
、
當
時
ハ

伊
香
子
禅
門
弁
、 

右
、
特
守
二

此
旨
一

、
經
田
之
所
當
米
、
無
二

未
進
一

可
レ

被
二

沙
汰
一

之
状
如
レ

斯
、 

貞
治
六
年
〈
丁
未
〉
七
月 

日 

高
座
宮
・
毛
須
白
山
兩
寺
院
主
快
成
（
花
押
） 

 
【
現
代
語
訳
】 

定
め
る 

高
座
宮
の
本
経
田

ほ
ん
き
ょ
う
で
ん

の
面
積
に
関
す
る
記
録 

一
、
毛
須

も

す

の
角
坊
に
一
段た

ん 

一
、
西
坊
に
一
段
二
歩ぶ 

一
、
大
坊
に
一
段 

 

一
、
南
坊
に
一
段
〈
但
し
こ
れ
は
跡あ

と

取と

り
分
、
伏ふ

し

見み

村
所
在
〉 
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一
、
小こ

泊
ど
ま
り

惣そ
う

太た

郎ろ
う

名
み
ょ
う

に
八
歩
、
現
在
は
伊
香
子
禅
門

ぜ
ん
も
ん

に
支
払
う 

右
に
つ
い
て
、
特
に
こ
の
こ
と
を
守
り
、
経
田
の
年ね

ん

貢ぐ

米ま
い

を
怠
り
な
く
納
め
る
べ
き
こ
と
は
以

上
の
と
お
り
で
あ
る
。 

貞
治

じ
ょ
う
じ

六
年
（
一
三
六
七
）
〈
丁
未
〉

ひ

の

と

ひ

つ

じ

七
月 

日 

 
 

 
 

高
座
宮

た
か
く
ら
ぐ
う

・
毛
須

も

す

白
山

は
く
さ
ん

両
寺
院

り
ょ
う
じ
い
ん

主じ
ゅ

快か
い

成
じ
ょ
う

（
花か

押お
う

） 

  

〔
５
〕
僧 そ

う

長
ち
ょ
う

秀
し
ゅ
う

粳 こ
う

穀 こ
く

施 せ

入
に
ゅ
う

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
十
二
月 

【
翻
刻
】 

奉
二

施
入
一 

春
秋
時
正
勤
行
料
足
事 

 

合
四
石
者
、 

右
、
粳
穀
施
入
如
レ

斯
、
抑
桑
門
長
秀
、
既
雖
レ

滿
二

懸
車
之
齡
一

、
猶
未
レ

截
二

輪
廻
之
繩
一

、
依

レ

之
倚
二

思
於
苦
海
之
船
筏
一

、
恃
二

意
於
金
山
之
馬
鞍
一

、
寄
二

進
彼
本
米
於
高
勝
寺
一

之
處
也
、

然
早
酬
二

少
財
之
施
与
一

、
必
遂
二

大
願
之
本
望
一

、
忽
照
二

妄
想
顚
倒
之
暗
夜
一

、
速
届
二

常
住
不

變
之
彼
岸
一

者
哉
、
兼󠄁
復
二

七
世
四
恩
一

、
同
預
二

一
味
平
等
之
餚
饍
一

、
三
界
六
道
、
共
浴
二

五

智
究
竟
之
湯
藥
一

、
仍
施
入
之
趣
、
蓋
以
如
レ

右
、
敬
白
、 

應
安
七
年
〈
甲
寅
〉
十
二
月
日 
 

大
願
主
僧
長
秀
〈
敬
白
〉 

 

【
現
代
語
訳
】 

春
と
秋
の
彼
岸

ひ

が

ん

の
勤
行

ご
ん
ぎ
ょ
う

の
た
め
の
費
用
を
奉
納
す
る
事 

合
わ
せ
て
四
石こ

く 

右
に
つ
い
て
、
粳
穀

こ
う
こ
く（

う
る
ち
米
か
）
を
以
上
の
通
り
奉
納
い
た
し
ま
す
。
そ
も
そ
も
桑
門

そ
う
も
ん（

僧
）

長
秀
は
、
す
で
に
懸
車

け
ん
し
ゃ

の
齢

よ
わ
い

（
七
十
歳
）
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
な
お
い
ま
だ
輪
廻

り

ん

ね

の
縄な

わ

を
断た

ち
切
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
思
い
を
苦く

海か
い

に
浮
か
ぶ
船
筏

せ
ん
ば
つ

（
船
と
い
か
だ
）
に
ま
か
せ
、

意
を
金
山
の
馬
鞍
に
た
の
む
た
め
に
、
彼
の
年ね

ん

貢ぐ

米ま
い

を
高こ

う

勝
し
ょ
う

寺じ

に
寄
進
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
う
で
あ
る
の
で
、
早
く
わ
ず
か
な
施
し
に
報む

く

い
て
、
必
ず
大
願
の
本
望
を
遂
げ
、
た
ち
ま
ち

妄
想
転
倒
の
暗
夜
を
照
ら
し
、
速
や
か
に
常

住

じ
ょ
う
じ
ゅ
う

不
変
の
彼
岸
に
届
き
ま
す
よ
う
に
。
さ
ら
に

ま
た
七し

ち

世せ

四し

恩お
ん

に
報む

く

い
、
同
じ
く
一い

ち

味み

平
び
ょ
う

等ど
う

の
ご
ち
そ
う
に
あ
ず
か
れ
、
こ
の
世
の
生
き
物

は
、
と
も
に
五ご

智ち

究
き
ゅ
う

竟
き
ょ
う

の
湯
薬

と
う
や
く

を
授さ

ず

か
れ
ま
す
よ
う
に
。
奉
納
の
内
容
は
、
ま
さ
し
く
も
っ

て
右
の
通
り
で
す
。
敬
白

け
い
は
く 

応
安

お
う
あ
ん

七
年
（
一
三
七
四
）
甲

き
の
え

寅と
ら

十
二
月
日 

 

大
願
主

だ
い
が
ん
し
ゅ

僧そ
う

長

秀

ち
ょ
う
し
ゅ
う 

敬
白

け
い
は
く 

  

〔
６
〕
貞

じ
ょ
う

慶 け
い

高 た
か

座 く
ら

宮 ぐ
う

神 じ
ん

馬 め

支 し

証
し
ょ
う

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
十
月 

【
翻
刻
】 

高
座
宮
神
馬
事
、
神
主
方
事
者
不
レ

及
二

子
細
一

、
於
二

寺
家
一

運
志
輩
引
進
之
時
、
雖
レ

爲
二 

社
家
違
乱
一

、
依
レ

有
二

先
例
一

、
方
附
二

寺
家
潤
色
一

之
處
也
、 

仍
爲
二

支
證
一

之
状
如
件
、 

 
 

康
應
元
年
十
月
日 

 
 

 

貞
慶
（
花
押
） 

 

【
現
代
語
訳
】 

高
座
宮

た
か
く
ら
ぐ
う

の
神じ

ん

馬め

の
こ
と
に
つ
い
て
、
神
主
方

か
ん
ぬ
し
が
た

の
事
は
あ
れ
こ
れ
と
事
情
を
申
し
立
て
る
ま
で
も

な
い
。
高
勝
寺
の
僧
侶

そ
う
り
ょ

が
神
馬
を
引
い
て
進
む
際
に
、
神
社
側
の
反
対
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

（
僧
侶

そ
う
り
ょ

が
神
馬
を
奉
納
す
る
の
は
）
先
例
の
あ
る
こ
と
な
の
で
、
必
ず
高
勝
寺
を
支
援
す
る
所

存
で
あ
る
。
以
上
に
つ
い
て
、
こ
の
文
書
を
も
っ
て
証
拠
と
す
る
。 

 
 

康
応

こ
う
お
う

元
年
（
一
三
八
九
）
十
月
日 

 
 

 
 

貞
慶
（
花か

押お
う

） 
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〔
７
〕
滋 し

げ

野 の

清 き
よ

貞 さ
だ

下 し
た

地 じ

寄 き

進 し
ん

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
一
月
二
十
五
日 

【
翻
刻
】 

奇
進 

 
 

方
上
保
高
座
宮
天
神
下
地
之
事 

 
 

合
壹
段
者
、〈
在
所
大
鳥
名
内
、
介
八
作
、〉 

右
、
奇
進
意
趣
者
、
天
長
地
久
、
兼󠄁
又
滋
野
清
貞
子
々
孫
々
繁
栄
成
願
、
家
門
繁
昌
故
也
、
仍

寄
進
之
状
如
レ

件
、 

 
 

明
徳
元
年
〈
庚
午
〉
正
月
二
十
五
日 

 

滋
野
林
太
郎
左
衛
門
清
貞
（
花
押
） 

 

【
現
代
語
訳
】 

寄き

進し
ん

（
寄
付
、
奉
納
す
る
こ
と
） 

 
 

方
上

か
た
か
み

保の
ほ

の
高
座
宮

た
か
く
ら
ぐ
う

天
神
社
の
土
地
の
事 

 
 

合
わ
せ
て
一
段
〈
在
所
は
大
鳥
名

み
ょ
う

の
う
ち
、
介
八
作さ

く

〉 

右
に
つ
い
て
、
寄
進
の
意
向
は
、
天て

ん

長
ち
ょ
う

地ち

久
き
ゅ
う

の
た
め
、
そ
し
て
滋
野
清
貞
の
子
孫

し

そ

ん

繁
栄

は
ん
え
い

、
家
門

か

も

ん

繁
昌

は
ん
じ
ょ
う

の
た
め
で
あ
る
。
よ
っ
て
以
上
の
通
り
寄
進
す
る
。 

 
 

明
徳

め
い
と
く

元
年
（
一
三
九
〇
）
庚

か
の
え

午う
ま

正
月
二
十
五
日 

 

滋
野
林
太
郎
左
衛
門
清
貞
（
花か

押お
う

） 

  

〔
８
〕
僧 そ

う

快 か
い

尊 そ
ん

経
き
ょ
う

典 て
ん

仏 ぶ
つ

具 ぐ

施 せ

入
に
ゅ
う

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
応
永
四
年
（
一
三
九
七
）
二
月 

【
翻
刻
】 

高
座
山
高
勝
寺 

 

奉
二

施
入
一

條
々
目
録
事 

一
、
五
部
大
乘
経
一
部 

一
、
講
堂
内
陳
鈴
佛
具
一
面
〈
皆
具
、〉 

一
、
護
摩
器
一
壇
〈
表
厥
壇
糸
一
筋
、
大
器
六
、
小
器
八
、〈
大
杓
小
杓
〉
二
、〉 

右
、
志
意
趣
者
、
偏
天
長
地
久
、
殊
者
寺
中
繁
昌
、
廣
作
佛
事
、
佛
法
紹
隆
、
人
民
利
益
、
兼

又
代
々
先
師
佛
杲
𦬇
、
願
主
現
世
安
穩
、
後
生
善
處
之
故
也
、
仍
施
入
之
状
如
レ

斯
、 

 
 

應
永
四
年
〈
丁
丑
〉
二
月 

日 

 

院
主
快
澄
代 

願
主
金
剛
仏
子
快
尊
（
花
押
） 

 

【
現
代
語
訳
】 

高
座
山
高こ

う

勝
し
ょ
う

寺じ

へ
の
奉
納
品
の
目
録
の
事 

一
、
五
部
大
乗

だ
い
じ
ょ
う

経
き
ょ
う

一
部 

一
、
講
堂
内
の
鈴す

ず

、
仏
具
一
そ
ろ
い
〈
一
式
〉 

一
、
護
摩
器

ご

ま

き

一
壇だ

ん

〈
表
に
壇だ

ん

糸し

一
筋
を
彫ほ

る
、
大
器
六
、
小
器
八
、
大
杓

お
お
し
ゃ
く

一
、
小
杓

こ
し
ゃ
く

一
〉 

右
に
つ
い
て
、
奉
納
の
意
向
は
、
ひ
と
え
に
天
長
地
久

て
ん
ち
ょ
う
ち
き
ゅ
う

、
特
に
は
寺
中

じ
ち
ゅ
う

繁
昌

は
ん
じ
ょ
う

、
広
作
仏
事
、

仏
法

ぶ
っ
ぽ
う

紹
し
ょ
う

隆
り
ゅ
う

、
人じ

ん

民み
ん

利り

益や
く

、
そ
し
て
ま
た
代
々
の
先
師
の
仏
果

ぶ

っ

か

な
ら
び
に
願
主
の
現
世
安
穩
、

後
生

ご
し
ょ
う

善
処

ぜ
ん
し
ょ

を
願
う
た
め
で
す
。
よ
っ
て
以
上
の
通
り
奉
納
い
た
し
ま
す
。 

 
 

応お
う

永え
い

四
年
（
一
三
九
七
）
丁

ひ
の
と

丑う
し

二
月 

日 

 

院
主

い
ん
じ
ゅ

快か
い

澄
ち
ょ
う

代
願

だ
い
が
ん

主し
ゅ

金
剛

こ
ん
ご
う

仏
子

ぶ

っ

し

快か
い

尊そ
ん

（
花か

押お
う

） 

  
〔
９
〕
清 き

よ

原 は
ら

充
じ
ゅ
う

吉 き
ち

田 で
ん

地 ち

寄 き

進 し
ん

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
応
永
四
年
（
一
三
九
七
）
四
月 

【
翻
刻
】 

寄
進 

 
 

高
座
山
大
般
若
田
之
事 
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合
三
十
苅
者
、〈
在
所
く
ら
け
の
や
ち
、〉 

右
、
奉
二

寄
進
一

大
般
若
田
者
、
併
天
長
地
久
、
御
願
圓
滿
、
領
主
安
穩
息
災
、
御
本
願
成
就
、

兼
充
吉
子
孫
繁
昌
故
也
、
依
レ

仰
執
達
如
レ

件
、 

 

應
永
四
年
〈
歳
次
丁
丑
〉
卯
月 

日
（
花
押
） 

 
 

清
原
衛
門
助
充
吉 

 

【
現
代
語
訳
】 

寄き

進し
ん

（
寄
付
、
奉
納
す
る
こ
と
） 

 
 

高
座
山
大
般
若

だ
い
は
ん
に
ゃ

田で
ん

の
事 

 

合
わ
せ
て
三
十
苅か

り

〈
場
所
は
「
く
ら
け
の
や
ち
」
〉 

右
に
つ
い
て
、
大
般
若
田
を
寄
進
す
る
の
は
、
併あ

わ

せ
て
天て

ん

長
ち
ょ
う

地ち

久
き
ゅ
う

、
御ご

願が
ん

円え
ん

満ま
ん

、
領
主
の
安
穩

あ
ん
の
ん

息
災

そ
く
さ
い

、
御ご

本ほ
ん

願が
ん

成
じ
ょ
う

就じ
ゅ

、
そ
し
て
充
吉
の
子
孫

し

そ

ん

繁
昌

は
ん
じ
ょ
う

を
願
う
た
め
で
す
。
ご
命
令
に
よ
り
伝
達

い
た
し
ま
す
。 

 
 

応お
う

永え
い

四
年
（
一
三
九
七
）
歳ほ

し

丁
ひ
の
と

丑う
し

に
次や

ど

る
卯う

月づ
き

（
四
月
） 
日
（
花
押
） 

 
 

 
 

清
原
衛
門
助
充
吉 

  

〔
１
０
〕
沙 し

ゃ

弥 み

某
な
に
が
し

田 で
ん

地 ち

寄 き

進 し
ん

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
嘉
吉
元
（
一
四
四
一
）
年
六
月
一
日 

【
翻
刻
】 

寄
進 

 

能
登
國
鈴
郡
方
上
保
庶
子
分
高
勝
寺 

下
地
事 

 
 

合
陸
段
者
、〈
在
所
新
保
田
内
、〉 

右
、
彼
田
地
者
、
雖
レ

為
二

先
方
勘
落
一

、
任
二

往
古
支
證
旨
一

、
所
レ

令
二

寄
進
一

也
、
然
者
毎
日

佛
供
・
灯
明
無
二

懈
怠
一

、
并
為
レ

全
二

修
造
等
一

、
殊
者
可
レ

致
二

長
日
御
祈
禱
精
誠
一

、
聊
有
二

不
法
懈
怠
儀
一

者
、
可
レ

被
二

改
易
一

者
也
、
仍
寄
進
状
如
レ

件
、 

 
 

 

嘉
吉
元
〈
辛
酉
〉
六
月
一
日 

沙
弥
（
花
押
） 

 
 

 
 

高
勝
寺
住
持 

 

【
現
代
語
訳
】 

寄き

進し
ん

（
寄
付
、
奉
納
す
る
こ
と
） 

 

能
登
国
珠す

洲ず

郡ぐ
ん

方
上

か
た
か
み

保の
ほ

の
庶し

ょ

子し

分ぶ
ん

に
あ
る
高こ

う

勝
し
ょ
う

寺じ

の
土
地
に
つ
い
て 

 
 

合
わ
せ
て
六
段た

ん

〈
場
所
は
新し

ん

保ほ
う

田で
ん

の
内う

ち

〉 

右
に
つ
い
て
、
彼
の
田で

ん

地ち

は
、
先
方
が
勘
落

か
ん
ら
く

（
没
収
）
さ
せ
た
と
い
っ
て
も
、
昔
か
ら
伝
わ
る

証
拠
文
書
の
内
容
の
通
り
、
寄
進
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
の
で
、
毎
日
の
仏
へ

の
供く

養よ
う

と
灯
明

と
う
み
ょ
う

を
欠
か
す
こ
と
な
く
、
堂ど

う

宇う

の
修
造

し
ゅ
ぞ
う

も
し
っ
か
り
と
行
い
、
特
に
長
い
間
続

け
て
い
る
日
々
の
ご
祈き

祷と
う

を
真
心
込
め
て
行
う
よ
う
に
。
少
し
で
も
怠

お
こ
た

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

田
地
を
取
り
上
げ
る
。
以
上
の
通
り
寄
進
す
る
。 

 
 

嘉か

吉き
つ

元
（
一
四
四
一
）
年
辛
酉

か
の
と
と
り

六
月
一
日 

沙し
ゃ

弥み

（
花か

押お
う

） 

 
 

 

高
勝
寺
住
持

じ
ゅ
う
じ 

  

〔
１
１
〕
深 ふ

か

井 い

弾 だ
ん

正
じ
ょ
う

忠 た
だ

盛 も
り

田 で
ん

地 ち

寄 き

進 し
ん

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
十
二
月
二
十
七
日 

【
翻
刻
】 

奉
二

寄
進
一

薬
師
堂
下
地
事 

 

合
貮
拾
苅
分
皆
西
在
所
三
崎
谷 

右
、
此
下
地
者
、
高
勝
寺
薬
師
堂
奉
二

寄
進
一

意
趣
者
、
為
二

公
私
御
祈
禱
一

、
方
上
保
惣
領
分

内
此
田
、
於
二

以
後
一

代
管
・
作
人
雖
レ

有
二

莬
角
儀
一

、
不
レ

可
レ

有
二

承
引
一

候
、
子
細
者
、
此

二
十
苅
、
此
間
作
人
籠
置
候
之
条
依
二

聞
出
一

、
寄
進
申
候
、
仍
支
證
状
如
レ

件
、 
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深
井
弾
正
忠 

文
安
四
年
十
二
月
廿
七
日 

 

□
□
（
花
押
） 

 

【
現
代
語
訳
】 

寄き

進し
ん

（
寄
付
）
申
し
上
げ
る
薬や

く

師し

堂ど
う

の
土
地
に
つ
い
て 

 

合
わ
せ
て
二
十
苅か

り

分
、
す
べ
て
西
の
在
所

ざ
い
し
ょ

（
所
在
地
の
こ
と
）
三
崎
谷
に
あ
る
。 

右
に
つ
い
て
、
こ
の
土
地
を
高
勝
寺
薬
師
堂
に
寄
進
す
る
事
情
は
、
公
私
の
御ご

祈き

祷と
う

の
た
め
で

あ
る
。
方
上

か
た
か
み

保の
ほ

の
惣そ

う

領
り
ょ
う

分ぶ
ん

内な
い

に
こ
の
田
は
あ
る
が
、
こ
れ
以
後
代
官

だ
い
か
ん

（
管
理
者
）
と
作
人

さ
く
に
ん

（
耕
作
者

こ
う
さ
く
し
ゃ

）
に
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
生
じ
た
と
し
て
も
、（
年ね

ん

貢ぐ

を
納お

さ

め
な
い
こ
と
を
）
承
諾

し
ょ
う
だ
く

し
て
は
な
ら
な
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
の
二
十
苅
を
、
先
日
作
人
が
隠
し
て
い
た
こ
と
を

聞
き
出
し
た
。
寄
進
申
し
上
げ
る
。
こ
の
証
拠
文
書
の
内
容
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。 

深ふ
か

井い

弾だ
ん

正
じ
ょ
う

忠 

文
安

ぶ
ん
あ
ん

四
年
（
一
四
四
七
）
十
二
月
廿
七
日 

 

□
□
（
花
押
） 

  

〔
１
２
〕
直 た

だ

頼 よ
り

田 で
ん

地 ち

寄 き

進 し
ん

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
十
月 

【
翻
刻
】 

奉
二

奇
進
一

下
地
之
事 

 
 

合
伍
段
者
、〈
在
所
有[ 

 

〉 

右
、
彼
下
地
者
、
仍
二

志
有
一

、
高
勝
寺
奇
進
申
處
也
、
但
毎
年
両
□
□
段
銭
、
同
公
方
わ
り
役

之
時
者
、
仰
付
候
て
御
さ
た
可
レ

有
、
其
外
者
違
乱
之
儀
あ
る
ま
し
く
候
、
仍
奇
進
状
如
レ

件
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

直
頼
（
花
押
） 

 
 

寛
正
四
年
十
月
吉
日 

 

高
勝
寺 

 
 

 
 

惣
中 

 

【
現
代
語
訳
】 

寄き

進し
ん

（
寄
付
）
申
し
上
げ
る
土
地
に
つ
い
て 

 
 

合
わ
せ
て
五
段た

ん

〈
場
所
は[ 

 
]

に
あ
り
〉 

右
に
つ
い
て
、
彼
の
土
地
は
、

志
こ
こ
ろ
ざ
し

が
あ
っ
た
た
め
に
、
高
勝
寺
に
寄
進
申
し
上
げ
る
も
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
毎
年
二
度
の
段
銭

た
ん
せ
ん

（
税
の
一
種
）
お
よ
び
公く

方ぼ
う

割わ
り

役や
く

（
同
上
）
の
時
は
、
命

令
し
て
納
入
す
る
よ
う
に
。
そ
れ
以
外
は
寄
進
の
内
容
に
背そ

む

く
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
以
上
の
通
り
寄
進
状
を
送
る
。 

 
 

寛か
ん

正
し
ょ
う

四
年
（
一
四
六
三
）
十
月
吉
日 

直
頼
（
花か

押お
う

） 

 

高こ
う

勝
し
ょ
う

寺じ

の
人
々
へ 

  

〔
１
３
〕
僧 そ

う

良
り
ょ
う

憲 け
ん

高 こ
う

勝
し
ょ
う

寺 じ

十
じ
ゅ
う

二 に

房 ぼ
う

供 く

免 め
ん

田 で
ん

用 よ
う

途 と

注
ち
ゅ
う

文 も
ん 

【
時
代
】
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
二
月
二
十
八
日 

【
翻
刻
】 

高
座
山
高
勝
寺
十
二
房
供
免
田
地
之
事 

 

合
貮
千
七
百
苅
者
、 

右
、
件
免
田
者
、
毎
年
二
月
常
樂
會
幷

大
師
講
、
三
月
七
日
・
八
日
・
九
日
、

童
竪
義
幷
衆
徒
一
七
个
日 

七
月
○自
二

朔
日
一

社
頭
一
七
日
兒
・
大
衆
参
籠
、
日
夜
不
退
勤
行
、
同
本
堂
一
七
日
兒
・
大
衆
参
籠
、
日
夜 

法
華
問
答
講
三
十
坐
、
卯
月
七
日
・
八
日
、

舞
童
、
○

八
月
十
四
日
・
十
五
日
、

舞
童
、
四
季
之
八
講
、 

不
退
勤
行
、 

長
日
不
退
最
勝
王
経
・
仁
王
般
若
経
・
法
花
妙
典
三
部
講
経
等
幷

毎
朝
轉
讀
大
般
若
経
幷

毎
月
廿

八
日
大
日
講
、
一
品
経
法
花
問
答
講
一
問
一
答
、
如
レ

此
勤
行
無
二

懈
怠
一

奉
レ

致
二

御
祈
禱
一

處

也
、 

 
 

寛
正
六
年
二
月
廿
八
日 

 
 

 
 

良
憲
（
花
押
） 
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【
現
代
語
訳
】 

高
座
山
高こ

う

勝
し
ょ
う

寺じ

十
二
房ぼ

う

の
供く

免
田

め
ん
で
ん

（
供く

養よ
う

の
費
用
の
た
め
に
減
税
さ
れ
た
田
）
に
つ
い
て 

 

合
わ
せ
て
二
千
七
百
苅か

り 

右
に
つ
い
て
、
件

く
だ
ん

の
免
田
は
、
毎
年
二
月
の
常
楽
会

じ
ょ
う
ら
く
え

な
ら
び
に
大
師
講

だ

い

し
こ

う

、
三
月
七
日
・
八
日
・

九
日
の
童ど

う

竪
り
ゅ
う

義ぎ

な
ら
び
に
衆し

ゅ

徒と

（
僧
）
の
一い

ち

七し
ち

箇か

日に
ち

（
七
日
間
）
の
法
華

ほ

っ

け

問
答
講

も
ん
ど
う
こ
う

三
十
座
、
四

月
七
日
・
八
日
の
舞ま

い

童
わ
ら
わ

、
七
月
一
日
よ
り
社
殿
の
前
で
七
日
間
の
児ち

ご

・
大
衆

だ
い
し
ゅ

参
篭

さ
ん
ろ
う

、
日に

ち

夜や

不ふ

退た
い

の
勤
行

ご
ん
ぎ
ょ
う

、
同
じ
く
本
堂
に
て
七
日
間
の
児
・
大
衆
参
篭
、
日
夜
不
退
の
勤
行
、
八
月
十
四
日
・

十
五
日
の
舞
童
、
四
季
の
（
法
華

ほ

っ

け

）
八
講

は
っ
こ
う

、
長
年
続
け
て
い
る
最
勝

さ
い
し
ょ
う

王お
う

経
き
ょ
う

・
仁
王

に
ん
の
う

般
若
経

は
ん
に
ゃ
き
ょ
う

・

法
華

ほ

っ

け

妙
み
ょ
う

典て
ん

三
部

さ

ん

ぶ

の
講こ

う

経
き
ょ
う

（
経
典
の
解
説
）
等
、
な
ら
び
に
毎
朝
転
読

て
ん
ど
く

の
大
般
若
経

だ
い
は
ん
に
ゃ
き
ょ
う

、
毎
月
二

十
八
日
の
大
日
講

だ
い
に
ち
こ
う

、
一
品

い
っ
ぽ
ん

経
き
ょ
う

法
華

ほ

っ

け

問
答
講

も
ん
ど
う
こ
う

一
問
一
答

い
ち
も
ん
い
っ
と
う

、
こ
の
よ
う
な
勤
行
を
怠

お
こ
た

り
な
く
行
う

た
め
の
も
の
で
あ
る
。 

 
 

寛か
ん

正
し
ょ
う

六
年
（
一
四
六
五
）
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

良
憲
（
花か

押お
う

） 

  

〔
１
４
〕
高 こ

う

勝
し
ょ
う

寺 じ

免 め
ん

田 で
ん

指 さ
し

出 だ
し 

【
時
代
】
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
六
月
十
四
日 

【
翻
刻
】 

高
勝
寺
め
ん
て
ん
の
さ
し
い
た
し
の
事 

 

合
千
七
百
か
り 

 

く
め
ん
て
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
い
め
ん 

 
 

三
百
か
り 

 
 

し
ゆ
し
や
う
て
ん
〈
正
月
一
日
・
二
日
、
二
月
一
日
、〉 

か
い
め
ん 

 
 

九
百
七
十
か
り 

め
う
し
や
う
し
ゆ
い
ん
し
た
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

か
い
め
ん 

 
 

百
か
り 

 
 

 

に
よ
ほ
う
き
や
う
し
た
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

か
い
め
ん 

 
 

三
百
か
り 

 
 

か
く
と
う
は
う
し
た
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
い
め
ん 

 
 

 
 

 
 

已
上
、 

右
、
く
た
ん
の
め
ん
て
ん
の
や
く
と
う
ハ
、
ま
い
ね
ん
二
月
し
や
う
ら
く
ゑ
・
大
師
か
う
、
三

月
七
日
・
八
日
・
九
日
と
う
り
う
き
、
お
な
し
く
し
ゆ
と
一
七
日
ほ
つ
け
も
ん
た
う
三
十
さ
、

う
月
七
日
・
八
日
ち
こ
の
ま
い
、
七
月
一
日
よ
り
し
ん
せ
ん
一
七
日
に
ち
や
ち
こ
・
大
し
ゆ
さ

ん
ろ
う
よ
る
ひ
る
ふ
た
ん
の
こ
ん
き
や
う
、
お
な
し
く
か
う
た
う
に
一
七
日
ち
こ
・
大
し
ゆ
さ

ん
ろ
う
よ
る
ひ
る
ふ
た
ん
こ
ん
き
や
う
、
八
月
十
四
日
・
十
五
日
ち
こ
の
ま
い
、
四
き
の
八
か

う
、
ち
や
う
日
ふ
た
い
の
に
う
た
う
か
う
た
う
と
み
や
の
れ
い
し
た
う
、
ま
い
て
う
三
ふ
の
か

う
き
や
う
、
お
な
し
く
大
は
ん
に
や
十
二
く
わ
ん
つ
ゝ
よ
み
申
候
、
毎
月
廿
八
日
大
日
か
う
、

一
ほ
ん
き
や
う
・
ほ
つ
け
も
ん
た
う
か
う
一
さ
つ
ゝ
、
か
く
の
こ
と
く
の
こ
ん
き
や
う
、
け
た

い
な
く
御
き
た
う
い
た
し
申
候
と
こ
ろ
な
り
、
仍
め
ん
て
ん
さ
し
い
た
し
の
状
如
レ

件
、 

 
 

文
明
九
年
六
月
十
四
日 

 
 

 
 

 

良
清
（
花
押
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
う
せ
う
し
し
ゆ
と
中 

 

【
漢
字
か
な
交
じ
り
】 

高
勝
寺
免
田
の
指
出
の
事 

 

合
千
七
百
苅 

 

供
免
田 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

皆
免 

 
 

三
百
苅 

 
 

修
正
田
〈
正
月
一
日
・
二
日
、
二
月
一
日
、〉 

皆
免 

 
 

九
百
七
十
苅 

妙
成
就
院
下
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

皆
免 

 
 

百
苅 

 
 

 

如
法
経
下
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

皆
免 

 
 

三
百
苅 

 
 

学
頭
坊
下
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

皆
免 

 
 

 
 

 
 

已
上
、 

右
、
件
の
免
田
の
役
当
ハ
、
毎
年
二
月
常
楽
会
・
大
師
講
、
三
月
七
日
・
八
日
・
九
日
童
竪
義
、

同
じ
く
衆
徒
一
七
日
法
華
問
答
三
十
座
、
卯
月
七
日
・
八
日
児
舞
、
七
月
一
日
よ
り
神
前
一
七

日
日
夜
児
・
大
衆
参
篭
夜
昼
不
断
の
勤
行
、
同
じ
く
講
堂
に
一
七
日
児
・
大
衆
参
篭
夜
昼
不
断

勤
行
、
八
月
十
四
日
・
十
五
日
児
舞
、
四
季
の
八
講
、
長
日
不
退
の
仁
王
堂
講
堂
と
宮
の
例
時

堂
、
毎
朝
三
部
の
講
経
、
同
じ
く
大
般
若
十
二
巻
つ
ゝ
読
み
申
候
、
毎
月
廿
八
日
大
日
講
、
一

品
経
・
法
華
問
答
講
一
座
つ
ゝ
、
か
く
の
如
く
の
勤
行
、
懈
怠
な
く
御
祈
祷
い
た
し
申
候
処
な

り
、
仍
免
田
指
出
の
状
如
件
、 

 
 

文
明
九
年
六
月
十
四
日 

 
 

良
清
（
花
押
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
勝
寺
衆
徒
中 
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【
現
代
語
訳
】 

高こ
う

勝
し
ょ
う

寺じ

の
免め

ん

田で
ん

（
税
を
減
免
さ
れ
た
土
地
）
に
つ
い
て
提
出
す
る
内
容
の
事 

 

合
わ
せ
て
千
七
百
苅か

り 
 

供く

免
田

め
ん
で
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

す
べ
て
免
除 

 
 

 
 

 

三
百
苅 

 
 

修
正

し
ゅ
し
ょ
う

田で
ん

〈
正
月
一
日
・
二
日
、
二
月
一
日
〉 

す
べ
て
免
除 

 
 

 
 

 

九
百
七
十
苅 

妙
み
ょ
う

成
就
院

じ
ょ
う
じ
ゅ
い
ん

の
土
地 

 
 

 

す
べ
て
免
除 

 
 

 
 

 

百
苅 

 
 

 
如
法

に
ょ
ほ
う

経
き
ょ
う

の
土
地 

 
 

 
 

 

す
べ
て
免
除 

 
 

 
 

 

三
百
苅 

 
 

学
頭
坊

が
く
と
う
ぼ
う

の
土
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

す
べ
て
免
除 

 
 

 
 

 
 

已
上

い
じ
ょ
う

、 

右
に
つ
い
て
、
件

く
だ
ん

の
免
田
の
用よ

う

途と

は
、
毎
年
二
月
の
常
楽
会

じ
ょ
う
ら
く
え

・
大
師
講

だ

い

し
こ

う

、
三
月
七
日
・
八
日
・

九
日
の
童
竪
義

ど
う
り
ゅ
う
ぎ

、
同
じ
く
衆
徒

し

ゅ

と

（
僧
）
の
七
日
間
の
法
華

ほ

っ

け

問
答

も
ん
ど
う

三
十
座ざ

、
四
月
七
日
・
八
日
の

児ち
ご

舞ま
い

、
七
月
一
日
よ
り
神
前
に
て
七
日
間
の
日
夜

に

ち

や

児ち
ご

・
大
衆

だ
い
し
ゅ

の
参
篭

さ
ん
ろ
う

・
夜
昼
絶
え
ず
行
う
勤
行

ご
ん
ぎ
ょ
う

、

同
じ
く
講
堂

こ
う
ど
う

で
七
日
間
の
児
・
大
衆
の
参
篭
・
夜
昼
絶
え
ず
行
う
勤
行
、
八
月
十
四
日
・
十
五

日
の
児
舞
、
四
季
の
八
講

は
っ
こ
う

、
長
年
続
け
て
い
る
仁に

王お
う

堂ど
う

・
講
堂

こ
う
ど
う

と
宮み

や

の
例れ

い

時じ

堂ど
う

（
で
の
勤
行
）、

毎
朝
三
部
の
講こ

う

経
き
ょ
う

（
経
典
の
講
義
）、
同
じ
く
大
般
若

だ
い
は
ん
に
ゃ

の
十
二
巻
ず
つ
の
読
経

ど
き
ょ
う

、
毎
月
二
十
八

日
の
大
日
講

だ
い
に
ち
こ
う

、
一
品

い
っ
ぽ
ん

経
き
ょ
う

法
華

ほ

っ

け

問
答
講

も
ん
ど
う
こ
う

一
座ざ

ず
つ
、
こ
の
よ
う
に
勤
行
し
、
怠

お
こ
た

り
な
く
御ご

祈き

祷と
う

申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
す
。
よ
っ
て
免
田
に
つ
い
て
提
出
す
る
内
容
は
以
上
の
通
り
で
す
。 

 
 

文
明

ぶ
ん
め
い

九
年
（
一
四
七
七
）
六
月
十
四
日 

 
 

良
清
（
花か

押お
う

） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高こ
う

勝
し
ょ
う

寺じ

衆し
ゅ

徒と

中 

  

〔
１
５
〕
高 こ

う

勝
し
ょ
う

寺 じ

快 か
い

運 う
ん

灯 と
う

明
み
ょ
う

油
あ
ぶ
ら

・
仏 ぶ

っ

供 く

料
り
ょ
う

施 せ

入
に
ゅ
う

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
九
月
五
日 

【
翻
刻
】 

奉
二

施
入
一 

 

高
勝
寺
釈
迦
堂
如
法
經
勤
修
中
燈
明 

油
幷

佛
供
料
之
事 

 
 

合
拾
參
貫
文
者
、 

右
施
入
志
趣
者
、
快
運
受
二

剃
髪
染
衣
之
形
一

、
得
二

顕
密
弘
通
之
名
一

事
、
偏
依
二
増
長
坊

良
勝
律

師
勧
發
仁
一

、
遂
二

出
家
授
戒
於
一

故
也
、
沈
息
爲
解
無
二

比
類
一

、
所
詮
以
二

微
少
之
施
入
於
一

、
奉

レ

報
二

廣
大
之
芳
恩
仁
一

者
也
、
乞
願
至
二

于
未
來
際
仁
一

、
如
法
經
勤
修
中
日
限
之
間
、
以
二

仏
供

燈
明
之
餘
慶
一

、
為
二

良
勝
律
師
一

如
レ

本
可
レ

有
二

廻
向
一

、
靈
供
二

自
我
偈
於
一

者
也
、
乃
至
自
他

法
界
平
等
利
益
、
仍
施
入
志
趣
如
レ

斯
、 

 

文
明
十
二
年
〈
庚
子
〉
九
月
五
日 

施
入
権
大
僧
都
法
印
快
運
（
花
押
） 

 

【
現
代
語
訳
】 

施せ

入
に
ゅ
う

（
奉
納
）
い
た
し
ま
す 

 

高こ
う

勝
し
ょ
う

寺じ

釈
迦
堂

し

ゃ

か
ど

う

で
如に

ょ

法ほ
う

経
き
ょ
う

の
法ほ

う

会え

を
行
う
際
の
明あ

か
り
油

あ
ぶ
ら

お
よ
び
供そ

な

え
物
の
費
用
の
事 

 
 

合
わ
せ
て
十
三
貫か

ん

文も
ん

、 

右
に
つ
い
て
、
奉
納
の
理
由
は
、
快
運
が
剃
髪

て
い
は
つ

（
坊ぼ

う

主ず

頭
あ
た
ま

に
す
る
こ
と
）
し
て
墨す

み

染ぞ

め
の
衣

（
僧
侶
の
服
）
を
も
ら
い
、
僧
と
し
て
の
名
を
得
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ひ
と
え
に
増ぞ

う

長
ち
ょ
う

坊ぼ
う

の

良
勝
律り

っ

師し

の
勧す

す

め
に
よ
っ
て
、
出
家

し
ゅ
っ
け

受
戒

じ
ゅ
か
い（

僧
侶
に
な
る
こ
と
）
を
遂
げ
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

沈
息
為
解
は
比ひ

類る
い

な
く
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
わ
ず
か
な
寄
附
を
も
っ
て
広
大
な
御
恩
に
報む

く

い
る
た

め
で
あ
る
。
乞こ

い
願ね

が

わ
く
ば
未
来
の
果
て
に
至
る
ま
で
、
如
法

に
ょ
ほ
う

経
き
ょ
う

の
勤ご

ん

修し
ゅ

期
間
中
に
仏
に
供

え
る
灯
明

と
う
み
ょ
う

を
と
も
す
善
行

ぜ
ん
こ
う

を
も
っ
て
、
良
勝
律
師
の
供く

養よ
う

を
元
通
り
行
い
、
そ
の
霊
前

れ
い
ぜ
ん

に

自
我
偈

じ

が

げ

（
法
華
経
の
一
節
）
を
供
え
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
自
分
と
他
者
が
差
別
な
く
仏

の
慈
悲

じ

ひ

の
功く

徳ど
く

を
得
る
た
め
で
あ
る
。
よ
っ
て
施せ

入
に
ゅ
う

の
理
由
は
以
上
の
と
お
り
。 

 
 

文
明

ぶ
ん
め
い

十
二
年
（
一
四
八
〇
）
庚
子

か
の
え
ね

九
月
五
日 

施せ

入
に
ゅ
う

権ご
ん

大だ
い

僧そ
う

都ず

法
印

ほ
う
い
ん

快
運
（
花か

押お
う

） 
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〔
１
６
〕
律 り

っ

師 し

快 か
い

紹
じ
ょ
う

料
り
ょ
う

足 そ
く

寄 き

進 し
ん

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
三
月
三
日 

【
翻
刻
】 

奉
二

寄
進
一

料
足
之
事 

 

合
伍
貫
文
者
、 

右
彼
料
足
、
爲
二

例
時
堂
上
葺
之
一

奉
二

寄
進
一

者
也
、
死
去
之
後
、
於
二

勤
行
所
一

、
毎
月
陀
羅

尼
一
返
可
二

御
廻
向
一

者
也
、
依
寄
進
状
之
趣
如
レ

件
、 

 

明
應
貮
年
〈
癸
丑
〉
三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 

律
師
快
紹
（
花
押
） 

 

【
現
代
語
訳
】 

寄き

進し
ん

（
寄
附
・
奉
納
）
申
し
上
げ
る
銭ぜ

に

に
つ
い
て 

 

合
わ
せ
て
五
貫か

ん

文も
ん 

右
に
つ
い
て
、
彼
の
銭
は
、
例れ

い

時じ

堂ど
う

（
天
台
宗
の
法
会
で
あ
る
「
例れ

い

時じ

作さ

法ほ
う

」
を
行
う
建
物
）

の
屋
根
の
葺ふ

き
替か

え
の
た
め
に
寄
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
分
（
快
紹

か
い
じ
ょ
う

）
の
死
後
、
勤
行
所

ご
ん
ぎ
ょ
う
し
ょ

に
お
い
て
毎
月
陀
羅
尼

だ

ら

に

を
一
回
唱
え
て
供
養
す
る
よ
う
に
。
よ
っ
て
寄
進
状
の
内
容
は
以
上
の

と
お
り
で
あ
る
。 

 

明
応

め
い
お
う

二
年

癸
み
ず
の
と

丑う
し

三
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

律
師

り

っ

し

快
紹
（
花か

押お
う

） 

  

〔
１
７
〕
道 ど

う

祐 ゆ
う

・
妙

み
ょ
う

海 か
い

連 れ
ん

署 し
ょ

料
り
ょ
う

足 そ
く

寄 き

進 し
ん

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
閏
十
月
六
日 

【
翻
刻
】 

奉
二

寄
進
一

菩
提
物
之
事 

 

合
拾
貮
貫
文
者
、 

右
、
爲
二

道
祐
禅
門
・
妙
海
禅
尼
現
當
二
世
之
悉
地
成
就
之
一

、
於
二

春
秋
二
季
之
彼
岸
一

、
永

代
法
花
讀
誦
一
部
充
可
レ

有
者
也
、
依
寄
進
状
之
趣
如
レ

件 

 

明
應
七
年
潤
十
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

施
主 

 
 

 
 

 
 

 
 

道
祐
禅
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

妙
海
禅
尼 

 

【
現
代
語
訳
】 

寄き

進し
ん

（
寄
附
・
奉
納
）
い
た
し
ま
す
菩
提
物

ぼ

だ

い
も

つ

に
つ
い
て 

 

合
わ
せ
て
十
二
貫か

ん

文も
ん 

右
に
つ
い
て
、
道ど

う

祐ゆ
う

禅
門

ぜ
ん
も
ん

・
妙

み
ょ
う

海か
い

禅ぜ
ん

尼に

（
僧
に
な
っ
た
が
寺
に
住
ま
ず
自
宅
で
暮
ら
す
男
性

が
禅
門
、
女
性
が
禅
尼
）
の
現
世
・
来
世
で
の
悟
り
が
成
就

じ
ょ
う
じ
ゅ

す
る
た
め
に
、
春
と
秋
の
彼ひ

岸が
ん

会え

に
末
代

ま
つ
だ
い

ま
で
法ほ

華け

経
き
ょ
う

を
一
部
ず
つ
読
み
上
げ
て
も
ら
う
た
め
の
費
用
で
あ
る
。
よ
っ
て
寄
進

状
の
趣
旨
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。 

 

明
応

め
い
お
う

七
年
（
一
四
九
八
）
閏

う
る
う

十
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

施せ

主し
ゅ 

道
祐
禅
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

妙
海
禅
尼 

  

〔
１
８
〕
宗 む

ね

家 い
え

寄 き

進 し
ん

状
じ
ょ
う

（
断
簡

だ
ん
か
ん

） 

【
時
代
】
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
八
月
二
十
日 

【
翻
刻
】 

（
前
欠
） 

陀
羅
尼
宛
二

一
返
一

可
レ

有
二

御
廻
向
一

者
也
、
仍
寄
進
状
之
趣
如
レ

件 

 

明
應
八
年
〈
己
未
〉
八
月
廿
日 
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宗
家
（
花
押
） 

 

【
現
代
語
訳
】 

（
前
欠
） 

陀
羅
尼

だ

ら

に

を
一
回
ず
つ
唱
え
、
廻え

向こ
う

（
供く

養よ
う

）
す
る
た
め
で
あ
る
。
よ
っ
て
寄き

進し
ん

状
じ
ょ
う

の
内
容
は
以

上
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

明
応

め
い
お
う

八
年
（
一
四
九
九
）

己

未

つ
ち
の
と
ひ
つ
じ

八
月
二
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

宗
家
（
花か

押お
う

） 

  

〔
１
９
〕
栃 と

ち

平 ひ
ら

良
り
ょ
う

玄 げ
ん

田 で
ん

地 ち

寄 き

進 し
ん

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
十
二
月
十
二
日 

【
翻
刻
】 

奉
二

寄
進
一

田
地
之
事 

 

合
貮
分
、〈
在
所
大
澤
并

火
爪
二
个
所
〉 

右
、
彼
田
地
者
、
三
月
拾
五
日
之
御
時
料
之
為
、
米
五
斗
分
寄
進
申
處
實
也
、
但
為
二

良
玄
現

當
二
世
一

、
末
代
奉
二

寄
進
一

實
也
、
於
二

彼
下
地
一

、
栃
平
子
々
孫
々
い
た
る
ま
て
、
違
乱
煩
申

間
敷
候
、
依
為
二

後
日
一

支
證
状
如
レ

件
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

直
之
郷
栃
平
良
義
子 

 

明
應
八
年
〈
己
未
〉
十
二
月
十
二
日
良
玄
（
花
押
） 

 

【
現
代
語
訳
】 

寄き

進し
ん

（
寄
附
・
奉
納
）
申
し
上
げ
る
田で

ん

地ち

に
つ
い
て 

 

合
わ
せ
て
二
歩ぶ

〈
場
所
は
大
沢
・
火
爪
の
二
ヶ
所
〉 

右
に
つ
い
て
、
彼
の
田
地
は
、
三
月
十
五
日
の
御お

斎と
き

料
り
ょ
う

（
僧
侶
の
食
事
に
充あ

て
る
金
や
米
）
の

米
五
斗と

分
の
た
め
、
寄
進
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
良

り
ょ
う

玄げ
ん

の
現
世
・
来
世
の
た
め
、

末
代

ま
つ
だ
い

ま
で
寄
進
申
し
上
げ
る
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
彼か

の
土
地
に
お
い
て
は
栃と

ち

平ひ
ら

の

子
々
孫
々

し

し

そ

ん

そ

ん

に
い
た
る
ま
で
秩
序

ち
つ
じ
ょ

の
乱み

だ

れ
や
煩

わ
ず
ら

い
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
後の

ち

の
世よ

の
証
拠
と

す
る
た
め
に
、
以
上
の
通
り
書
状
を
記
す
。 

 

明
応

め
い
お
う

八
年
（
一
四
九
九
）
己

つ
ち
の
と

未
ひ
つ
じ

十
二
月
十
二
日 

直た
だ

の
郷ご

う

栃
平
良
義
の
子
、
良
玄
（
花か

押お
う

） 

  

〔
２
０
〕
高 こ

う

勝
し
ょ
う

寺 じ

下 し
た

地 じ

指 さ
し

出 だ
し 

【
時
代
】
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
十
二
月
二
十
八
日 

【
翻
刻
】 

高
勝
寺
下
地
指
出
之
事 

五
百
廿
苅 

皆
免 

本
堂
仏
供
燈
明
田 

九
百
七
十
苅 

皆
免 

妙
成
就
院
仏
供
灯
明
田 

千
七
十 

百
苅 

 

皆
免 

同
堂
往
生
講
燈
明
田 

百
苅 

 

皆
免 

釈
迦
堂
下
地 

五
十
苅 

 

皆
免 

神
宮
寺
下
地 

五
十
苅 

 

皆
免 

觀
音
堂
下
地 

五
十
苅 

 

皆
免 

正
月
七
日
修
正
田 

二
千
七
百
苅 

皆
免 

十
貮
坊
下
地 

二
百
苅 

 

皆
免 

学
頭
坊
下
地 

二
百
苅 

 

皆
免 

寶
珠
院
下
地 

二
百
苅 

 

皆
免 

増
長
坊
持
仏
堂
下
地 

 
 

公
方
よ
り
寺
中
へ
の
下
物 

六
斗
六
升
六
合 

 

十
一
月
臨
時
祭
下
物
米 

以
上 

永
正
元
年
十
二
月
廿
八
日 
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【
現
代
語
訳
】 

高こ
う

勝
し
ょ
う

寺じ

の
土
地
に
つ
い
て
の
報
告
書 

五
百
二
十
苅か

り 

す
べ
て
（
税
を
）
免
除 

本
堂
の
お
供そ

な

え
・
灯
明

と
う
み
ょ
う

の
た
め
の
田 

九
百
七
十
苅 

す
べ
て
（
税
を
）
免
除 

妙
成
就
院

み
ょ
う
じ
ょ
う
じ
ゅ
い
ん

の
お
供そ

な

え
・
灯
明
の
為
の
田 

百
苅 

 
す
べ
て
（
税
を
）
免
除 

同
堂
の
往
生
講

お
う
じ
ょ
う
こ
う

の
灯
明
の
た
め
の
田 

百
苅 

 

す
べ
て
（
税
を
）
免
除 

釈
迦
堂

し

ゃ

か
ど

う

の
土
地 

五
十
苅 

 

す
べ
て
（
税
を
）
免
除 

神じ
ん

宮ぐ
う

寺じ

の
土
地 

五
十
苅 

 

す
べ
て
（
税
を
）
免
除 

観
音
堂

か
ん
の
ん
ど
う

の
土
地 

五
十
苅 

 

す
べ
て
（
税
を
）
免
除 

正
月
七
日
の
修し

ゅ

正
し
ょ
う

会え

の
た
め
の
田 

二
千
七
百
苅 

す
べ
て
（
税
を
）
免
除 
十
二
坊
の
土
地 

二
百
苅 

 

す
べ
て
（
税
を
）
免
除 
学が

く

頭と
う

坊ぼ
う

の
土
地 

二
百
苅 

 

す
べ
て
（
税
を
）
免
除 

宝
珠
院

ほ
う
じ
ゅ
い
ん

の
土
地 

二
百
苅 

 

す
べ
て
（
税
を
）
免
除 

増
長

ぞ
う
ち
ょ
う

坊ぼ
う

の
持じ

仏
堂

ぶ
つ
ど
う

の
土
地 

 
 

能
登

の

と

守
護

し

ゅ

ご

畠
山

は
た
け
や
ま

氏し

か
ら
高
勝
寺
へ
の
頂

い
た
だ

き
物 

六
斗と

六
升

し
ょ
う

六
合ご

う 
 

十
一
月
の
臨り

ん

時じ

祭さ
い

の
米 

以
上 

永え
い

正
し
ょ
う

元
年
（
一
五
〇
四
）
十
二
月
二
十
八
日 

  

〔
２
１
〕
柚
木

ゆ

の

き

橋 は
し

爪 づ
め

某
な
に
が
し

灯 と
う

明
み
ょ
う

料
り
ょ
う

寄 き

進 し
ん

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
十
一
月
二
十
八
日 

【
翻
刻
】 

奉
レ

奇
二

進
高
勝
寺
へ
一

後
夜
燈
明
料
之
事 

 

合
三
貫
文 

永
正
七
年
〈
か
の
へ
午
〉
十
二
月
廿
日 

 
 

 

同
三
荷
釜
一
枚 

 
 

 

□
正
九
年
〈
壬
申
〉
十
一
月
廿
八
日 

 
 

 
 

 
 

永 

右
件
之
奇
進
者
、
専
現
世
安
穩
、
爲
二

後
生
善
所
一

也
、 

仍
奇
進
状
如
レ

件 

 

永
正
九
年
〈
壬
申
〉
十
一
月
廿
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
施
主
〈
方
上
保
柚
木
橋
爪
〉（
花
押
） 

 

【
現
代
語
訳
】 

高こ
う

勝
し
ょ
う

寺じ

に
寄き

進し
ん

（
寄
附
・
奉
納
）
申
し
上
げ
る
後ご

夜や

（
午
前
三
時
か
ら
五
時
に
行
う
仏
事
）
の

灯
明

と
う
み
ょ
う

費
用
に
つ
い
て 

 

合
わ
せ
て
三
貫か

ん

文も
ん 

永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
庚

か
の
え

午う
ま

十
二
月
二
十
日 

 
 

 
 

 

同
三
荷か

釜か
ま

一
枚 

 
 

 
 

 
 

永え
い

正
し
ょ
う

九
年
壬

申

み
ず
の
え
さ
る

十
一
月
二
十
八
日 

 

右
に
つ
い
て
、
こ
の
寄
進
は
、
ひ
た
す
ら
現
世
の
安
穏

あ
ん
の
ん

と
、
来
世
に
極ご

く

楽ら
く

浄
じ
ょ
う

土ど

に
生
ま
れ
変

わ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
寄
進
状
の
内
容
は
以
上
の
通
り
。 

 

永え
い

正
し
ょ
う

九
年
（
一
五
一
二
）
壬

申

み
ず
の
え
さ
る

十
一
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大だ
い

施せ

主し
ゅ

〈
方
上

か
た
か
み

保の
ほ

柚ゆ
ず

木き

橋は
し

爪づ
め

〉（
花か

押お
う

） 

  
〔
２
２
〕
神 じ

ん

保 ぼ

元 も
と

康 や
す

判 は
ん

物 も
つ 

【
時
代
】
永
正
十
年
（
一
五
一
三
）
四
月
二
日 

【
翻
刻
】 

 

三
崎
高
勝
寺
之
事 

一
、
依
レ

為
二

御
祈
願
所
一 

御
屋
形
様
之
有
二

御
判
一

上
者
、
如
二

先
規
一

諸
役
皆
免
之
儀
、
有
二
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其
紛
一

間
敷
候
也
、 

一
、
高
座
御
山
之
事
、
任
二

往
古
例
一

、
可
レ

為
二

寺
家
一
圓
進
退
一

事
、
有
二

相
違
一

間
敷
者
也
、 

一
、
寳
珠
院
田
地
并

居
屋
職
之
事
、
有
二

先
判
一

上
者
、
相
違
有
間
敷
候
、
為
二

祈
願
一

松
本
坊
江

奉
二

寄
進
一

候
者
也
、
仍
状
如
レ

件
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
保
与
一 

 

永
正
拾
年
〈
癸
酉
〉
四
月
二
日 

元
康
（
花
押
） 

 
 

 

高
勝
寺 

 

【
現
代
語
訳
】 

三み

崎さ
き

高こ
う

勝
し
ょ
う

寺じ

に
つ
い
て 

一
、
御ご

祈き

願が
ん

所じ
ょ

で
あ
る
た
め
、
御お

屋や

形か
た

様さ
ま

（
能
登

の

と

守し
ゅ

護ご

畠
山

は
た
け
や
ま

義
元

よ
し
も
と

）
の
判
物

は
ん
も
つ

（
は
ん
こ
・
花か

押お
う

が
押お

さ
れ
た
文
書
）
が
あ
る
の
で
、
以
前
か
ら
の
規
定
の
通
り
種
々
の
税ぜ

い

を
免
除
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
間
違
い
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

一
、
高
座
宮

た
か
く
ら
ぐ
う

の
山
を
、
昔
か
ら
の
し
き
た
り
の
通
り
高
勝
寺
の
完
全
な
支
配
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
間
違
い
が
無
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

一
、
宝
珠
院

ほ
う
じ
ゅ
い
ん

の
田
地
お
よ
び
家い

え

屋や

敷し
き

に
つ
い
て
、
以
前
出
さ
れ
た
判
物
が
あ
る
の
で
、
間
違
い

が
無
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
祈
願
の
た
め
松
本
坊
へ
寄き

進し
ん

（
寄
附
・
奉
納
）
申
し
上
げ
る

も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
上
記
の
通
り
書
状
を
記
す
。 

 

永え
い

正
し
ょ
う

十
年
（
一
五
一
三
）

癸
み
ず
の
と

酉と
り

四
月
二
日 

神じ
ん

保ぼ

与よ

一い
ち

元も
と

康や
す

（
花か

押お
う

） 

 
 

 

高
勝
寺 

  

〔
２
３
〕
高 こ

う

勝
し
ょ
う

寺 じ

衆 し
ゅ

徒 と

等 ら

起 き

請
し
ょ
う

文 も
ん

案 あ
ん 

【
時
代
】
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）
五
月
十
九
日 

【
翻
刻
】 

敬
白
、 

 
 

三
崎
高
勝
寺
衆
徒
等
起
請
文
事 

三
世
諸
佛
・
應
正
等
覺
・
諸
大
薩
埵
・
諸
忿フ

ン

怒ヌ

尊󠄁
・
十
二
大
天
・
日
月
五
星
・
諸
宿
曜
等
・
堅
牢

ケ
ン
ロ
ウ

地
神
、
殊

コ
ト
ニ

者
日
本
惣ソ

ウ

廟ヘ
ウ

天
照
皇
太
神
宮
・
八
幡
三
所
大
菩
薩
・
春
日
大
明
神
・
山
王
廿
一
社
・

當
國
一
宮
・
二
宮
石
動
五
社
権
現
、
別
者
北
陸

ホ
ク
ロ
ク

鬼
門
鎮チ

ン

守
當
山
高
座
大
菩
薩
・
金
文
大
明
神
・

五
所
之
王
子
、
惣
者
日
本
之
諸
神
・
三
十
番
神
・
十
羅
刹
女
等
驚
申

ヲ
ト
ロ
カ
シ

、 

右
、
於
二

當
山
往
古
之
寄
進
田
地
上
役

ウ
ハ
ヤ
ク

之
儀
一

、
公
方
へ
納
申
儀
無
二

御
座
一

候
、
若
此
旨
異
曲

申
候
者
、
上
件
之
可
レ

蒙
二

御
罸
一

者
也
、
仍
起
請
文
之
状
如
レ

件
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
座
山
高
勝
寺
衆
徒
等 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

院
主 

 
 

永
正
十
四
年
五
月
十
九
日 

 
 

 

快
欽 

（
端
裏
書
） 

こ
れ
ハ
案
文
也
、 

 

【
現
代
語
訳
】 

敬
白

け
い
は
く 

 
 

三み

崎さ
き

高こ
う

勝
し
ょ
う

寺じ

の
衆し

ゅ

徒と

（
僧
）
た
ち
の
起き

請
し
ょ
う

文も
ん

に
つ
い
て 

三さ
ん

世ぜ

諸し
ょ

仏ぶ
つ

・
応お

う

正
し
ょ
う

等と
う

覚が
く

・
諸し

ょ

大だ
い

薩さ
っ

埵た

・
諸し

ょ

忿ふ
ん

怒ぬ

尊そ
ん

・
十

じ
ゅ
う

二に

大だ
い

天て
ん

・
日に

ち

月が
つ

五ご

星せ
い

・
諸し

ょ

宿す
く

曜よ
う

等と
う

・

堅け
ん

牢ろ
う

地じ

神し
ん

、
特
に
日
本
惣そ

う

廟
び
ょ
う

天て
ん

照
し
ょ
う

皇こ
う

太た
い

神
宮

じ
ん
ぐ
う

・
八
幡
三
所

は
ち
ま
ん
さ
ん
し
ょ

大
菩
薩

だ

い

ぼ
さ

つ

・
春
日

か

す

が

大
明
神

だ
い
み
ょ
う
じ
ん

・
山
王

さ
ん
の
う

二
十
一
社

に
じ
ゅ
う
い
っ
し
ゃ

・
当
国

と
う
ご
く

一
宮

い
ち
の
み
や

・
二
宮

に
の
み
や

石
動

い
す
る
ぎ

五
社

ご

し

ゃ

権
現

ご
ん
げ
ん

、
と
り
わ
け
北ほ

く

陸り
く

鬼き

門も
ん

の
鎮
守

ち
ん
じ
ゅ

当
山

と
う
ざ
ん

高
座

た
か
く
ら

大
菩
薩

だ

い

ぼ
さ

つ

・
金き

ん

文ぶ
ん

大
明
神

だ
い
み
ょ
う
じ
ん

・
五ご

所し
ょ

王お
う

子じ

、
す
べ
て
の
日
本
の
諸
神

し
ょ
し
ん

・
三さ

ん

十
じ
ゅ
う

番ば
ん

神し
ん

・
十

じ
ゅ
う

羅ら

刹せ
つ

女に
ょ

等と
う

を
驚
か
せ
申
し
上
げ
ま
す
。 

右
に
つ
い
て
、
高
座
山
に
か
つ
て
寄き

進し
ん

（
寄
附
・
奉
納
）
さ
れ
た
田で

ん

地ち

の
上
役
は
、
公く

方ぼ
う

（
能

登
守
護
か
）
へ
お
納お

さ

め
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
こ
の
内
容
に
間
違
い
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
私
は
上
に
記
し
た
神
々
の
神
罰

し
ん
ば
つ

を
受
け
ま
す
。
よ
っ
て
起
請
文
を
以
上
の
通
り
記
し



14 

 

ま
す
。 

高
座
山
高
勝
寺
衆し

ゅ

徒と

等ら 
永え

い

正
し
ょ
う

十
四
年
（
一
五
一
七
）
五
月
十
九
日 

 
 

 

院
主
快
欽

い
ん
じ
ゅ
か
い
き
ん 

（
端
裏
書
） 

こ
れ
は
案
文

あ
ん
も
ん

（
写
し
）
で
あ
る 

  

〔
２
４
〕
小 お

倉 ぐ
ら

吉 よ
し

信 の
ぶ

什
じ
ゅ
う

物 も
つ

寄 き

進 し
ん

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
五
月
十
六
日 

【
翻
刻
】 

珠
々
三
崎
高
座
山
高
勝
寺
本
堂
大
日
之
御
寳
前
奉
二

寄
進
一 

 

瑠
𤫚
色

（

璃

）

之
花
立
貮
瓶
・
同
香
爐 

右
、
奉
二

寄
進
一

處
如
レ

件 

 

大
永
三
年
五
月
十
六
日 

 
 

 
 

 

施
主
小
倉
民
部
丞 

 
 

 
 

 
 

 
 

吉
信
（
花
押
） 

 

【
現
代
語
訳
】 

珠す

洲ず

郡ぐ
ん

三み

崎さ
き

高
座
山
高こ

う

勝
し
ょ
う

寺じ

の
本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
大だ

い

日に
ち

如に
ょ

来ら
い

の
御ご

宝ほ
う

前ぜ
ん

（
御お

ん

前ま
え

）
に

寄き

進し
ん

（
寄
附
・
奉
納
）
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

瑠
璃

る

り

色
の
花
立

は
な
た
て

二
瓶び

ん

・
同
香こ

う

炉ろ 

右
に
つ
い
て
、
以
上
の
通
り
寄
進
い
た
し
ま
す
。 

 

大
永

だ
い
え
い

三
年
（
一
五
二
三
）
五
月
十
六
日 

 
 

 
 

 

施せ

主し
ゅ

小お

倉ぐ
ら

民み
ん

部ぶ
の

丞
じ
ょ
う

吉よ
し

信の
ぶ

（
花か

押お
う

） 

〔
２
５
〕
大 お

お

町 ま
ち

清 せ
い

栓 せ
ん

田 で
ん

地 ち

等 と
う

寄 き

進 し
ん

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
五
月
十
三
日 

【
翻
刻
】 

三
崎
於
二

高
勝
寺
神
前
之
燈
明
田
并
陳
僧
之
儀
一

任
二

先
々
儀
理
旨
一

、
違
亂
煩
無
、
末
代
御
寄

進
作
置
所
、
為
二

後
日
一

、
仍
如
レ

件
、 

永
禄
三
年 

 
 

大
町
一
兵
衛
尉 

 
 

五
月
拾
三
日 

 
 

 
 

清
栓
（
花
押
） 

高
勝
寺
参 

 

【
現
代
語
訳
】 

三み

崎さ
き

高こ
う

勝
し
ょ
う

寺じ

に
お
い
て
神
前

し
ん
ぜ
ん

の
灯
明

と
う
み
ょ
う

費
用
の
た
め
の
田で

ん

地ち

、
な
ら
び
に
陳
僧
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
前
々
か
ら
の
道
理
の
通
り
、
約
束
を
破
っ
た
り
煩

わ
ず
ら

い
が
無
い
よ
う
、
末
代
ま
で
御
寄

進
し
て
お
く
も
の
で
あ
る
。
後
世
の
た
め
、
以
上
の
通
り
記
す
。 

永え
い

禄ろ
く

三
年
（
一
五
六
〇
）
五
月
十
三
日 

 
 

大
町
一
兵
衛
尉

い
ち
べ
え
の
じ
ょ
う

清
栓
（
花
押
） 

高
勝
寺
参

ま
い
る

（
参
は
「
～
へ
」
の
意
味
） 

  

〔
２
６
〕
畠

は
た
け

山 や
ま

義 よ
し

綱 つ
な

奉 ぶ

行
ぎ
ょ
う

人 に
ん

連 れ
ん

署 し
ょ

配 は
い

符 ふ

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
四
月
二
十
三
日 

【
翻
刻
】 

就
二

大
坂
・
越
後
御
計
策
一

、
御
出
錢
七
貫
文
、
限
二

來
十
日
一

可
レ

有
二

進
納
一

候
、
若
日
限
於
二

相
違
一

者
、
在
所
へ

可
レ

入
二

催
促
一

之
旨
、
依
レ 

仰
配
符
如
レ

件
、 

 

永
禄
四 

 
 

卯
月
廿
三
日 

 
 

 
 

連
理
（
花
押
） 

日
付
之
下
へ

可
レ

被
レ

納
候 

正
誠
（
花
押
） 
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宗
好
（
花
押
） 

 
 

 

長
隆
（
花
押
） 

 
 

 

綱
秀
（
花
押
） 

 
 

 

英
教
（
花
押
） 

 
 

 

三
崎
寺
家
中 

 

【
現
代
語
訳
】 

大
坂

お
お
さ
か

本ほ
ん

願が
ん

寺じ

と
上
杉

う
え
す
ぎ

政ま
さ

虎と
ら

（
謙け

ん

信し
ん

）
に
対
す
る
計
略

け
い
り
ゃ
く

の
た
め
、
銭ぜ

に

七
貫か

ん

文も
ん

を
賦ふ

課か

す
る
。
来
月

十
日
ま
で
に
納の

う

付ふ

す
る
よ
う
に
。
も
し
期
限
を
過
ぎ
れ
ば
、
現
地
（
高
勝
寺
）
へ
催
促

さ
い
そ
く

に
行
く

旨
、
守
護
の
ご
命
令
に
よ
っ
て
配は

い

符ふ

（
上
納
命
令
書
）
を
発
給
す
る
。 

 
 

永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
四
月
二
十
三
日 

長
ち
ょ
う

連
理
（
花
押
） 

日
付
の
下
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い 

 
正
誠
（
花
押
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

宗
好
（
花
押
） 

 
 

 
 

 

佐
脇
長
隆
（
花
押
） 

 
 

 
 

 

今
井
綱
秀
（
花
押
） 

 
 

 
 

 

井
上
英
教
（
花
押
） 

 
 

 

三み

崎さ
き

寺じ

家け

（
高こ

う

勝
し
ょ
う

寺じ

）
へ 

  

〔
２
７
〕
高 こ

う

勝
し
ょ
う

寺 じ

衆 し
ゅ

徒 と

等 ら

言 ご
ん

上
じ
ょ
う

状
じ
ょ
う

案 あ
ん 

【
時
代
】
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
十
一
月 

【
翻
刻
】 

謹
言
上
、 

當
國
珠
々
郡
三
崎
高
勝
寺
々
領
・
仏
供
燈
明
修
造
祭
田
、
都
合
四
拾
六
貫
文
、
今
度
一
圓
御
易

之
事
、 

抑
々
此
珠
々
権
現
者
、
日
本
一
州
四
角
一
点
之
守
護
神
、
北
之
一
方
堅
而
魔
王
・
鬼
神
防
、
仏

法
・
王
法
之
鎮
守
而
、
國
土
安
穏
・
諸
人
快
樂
之
誓
願
深
重
也
、
依
レ

之
勅
宣
年
中
仁

、
四
季
祭

礼
・
七
十
五
度
之
御
神
事
・
朝
暮
勤
行
・
毎
日
之
法
樂
、
従
二

欽
明
天
王
宇
一

及
二

一
千
余
年
一

、

至
レ

于
レ

今
無
二

退
轉
一

、
是
則
依
上

輪
言
・
御
教
書
并

當
国
御
屋
形
様
之
御
判
・
奉
行
之
制
札
為

中

御
披
見
上

指
上
候
、
且
爲
二

仏
法
・
王
法
敬
信
一

、
且
為
二

國
家
万
民
撫
育
一

、
如
二

前
々
一

於
二

寄
附
一

者
、
弥
々
武
運
長
久
之
基
、
可
レ

為
二

末
代
明
鏡
一

者
也
、
仍
訴
状
如
レ

件 

天
正
五
十
一
月
日 

 

高
勝
寺
衆
徒
等 

 

【
現
代
語
訳
】 

謹
つ
つ
し

ん
で
言
上

ご
ん
じ
ょ
う

い
た
し
ま
す
。 

当と
う

国ご
く

珠す

洲ず

郡ぐ
ん

三み

崎さ
き

の
高こ

う

勝
し
ょ
う

寺じ

の
寺じ

領
り
ょ
う

と
、仏ぶ

っ

供く

料
り
ょ
う（

仏
へ
の
お
供そ

な

え
物
の
費
用
）・
灯と

う

明
み
ょ
う

料
り
ょ
う

・

修し
ゅ

造ぞ
う

料
り
ょ
う

・
祭さ

い

祀し

料
り
ょ
う

に
充あ

て
る
田
地
、
合
わ
せ
て
四
十
六
貫か

ん

文も
ん

の
、
こ
の
度た

び

の
全
体
お
改

あ
ら
た

め
に

つ
い
て
。 

そ
も
そ
も
こ
の
珠
々

す

ず

権
現

ご
ん
げ
ん

は
、
日
本
一
州

い
っ
し
ゅ
う

（
全
国
）
の
四よ

角す
み

の
一
角

い
っ
か
く

の
守
護
神
で
あ
り
、
北
の

一
方
を
堅け

ん

固ご

し
て
魔ま

王お
う

・
鬼き

神じ
ん

を
防
ぎ
、
仏
法

ぶ
っ
ぽ
う

・
王
法

お
う
ぼ
う

の
鎮
守
に
し
て
、
国こ

く

土ど

安
穏

あ
ん
の
ん

・
諸し

ょ

人に
ん

快け

楽ら
く

の
誓
願

せ
い
が
ん

は
深
く
重
い
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
勅

ち
ょ
く

宣せ
ん

（
天
皇
の
命
令
）
に
よ
り
、
年
中
に
四
季

の
祭
礼
・
七
十
五
度
の
御
神
事
・
朝

ち
ょ
う

暮ぼ

の
勤
行

ご
ん
ぎ
ょ
う

・
毎
日
の
法
楽

ほ
う
ら
く

（
読ど

経
き
ょ
う

・
音
楽
を
神
仏
に
捧

げ
る
こ
と
）
を
行
っ
て
お
り
、
欽き

ん

明め
い

天
皇
の
時
代
か
ら
一
千
年
余
り
、
今
に
至
る
ま
で
怠

お
こ
た

っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
綸り

ん

旨じ

・
御
教
書

み
ぎ
ょ
う
し
ょ

・
当と

う

国ご
く

御お

屋や

形か
た

様さ
ま

（
能
登

の

と

畠
山

は
た
け
や
ま

氏し

）

の
判
物

は
ん
も
つ

・
奉
行

ぶ
ぎ
ょ
う

の
制
札

せ
い
さ
つ

を
お
見
せ
す
る
た
め
提
出
い
た
し
ま
す
。
一
方
で
は
仏
法

ぶ
っ
ぽ
う

・
王
法

お
う
ほ
う

を
敬

き
ょ
う

信し
ん

す
る
た
め
、
他
方
で
は
国
家

こ

っ

か

万
民

ば
ん
み
ん

の
撫ぶ

育い
く

の
た
め
、
前
々
の
通
り
寄
附
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、

ま
す
ま
す
武ぶ

運う
ん

長

久

ち
ょ
う
き
ゅ
う

の

礎
い
し
ず
え

と
な
り
、
末
代

ま
つ
だ
い

ま
で
の
手
本
と
な
る
で
し
ょ
う
。
訴そ

状
じ
ょ
う

の
内
容

は
以
上
の
通
り
で
す
。 

天て
ん

正
し
ょ
う

五
年
（
一
五
七
七
）
十
一
月 

日 
 

高
勝
寺
衆し

ゅ

徒と

等ら 
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〔
２
８
〕
巻 か

ん

数 じ
ゅ

到 と
う

来 ら
い

礼 れ
い

状
じ
ょ
う

（
慶 の

り

種 た
ね

書
状

し
ょ
じ
ょ
う

） 

【
時
代
】
五
月
二
十
八
日
（
年
未
詳
） 

【
翻
刻
】 

巻
数
一
通
到
來
候
、
目
出
度
候
、
猶
々
祈
二

念
肝
要
一

候
、
謹
言
、 

 

五
月
廿
八
日 

慶
種
（
花
押
） 

 
 

高
座
宮
社
家
中 

 

【
現
代
語
訳
】 

巻
数

か
ん
じ
ゅ

（
依
頼
さ
れ
て
読
経

ど
き
ょ
う

し
た
経
典

き
ょ
う
て
ん

の
名
称
・
回
数
等
の
リ
ス
ト
）
一
通
が
到
着
し
た
、
大
変

喜
ば
し
く
思
う
。
よ
り
一
層
の
祈
念
が
肝
要

か
ん
よ
う

で
あ
る
。
謹
言

き
ん
げ
ん 

 

五
月
二
十
八
日 

慶
種
（
花
押
） 

高た
か

座く
ら

宮ぐ
う

社し
ゃ

家け

へ 

  

〔
２
９
〕
古 ふ

る

海 み

秀 ひ
で

次 つ
ぐ

制 せ
い

札 さ
つ

副 そ
え

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
十
二
月
九
日
（
年
未
詳
） 

【
翻
刻
】 

今
度
御
寺
中
之
制
札
之
義
、
蒙
レ

仰
候
間
、
涯
分
令
二

馳
走
一

、
申
レ

調
二 

進
之
一

候
、
自
然
、
横
合
之
人
候
者
、
急
度
御
注
進
之
上
、
及
二

披
露
一

、
正
路
ニ

可
レ

申
レ

成
候
、

恐
々
謹
言
、 

 
 

 

古
海
三
介 

 

極
月
九
日 

秀
次
（
花
押
） 

高
勝
寺 

 
 

 

御
同
宿
中 

  

【
現
代
語
訳
】 

こ
の
度た

び

の
高こ

う

勝
し
ょ
う

寺じ

へ
出
す
制
札

せ
い
さ
つ

に
つ
い
て
、
ご
命
令
を
受
け
た
の
で
、
精
一
杯
奔
走

ほ
ん
そ
う

し
て
、

と
と
の
え
お
納
め
す
る
よ
う
に
。
万
が
一
と
や
か
く
言
う
人
が
い
れ
ば
、
必
ず
報
告
の
上
、
公

表
に
お
よ
び
、
正
し
い
あ
り
方
に
す
べ
き
こ
と
。
恐

々

き
ょ
う
き
ょ
う

謹
言

き
ん
げ
ん 

 
 

十
二
月
九
日 

古
海
三
介
秀
次
（
花か

押お
う

） 

高
勝
寺
の
御ご

同ど
う

宿
じ
ゅ
く

（
同
じ
寺
に
住
み
修
行
す
る
同
僚
の
僧
侶

そ
う
り
ょ

の
こ
と
）
へ 

  

〔
３
０
〕
縁 え

ん

起 ぎ

残 ざ
ん

闕 け
つ 

【
時
代
】
年
未
詳 

【
翻
刻
】 

抑
當
社
檢
二

最
初
建
立
皇
霜
舊
記
ヲ
一 

 

初
度 

 
 

仁
皇
拾
代
崇
神
天
皇
ノ
御
宇
御
飛
朝
草
創
也
、
仍 

 
 

 

再
興
次
第 

 

二
度 

一
、
仁
皇
卅
代
欽
明
天
皇
御
宇
貴
樂
貮
年
〈
辛
酉
〉
草
創 

 

三
度 

一
、
仁
皇
四
拾
四
代
元
正
天
皇
御
宇
養
老
元
年
〈
丁
巳
〉 

 

四
度 

一
、
仁
皇
六
拾
六
代
後
冷
泉
院
御
宇
康
平
四
年
〈
辛
丑
〉 

 

五
度 

一
、
仁
皇
九
拾
参
代
後
二
條
院
御
宇
徳
治
元
年
〈
丙
午
〉 

 

然
間
従
二

往
古
一

於
二

珠
々
郡
ニ
一

上
者
町
野
下
五
个
村
於
二

海
邉
一

者
□
□
ヲ

か
き
り
と

[ 
 

]

、
此
付
の
奉
加
然
者
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

真
勝
代
在
判 
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【
現
代
語
訳
】 

そ
も
そ
も
当
社
の
最
初
の
建
立
か
ら
の
皇
（
星せ

い

）
霜そ

う

旧
き
ゅ
う

記き

（
古
い
記
録
）
を
調
べ
る
と
、 

 

初
め
て
の
建
立
は
仁に

ん

皇の
う

十
代
崇す

神じ
ん

天
皇
の
御ぎ

ょ

宇う

（
治
世
）
、
御
飛
朝
の
草
創

そ
う
そ
う

で
あ
る
。
よ
っ

て
、 

 
 

 

再
興

さ
い
こ
う

（
復
興
・
建
て
替
え
）
の
次し

第だ
い

。 

一
、
二
度
目
、
仁
皇
三
十
代
欽き

ん

明め
い

天
皇
の
御
宇
、
貴き

楽ら
く

二
年
辛
酉

か
の
と
と
り

に
草
創

そ
う
そ
う

。 

一
、
三
度
目
、
仁
皇
四
十
四
代
元
正

げ
ん
し
ょ
う

天
皇
の
御
宇
、
養
老

よ
う
ろ
う

元
年
（
七
一
七
）
丁
巳

ひ
の
と
み

。 

一
、
四
度
目
、
仁
皇
六
十
六
代
後ご

冷
泉
院

れ
い
ぜ
い
い
ん

の
御
宇
、
康こ

う

平へ
い

四
年
（
一
〇
六
一
）
辛

か
の
と

丑う
し

。 

一
、
五
度
目
、
仁
皇
九
十
三
代
後ご

二
条
院

に
じ
ょ
う
い
ん

の
御
宇
、
徳と

く

治じ

元
年
（
一
三
〇
六
）
丙
午

ひ
の
え
う
ま

。 

 

そ
う
い
う
こ
と
で
、
往
古
よ
り
珠
々

す

ず

郡ぐ
ん

に
お
い
て
上
は
町ま

ち

野の

下し
も

五
ヶ
村
、
海
辺
に
お
い
て
は

□
□
を
限
り
と
し
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
奉ほ

う

加が

（
求
め
に
応
じ
て
寺
院
や
寺
へ
金
品
を
寄
附
す

る
こ
と
）
は
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

真し
ん

勝
し
ょ
う

代だ
い

在
判

あ
り
は
ん 

  

〔
３
１
〕
家 い

え

好 よ
し

田 で
ん

地 ち

寄 き

進 し
ん

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
八
月
十
三
日 

【
翻
刻
】 

奉
二

寄
進
一

下
地
之
事 

 

合
五
十
苅
〈
在
所
桛
尾
免
田
、
〉 

右
、
件
下
地
者
、
高
座
宮
之
御
寳
前
ニ

寄
進
申
處
也
、
た
と
い
一
紙
半
錢
之
分
候
共
、
作
事
之

か
う
り
よ
く
た
る
へ
く
候
、
心
中
所
二

望
息
災

延
命
一

之
故
也
、
仍
為
二

後
日
一

之
寄
進
状
如
レ

件
、 

 

嘉
吉
二
季
八
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

家
好
（
花
押
） 

 

【
現
代
語
訳
】 

寄き

進し
ん

（
寄
附
・
奉
納
）
い
た
す
土
地
に
つ
い
て 

 

合
わ
せ
て
五
十
苅か

り

〈
場
所
は
桛
尾
の
免
田

め
ん
で
ん

〉 

右
の
件
に
つ
い
て
、
件

く
だ
ん

の
土
地
は
、
高
座
宮

た
か
く
ら
ぐ
う

の
御ご

宝ほ
う

前ぜ
ん

（
神
前

し
ん
ぜ
ん

）
に
寄
進
申
し
上
げ
る
も
の
で

す
。
た
と
え
わ
ず
か
な
量
の
寄
進
で
あ
っ
て
も
、（
社
殿
の
）
造
営

ぞ
う
え
い

・
修
繕

し
ゅ
う
ぜ
ん

に
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
心
の
内
で
息
災

そ
く
さ
い

延
命

え
ん
め
い

を
望
む
た
め
に
寄
進
す
る
も
の
で
す
。
後
世

こ
う
せ
い

に
証

と
す
る
た
め
、
寄き

進し
ん

状
じ
ょ
う

を
以
上
の
通
り
作
成
し
ま
す
。 

 

嘉か

吉き
つ

二
年
（
一
四
四
二
）
八
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

家
好
（
花
押
） 

  

〔
３
２
〕
沙 し

ゃ

弥 み

惣 そ
う

阿 あ

・
道 ど

う

監 か
ん

連 れ
ん

署 し
ょ

書 か
き

下
く
だ
し

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
応
永
十
年
（
一
四
〇
三
）
二
月
九
日 

【
翻
刻
】 

能
登
國
殊
々
郡
高
座
宮
自
二

往
古
一

寄
進
下
地
之
事 

 

合
肆
段
伍
者

、〈
坪
正
院
郷
内
岩
坂
屋
敷
柦
内
元
四
段
落
下
參
段
之
分
、
同
柦
外
壹
段
伍
、〉 

右
、
彼
下
地
自
二

往
古
一

依
二

高
座
宮
神
田
一

、
以
二

壹
石
參
斗
法
結
懈
一

、
彼
下
地
肆
段
伍
之
分
、

天
長
地
久
、
殊
為
二

長
谷
部
頼
連
家
門
繁
昌
如
一
レ

此
、
任
二

往
古
一

高
座
宮
神
田
向
申
處
之
状
如

レ

件
、 

 
應
永
十
年
〈
ひ
つ
し
の
と
し
〉
貳
月
九
日 

沙
弥
惣
阿
（
花
押
） 

 
 

 
 

 
 

沙
弥
道
監
（
花
押
） 

 

【
現
代
語
訳
】 

能
登
国

の

と

の
く

に

珠す

洲ず

郡ぐ
ん

高
座
宮

た
か
く
ら
ぐ
う

に
古
く
か
ら
寄き

進し
ん

（
寄
附
・
奉
納
）
さ
れ
て
い
る
土
地
の
事 

 

合
わ
せ
て
四
段た

ん

五
歩ぶ

〈
坪つ

ぼ

は
正
院

し
ょ
う
い
ん

郷ご
う

内
岩
坂
屋
敷
の
垣
内

か

い

と

三
段
（
も
と
四
段
だ
っ
た
が
下
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落
し
た
）
と
、
同
垣
外

か

い

と

一
段
五
歩
〉 

右
に
つ
い
て
、
件

く
だ
ん

の
土
地
は
古
く
よ
り
高
座
宮
の
神し

ん

田で
ん

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
石こ

く

三
斗と

の
法

結け
つ

解げ

を
も
っ
て
、
彼か

の
土
地
四
段
五
歩
の
分
を
、
天
長
地
久

て
ん
ち
ょ
う
ち
き
ゅ
う

、
加
え
て
長
谷
部

は

せ

べ

頼
連

よ
り
つ
ら

の
家か

門も
ん

（
一

族
）
が
現
在
の
よ
う
に
繁
昌

は
ん
じ
ょ
う

す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
に
高
座
宮
の
神
田
が

寄
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
申
す
状

じ
ょ
う

は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。 

 

応お
う

永え
い

十
年
（
一
四
〇
三
）
未

年

ひ
つ
じ
の
と
し

二
月
九
日 

沙し
ゃ

弥み

惣
阿
（
花か

押お
う

） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

沙
弥
道
監
（
花か

押お
う

） 

  

〔
３
３
〕
高 た

か

座 く
ら

宮 ぐ
う

神 か
ん

主 ぬ
し

友 と
も

永 な
が

置 お
き

文 ぶ
み 

【
時
代
】
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
八
月
二
十
八
日 

【
翻
刻
】 

高
座
宮
方
上
之
保
庶
子
分
之
神
田
之
事 

 

合
壹
町 

右
件
之
神
領
ハ
、
昔
ハ
珠
々
郡
之
内
在
々
所
々
ニ

候
つ
る
お
、
承
久
兵
亂
之
時
、
信
濃
よ
り
林

新
左
衛
門
尉
當
國
へ
亂
入
仕
、
方
上
之
保
社
寺
領
を
落
候
、
そ
れ
よ
り
高
座
宮
神
田
壹
町
ニ

成

候
、
そ
れ
よ
り
近
代
ニ

お
き
候
て
ハ
、
長
河
井
殿
久
敷
御
知
行
候
、
其
の
御
時
も
壹
町
の
指
出

お
仕
候
、
さ
候
間
庶
子
分
、
遊
佐
殿
・
三
宅
殿
御
両
人
候
て
御
知
行
候
時
も
、
壹
町
の
こ
た
へ

ニ
て
候
處
ニ

、
去
ぬ
る
文
明
九
年
六
月
中
旬
ニ

、
五
井
兵
庫
守
御
屋
形
様
江

彼
之
庶
子
分
を
の
そ

み
申
候
、
往
古
よ
り
京
著
百
余
貫
之
在
所
を
三
百
貫
文
ニ

申
請
罷
下
、
軈
而
庶
子
分
江

入
部
仕
、

寺
社
其
外
御
百
姓
方
へ
指
出
を
ふ
れ
候
間
、
こ
れ
よ
り
ハ
如
二

先
規
之
一

壹
町
之
指
出
を
仕
候
、

又
寺
中
よ
り
ハ
貮
町
七
段
之
指
出
せ
ら
れ
候
、
金
文
よ
り
ハ
五
段
指
出
候
處
ニ

、
ま
つ
寺
中
へ

六
月
十
五
日
ニ

亂
入
候
て
、
三
日
つ
か
へ
候
、
二
町
七
段
の
こ
た
へ
お
五
町
余
と
申
懸
候
て
、

指
出
を
此
分
さ
せ
候
、
又
金
文
よ
り
ハ
五
段
の
下
地
お
八
段
と
か
け
候
て
、
其
分
指
出
を
さ
せ

候
、
然
間
こ
れ
よ
り
ハ
壹
町
の
指
出
を
仕
候
處
ニ

、
二
町
八
段
と
申
懸
候
、
其
時
の
使
谷
屋
の

三
郎
左
衛
門
お
も
つ
て
被
レ

申
候
、
雖
レ

然
せ
ん
き
よ
り
壹
丁
の
外
ニ

指
出
を
仕
た
る
事
な
く
候

由
、
色
々
申
候
へ
共
、
さ
ら
ニ

聞
わ
け
す
候
て
、
は
や
方
上
神
田
を
ふ
ま
せ
、
悉
お
と
し
候
間
、 

去
九
月
の
御
遊
行
ま
へ
に
、
丈
夫
の
朝
従
友
永
、
御
屋
形
様
江

な
け
き
可
レ

申
候
た
め
ニ

、
符
中

（

府

） 

遊
佐
殿
ニ

つ
き
申
、
京
と
へ
注
進
可
レ

申
心
中
に
罷
出
候
、
さ
候
間
五
井
の
兵
庫
此
由
を
聞
、
迷

惑
仕
候
て
高
勝
寺
江

罷
出
、
院
主
な
ら
ひ
ニ

談
義
所
法
印
両
人
を
憑
申
、
中
人
に
立
申
さ
れ
候
、

さ
候
間
方
上
神
田
の
事
者
、
せ
ん
き
の
こ
と
く
聞
分
可
レ

申
候
、
平
ニ

御
歸
候
て
、
今
度
の
御
遊

行
お
な
し
申
さ
れ
候
へ
と
、
中
人
を
も
つ
て
色
々
申
さ
れ
候
間
、
さ
様
ニ

候
ハ
ヽ
、
壹
町
之
分

聞
わ
け
ら
れ
た
る
一
行
を
、
五
井
方
よ
り
給
候
て
罷
歸
、
御
神
事
お
成
可
レ

申
候
由
中
人
に
申

候
處
ニ

、
法
印
・
院
主
う
け
給
候
事
ハ
、
す
て
に
兵
庫
も
御
屋
形
奉
公
の
人
ニ
て
候
、
又
愚
僧

共
も
年
よ
り
て
申
事
ニ
て
候
へ
ハ
、
一
行
ま
て
も
あ
る
間
敷
候
、
我
ら
に
御
ま
か
せ
候
て
、
御

歸
候
て
御
神
事
御
つ
と
め
候
へ
、
た
と
い
以
後
し
て
兔󠄀
角
被
レ

申
候
共
、
其
時
者
愚
僧
大
宮
殿

お
同
道
申
、
御
屋
形
様
江

と
も
に
な
け
き
可
レ

申
候
間
、
此
上
者
是
非
ニ

不
レ

及
、
上
戸
よ
り
罷

歸
、
九
月
の
御
遊
行
、
其
外
御
神
事
各
々
成
申
候
、
さ
候
間
彼
御
神
事
こ
と
〳
〵
く
つ
と
め
申

候
て
以
後
ニ

、
五
井
兵
庫
い
へ
ん
仕
候
、
言
語
道
断
の
次
第
候
、
然
共
中
人
以
前
被
レ

申
候
た
る

事
と
も
候
間
、
中
人
へ
と
ゝ
け
候
、
ち
う
に
ん
も
め
い
わ
く
候
て
、
兵
庫
方
へ
色
々
被
レ

申
候

へ
共
、
更
ニ

承
引
不
レ

被
レ

申
候
、
さ
候
へ
ハ
神
田
悉
お
と
し
候
間
、
こ
れ
ニ
て
ハ
道
不
レ

行
候 

間
、
十
月
廿
八
日
ニ

符
中
へ
罷
出
、
表
野
太
郎
三
郎
お
た
の
み
、
か
の
公
事
の
様
、
始
中
修
事

（

終

） 

候
處
ニ

、
則
池
田
か
も
ん
の
す
け
・
片
山
三
郎
兵
衛
両
人
江

申
入
候
、
や
か
て
霜
月
六
日
ニ

遊
佐

殿
披
露
候
、
や
か
て
御
聞
わ
け
候
て
、
五
井
方
へ
召
符
つ
か
わ
せ
ら
れ
候
、
そ
の
返
事
ハ

兵
庫

観
樂
候
と
て
つ
い
に
出
符
不
レ

申
候
、
同
名
小
三
郎
と
申
候
者
出
符
さ
せ
、
色
々
申
候
處
ニ

、
遊

佐
殿
よ
り
ハ
、
四
角
一
方
之
大
社
の
御
下
地
、
昔
よ
り
代
官
と
し
て
手
を
入
さ
る
在
所
を
、
悉

皆
落
候
事
曲
事
ニ
て
候
、
何
か
も
い
ら
す
御
屋
形
様
江

注
進
可
レ

申
候
と
て
、
極
月
十
八
日
に
、

大
宮
申
状
に
遊
佐
殿
の
御
す
い
き
よ
を
御
副
候
て
御
ち
う
し
ん
候
、
則
目
安
の
案
文
こ
れ
に
あ 

り
、
然
間
遊
佐
殿
仰
ら
れ
候
子
細
者
、
両
方
よ
り
の
儀
具
ニ
住
進

（

注

）

申
候
、
さ
れ
共
年
内
者
到
來 

有
間
敷
間
、
年
始
の
御
神
事
た
い
て
ん
候
て
ハ
、
上
ら
ふ
の
御
た
め
不
レ

可
レ

然
候
、
所
詮
注
進

到
來
の
間
、
ま
つ
神
田
の
年
貢
大
宮
方
へ
わ
た
さ
れ
、
年
始
の
御
神
事
な
し
申
さ
れ
候
ハ
ヽ
、

可
レ

然
候
由
仰
候
て
、
兵
庫
方
へ
田
中
次
郎
四
郎
つ
か
わ
れ
候
、
や
か
て
大
宮
同
道
候
て
罷
下

候
、
さ
候
間
田
中
、
兵
庫
方
へ
罷
出
、
子
細
委
申
候
へ
共
、
猶
以
承
引
不
レ

被
レ

申
候
間
、
田
中
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罷
上
候
、
又
大
宮
よ
り
人
を
上
、
遊
佐
殿
へ
か
の
子
細
申
候
處
ニ
、
遊
佐
殿
御
返
事
ニ
よ
り
、

年
始
の
御
神
事
悉
つ
と
め
申
候
、
就
中
御
屋
形
様
江

注
進
、
文
明
十
年
正
月
十
日
ニ
符
中
へ
則

來
候
、
彼
神
田
お
こ
と
〳
〵
く
御
神
へ
歸
申
候
へ
と
御
奉
書
お
遊
佐
殿
よ
り
此
方
へ
給
候
、
其

御
奉
書
こ
れ
に
あ
り
、
又
神
保
加
賀
殿
よ
り
も
御
奉
書
か
さ
ね
て
給
候
、
こ
れ
に
あ
り
、
隨
而

五
井
兵
庫
神
慮
の
御
罸
か
ふ
り
候
事
、 

一
、
北
よ
り
大
な
る
ひ
か
り
物
、
兵
庫
家
の
上
へ
飛
落
、
家
つ
ふ
る
候
、 

一
、
き
つ
ね
、
兵
庫
家
の
内
夜
る
ひ
る
の
し
や
別
な
く
亂
入
候
、 

一
、
極
月
廿
八
日
ニ
軒
は
ニ
ご
ま
生
出
を
こ
ぎ
候
へ
ハ
、
時
程
ニ
又
生
出
候
、 

一
、
十
二
月
小
晦
の
夜
の
夢
ニ
、
兵
庫
枕
上
御
神
の
す
か
た
し
て
、
白
羽
の
弓
笶
ニ
て
の
ふ
へ

お
と
を
す
と
見
し
よ
り
ふ
し
よ
く
候
、 

一
、
正
月
朔
日
ニ
親
の
處
へ
礼
出
候
か
、
道
ニ
く
れ
ん
に
う
せ
候
て
見
へ
す
候
、
そ
の
日
の
ひ

る
の
さ
か
り
ニ
見
出
し
候 

一
、
正
月
廿
日
ニ
出
符
す
へ
く
候
と
て
我
宿
を
出
候
か
、
さ
き
へ
ハ
不
行
候
て
、
内
の
者
共
あ

ひ
て
、
此
大
勢
の
社
人
に
と
り
籠
ら
れ
て
い
つ
く
へ
可
レ

行
そ
と
て
、
跡
へ
も
不
レ

歸
、
さ

き
へ
も
不
レ

行
候
間
、
う
〳
〵
手
を
引
候
て
、
蛸
嶋
幾
野
番
頭
か
家
ま
て
引
つ
け
候
、
や

か
て
廿
日
の
夜
の
曉
腹
を
き
り
候
、
そ
れ
を
も
難
波
入
道
・
同
い
と
こ
の
僧
、
殿
原
・
中

間
、
前
後
お
は
な
れ
ぬ
者
共
、
夢
に
も
不
レ

知
候
、
夜
あ
け
候
て
内
者
共
見
つ
け
候
て
、

言
語
道
断
の
次
第
、
高
座
宮
の
御
罸
を
か
ふ
り
候
、
國
中
の
事
者
申
不
レ

及
、
他
國
ま
て

も
風
聞
候
、
是
非
な
く
候
事
共
ニ
て
候 

一
、
谷
屋
三
郎
さ
へ
も
ん
兄
弟
親
子
三
人
、
極
月
十
八
日
に
し
に
候
、
と
り
わ
け
此
者
共
ハ
神

領
を
ふ
み
候
間
、
こ
し
・
足
・
手
ぬ
け
候
て
う
せ
候 

一
、
兵
庫
親
父
將
監
入
道
、
こ
れ
も
神
罸
か
ふ
り
候
て
、
同
年
八
月
廿
三
日
に
死
候 

一
、
林
か
子
も
し
に
候
、
あ
ま
り
不
思
儀
候
間
、
末
代
の
た
め
如
レ

此
注
置
候 

 
 

 

文
明
拾
年
八
月
廿
八
日 

 
 

 
 

 

友
永
（
花
押
） 

 

【
現
代
語
訳
】 

高
座
宮

た
か
く
ら
ぐ
う

方
上

か
た
か
み

保の
ほ

庶し
ょ

子し

分ぶ
ん

（
跡あ

と

取と

り
以
外
が
相
続
し
た
分
）
の
神
田

し
ん
で
ん

に
つ
い
て 

 

合
わ
せ
て
一
町

ち
ょ
う 

右
に
つ
い
て
、
件

く
だ
ん

の
庶
子
分
の
神
領

し
ん
り
ょ
う

は
、
昔
は
珠
洲

す

ず

郡ぐ
ん

内
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
た
の
が
、

承

久

じ
ょ
う
き
ゅ
う

兵
乱
の
時
（
承
久
の
乱
・
一
二
二
一
年
）、
信
濃

し

な

の

よ
り
林

は
や
し

新
左
衛
門
尉

し
ん
ざ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

が
能
登
国

の

と

の
く

に

へ
乱

入
し
て
き
て
、
方
上
保
の
社
寺
領
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
高
座
宮
の
神
田
は
一
町
に

な
っ
た
。
そ
れ
よ
り
今
に
近
い
時
代
に
は
、
長

ち
ょ
う

河か
わ

井い

殿ど
の

（
長
谷
部

は

せ

べ

氏し

）
が
長
年
支
配
し
て
い

て
、
そ
の
時
も
神
領
は
一
町
で
あ
る
と
報
告
し
て
い
た
。
以
上
の
経
緯
で
、
庶
子
分
に
つ
い
て

遊
佐

ゆ

さ

統む
ね

秀ひ
で

殿
・
三
宅

み

や

け

忠た
だ

俊と
し

殿
お
二
人
が
支
配
し
て
い
た
時
も
、
一
町
と
報
告
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

さ
る
文
明

ぶ
ん
め
い

九
年
（
一
四
七
七
）
六
月
中
旬
に
、
五
井
兵
庫
頭

ひ
ょ
う
ご
の
か
み

が
御お

屋や

形か
た

様さ
ま

（
畠

は
た
け

山や
ま

義よ
し

統む
ね

）
へ

例
の
庶
子
分
の
支
配
を
望
み
申
し
上
げ
、
古
く
よ
り
京
都
へ
年
貢
百
余よ

貫か
ん

文も
ん

を
届
け
て
い
た
場

所
を
三
百
貫
文
で
請う

け
負お

っ
た
。
そ
し
て
庶
子
分
の
領
地
へ
入
っ
て
寺
社
そ
の
他
百
姓
へ
報
告

書
の
提
出
を
命
じ
た
の
で
、
高
座
宮
か
ら
は
先
例
の
通
り
神
領
一
町
と
し
て
報
告
し
、
ま
た
高こ

う

勝
し
ょ
う

寺じ

は
二
町
七
段た

ん

、
金き

ん

文ぶ
ん

宮ぐ
う

は
五
段
分
と
し
て
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
ま
ず
高
勝
寺
へ
六
月
十

五
日
に
押
し
入
り
、
三
日
間
か
け
て
二
町
七
段
を
五
町
余

あ
ま
り

と
訂
正
さ
せ
て
、
報
告
書
を
出
さ

せ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
金
文
宮
に
は
五
段
の
土
地
を
八
段
と
訂
正
さ
せ
、
同
じ
く
報
告
さ
せ
た
。

そ
う
し
て
い
る
間
に
、
高
座
宮
に
も
一
町
を
二
町
八
段
と
訂
正
し
て
報
告
す
る
よ
う
に
言
っ
て

き
た
。
そ
の
時
の
使
者
は
谷
屋
の
三
郎
左
衛
門
で
あ
っ
た
。
そ
う
と
は
い
っ
て
も
、
以
前
か
ら

の
取
り
決
め
で
あ
る
一
町
分
の
ほ
か
は
報
告
書
を
出
せ
な
い
こ
と
を
色
々
と
申
し
上
げ
た
の

だ
が
、
全
く
納
得
し
て
も
ら
え
ず
、
方
上
保
の
神
田
を
値
踏
み
さ
せ
て
こ
と
ご
と
く
没
収
さ
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
、
去
年
九
月
の
御
遊ゆ

行
ぎ
ょ
う

御
祭

ま
つ
り

（
遊
行
祭
）
の
前
に
、
丈

じ
ょ
う

夫ぶ

の
朝

ち
ょ
う

従
じ
ゅ
う

（
仏

に
仕
え
る
身
の
意
か
）
で
あ
る
友
永

と
も
な
が

が
、
御
屋
形
様
へ
嘆
願

た
ん
が
ん

申
し
上
げ
る
た
め
に
、
府ふ

中
ち
ゅ
う

（
現 

七
尾
市
街
）
に
い
る
守し

ゅ

護ご

代だ
い

遊
佐
殿
に
つ
き
従
い
、
京
都
の
御
屋
形
様
へ
こ
の
事
件
を
報
告
し

よ
う
と
考
え
動
い
て
い
た
。
そ
う
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
兵
庫
頭
が
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
、
困
っ

て
高
勝
寺
へ
や
っ
て
き
て
、
院
主

い
ん
じ
ゅ

良
り
ょ
う

清せ
い

な
ら
び
に
談
義
所

だ

ん

ぎ
し

ょ

法
印

ほ
う
い
ん

の
二
人
を
頼
っ
て
仲

ち
ゅ
う

裁さ
い

人に
ん

に

立
て
、
高
座
宮
に
交
渉
し
て
き
た
。
そ
う
し
て
、
方
上
保
の
神
田
の
事
は
、
前
例
の
通
り
（
一
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町
）
で
納
得
す
る
こ
と
を
申
さ
れ
、
（
友
永
に
は
）
ぜ
ひ
と
も
高
座
宮
へ
お
帰
り
に
な
っ
て
、

今
度
の
遊
行
祭
を
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
と
、
仲
裁
人
を
介
し
て
色
々
と
申
さ
れ
た
。
そ
れ
な
ら

ば
と
、
一
町
分
で
納
得
し
た
旨
を
五
井
方
に
一
筆
書
い
て
も
ら
っ
て
か
ら
、
高
座
宮
に
帰
り
遊

行
祭
の
御
神
事
を
す
る
旨
を
仲
裁
人
へ
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、
法
印
・
院
主
が
お
答
え
に
な
っ

た
こ
と
は
、
す
で
に
五
井
兵
庫
頭
は
御
屋
形
に
お
仕
え
し
て
い
る
人
で
あ
り
、
ま
た
自
分
た
ち

も
年
を
取
っ
て
言
っ
た
こ
と
で
あ
る
の
で
（
自
分
た
ち
年
寄
の
顔
を
立
て
て
）
、
兵
庫
頭
に
一

筆
も
ら
う
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。
我
々
に
お
任
せ
い
た
だ
き
、
お
帰
り
に
な
っ
て
御
神
事
を

お
勤
め
く
だ
さ
い
。
も
し
今
後
、
兵
庫
頭
が
あ
れ
こ
れ
と
言
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ

の
時
は
自
分
も
大お

お

宮み
や

殿ど
の

（
友
永
）
に
同
行
し
て
、
御
屋
形
様
へ
一
緒
に
嘆
願
し
ま
す
、
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
上
は
し
か
た
な
く
、
上う

え

戸ど

か
ら
帰
っ
て
き
て
、
九
月
の
遊
行
祭
や
そ

の
他
の
御
神
事
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
た
。
そ
う
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
彼
の
御
神
事
を
す
べ
て

勤
め
終
わ
っ
た
後
に
、
兵
庫
頭
が
態
度
を
豹
変

ひ
ょ
う
へ
ん

し
て
狼
藉

ろ
う
ぜ
き

に
及
ん
だ
。
言ご

ん

語ご

道ど
う

断だ
ん

の
こ
と
で

あ
る
。
そ
う
で
あ
っ
た
が
仲
裁
人
が
以
前
に
申
さ
れ
た
事
が
あ
っ
た
の
で
、
仲
裁
人
へ
相
談
し

た
。
仲
裁
人
も
困
っ
て
、
兵
庫
方
へ
色
々
と
申
し
上
げ
に
な
っ
た
が
、
全
く
納
得
し
な
か
っ
た
。

さ
て
、
兵
庫
頭
が
神
田
を
こ
と
ご
と
く
没
収
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
秩
序
が
乱
れ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
十
月
二
十
八
日
に
府
中
へ
出
頭
し
、
表
野
太
郎
三
郎
に
依
頼
し
て
、
こ
の
税
の
取
り
立
て

の
一
部
始
終
を
訴
え
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
池
田
掃
部
助

か
も
ん
の
す
け

・
片
山
三
郎
兵
衛
の
二
人
に
伝
え
て
く

れ
、
そ
の
ま
ま
十
一
月
六
日
に
遊
佐
殿
に
報
告
し
、
す
ぐ
に
受
理
さ
れ
た
の
で
、
五
井
方
へ
召め

し

符ふ

（
召

喚

状

し
ょ
う
か
ん
じ
ょ
う

）
を
遣つ

か

わ
し
た
。
そ
の
返
事
は
、
兵
庫
頭
は
病
気
で
す
、
と
い
う
も
の
で
、
つ

い
に
出
頭
し
な
か
っ
た
。
同
じ
名
字
の
小
三
郎
と
申
す
者
を
守
護
所
へ
寄
こ
し
、
色
々
と
申
し

て
い
る
所
に
、
遊
佐
殿
か
ら
は
、
四よ

角す
み

一
方
の
大
社
の
土
地
は
、
昔
か
ら
代
官
と
し
て
手
出
し

を
し
て
こ
な
か
っ
た
場
所
で
あ
る
の
を
、
こ
と
ご
と
く
皆
没
収
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
と
ん
で

も
な
く
悪
質
な
こ
と
だ
。
問
答
無
用
で
御
屋
形
様
へ
ご
注
進

ち
ゅ
う
し
ん

（
報
告
）
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
、

と
い
っ
て
、
十
二
月
十
八
日
に
、
大
宮

お
お
み
や

友
永
の
申

状

も
う
し
じ
ょ
う

に
遊
佐
殿
の
御
吹す

い

挙き
ょ

状
じ
ょ
う

（
推
薦

す
い
せ
ん

状
）
を

副そ

え
て
ご
注
進
し
た
。
そ
の
内
容
を
箇か

条
じ
ょ
う

書が

き
に
し
た
も
の
が
私
の
手
元
に
あ
る
。
そ
う
い

う
こ
と
で
、
遊
佐
殿
が
（
五
井
兵
庫
頭
に
）

仰
お
っ
し
ゃ

っ
た
こ
と
の
詳
細
は
、
両
方
か
ら
の
言
い
分

は
す
べ
て
報
告
し
た
が
、
年
内
に
は
注
進
状
（
へ
の
守
護
か
ら
の
返
事
）
が
届
か
な
い
だ
ろ
う
。

年
始
の
御
神
事
が
滞
っ
て
は
上
臈

じ
ょ
う
ろ
う

（
身
分
の
高
い
人
物
）
の
た
め
に
な
ら
な
い
の
で
、
結
局
注

進
状
（
へ
の
返
事
）
が
届
く
ま
で
の
間
、
ま
ず
神
田
の
年ね

ん

貢ぐ

を
大
宮
方

お
お
み
や
が
た

へ
お
渡
し
さ
れ
て
、
年

始
の
御
神
事
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
と
、
兵
庫
方
へ
田
中
次
郎
四
郎
を
遣
わ
し
て

お
伝
え
な
さ
っ
た
。
す
ぐ
に
大
宮
友
永
も
同
行
し
て
退
出
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
田
中
が

兵
庫
方
へ
行
き
、
詳
細
を
申
し
た
と
こ
ろ
、
な
お
年
貢
を
神
主
へ
渡
す
こ
と
を
納
得
し
な
か
っ

た
の
で
、
田
中
は
府
中
へ
行
き
、
ま
た
大
宮
か
ら
も
人
を
派
遣
し
て
、
遊
佐
殿
へ
そ
の
子
細
を

申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
遊
佐
殿
の
お
返
事
に
よ
り
、
年
始
の
御
神
事
を
こ
と
ご
と
く
行
っ
た
。

と
り
わ
け
御
屋
形
様
へ
提
出
し
た
注
進
状
（
へ
の
返
事
）
が
、
文
明
十
年
一
月
十
日
に
府
中
へ

到
着
し
た
。
件
の
神
田
を
こ
と
ご
と
く
（
高
座
宮
の
）
祭
神
に
返
し
な
さ
い
と
の
御
屋
形
様
の

意
向
を
伝
え
る
書
状
を
遊
佐
殿
よ
り
い
た
だ
い
た
。
そ
の
書
状
は
私
の
手
元
に
あ
る
。
ま
た
神じ

ん

保ぼ

加か

賀が

殿ど
の

か
ら
も
重
ね
て
奉
書

ほ
う
し
ょ

（
主
君
＝
御
屋
形
様
の
意
向
を
伝
え
る
書
状
）
を
い
た
だ
い
た
。

そ
れ
も
手
元
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
五
井
兵
庫
頭
が
神
罰
を
蒙
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、 

一
、
北
の
方
角
か
ら
大
き
な
光
る
物
が
兵
庫
頭
の
家
に
落
ち
て
き
て
、
家
が
つ
ぶ
れ
た
。 

一
、
狐

き
つ
ね

が
兵
庫
頭
の
家
の
中
に
昼
夜
を
問
わ
ず
乱
入
し
た
。 

一
、
文
明
九
年
十
二
月
二
十
八
日
に
、
軒の

き

端ば

に
胡
麻

ご

ま

が
生は

え
て
き
た
の
を
刈か

っ
た
と
こ
ろ
、
す

ぐ
に
ま
た
生
え
て
き
た
。 

一
、
十
二
月
小
晦

こ
つ
ご
も
り

（
二
十
九
日
）
の
夜
の
夢
に
、
兵
庫
頭
の
枕

ま
く
ら

の
上
に
御
神
の
姿
を
し
た
人

物
が
立
っ
て
、
白し

ら

羽は

の
弓
矢
で
兵
庫
頭
の
手
の
上
を
貫

つ
ら
ぬ

い
た
の
を
見
て
か
ら
食
欲
不
振

に
な
っ
た
。 
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一
、
文
明
十
年
一
月
一
日
に
親
の
と
こ
ろ
へ
あ
い
さ
つ
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
道
中
で
急
に
い
な

く
な
っ
て
、
そ
の
日
の
昼
の
盛さ

か

り
に
見
つ
か
っ
た
。 

一
、
一
月
二
十
日
に
守し

ゅ

護ご

所し
ょ

へ
出
頭
し
よ
う
と
し
て
宿
所

し
ゅ
く
し
ょ

を
出
た
も
の
の
、
そ
の
先
に
は
行

か
ず
、
身
内
の
者
た
ち
に
会
っ
て
、
こ
の
大
勢
の
社
人

し
ゃ
に
ん

（
神
官
）
に
取
り
囲
ま
れ
て
ど
こ

へ
行
け
る
の
か
、
と
言
っ
て
、
も
と
来
た
道
を
戻
ら
ず
、
守
護
所
へ
も
行
か
ず
に
い
た
と

こ
ろ
、
や
っ
と
の
こ
と
で
手
を
引
い
て
も
ら
っ
て
、
蛸
島

た
こ
じ
ま

の
幾
野
の
番
頭

ば
ん
と
う

（
荘
園
の
下
級

管
理
者
で
、
村
役
人
の
よ
う
な
存
在
）
の
家
ま
で
引
っ
張
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
ま
ま
二
十

日
の
夜
の

暁
あ
か
つ
き

に
腹
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
難
波
入
道

に
ゅ
う
ど
う

や
い
と
こ
の
僧
、
武

士
た
ち
や
そ
の
配
下
、
兵
庫
頭
の
身
の
回
り
の
世
話
を
す
る
従
者
た
ち
は
夢
に
も
知
ら
な

か
っ
た
。
夜
が
明
け
て
身
内
の
者
た
ち
が
見
つ
け
て
、
（
兵
庫
頭
の
行
い
は
）
言
語
道
断

の
事
だ
っ
た
の
で
高
座
宮
の
神
罰
を
蒙
っ
た
の
だ
と
、
能
登
国
内
は
言
う
に
及
ば
ず
、
他

国
ま
で
も
う
わ
さ
が
流
れ
た
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。 

一
、
谷
屋
三
郎
左
衛
門
の
兄
弟
・
親
子
三
人
は
、
文
明
九
年
十
二
月
十
八
日
に
亡
く
な
っ
た
。

特
に
こ
の
者
は
神
領
の
没
収
を
実
行
し
た
人
物
で
あ
っ
た
の
で
、
腰
・
足
・
手
が
抜
け
て

死
ん
だ
。 

一
、
兵
庫
頭
の
父
親
の
将
監

し
ょ
う
げ
ん

入
道
は
、
や
は
り
神
罰
を
蒙
っ
て
、
同
年
八
月
二
十
三
日
に
亡
く

な
っ
た
。 

一
、
林
（
林
新
左
衛
門
尉
か
）
の
子
供
も
亡
く
な
っ
た
。
あ
ま
り
に
不
思
議
な
こ
と
だ
っ
た
の

で
、
末
代
の
た
め
に
こ
こ
に
記
し
お
く
も
の
で
あ
る
。 

 
 

文
明

ぶ
ん
め
い

十
年
（
一
四
七
八
）
八
月
二
十
八
日 

友
永
（
花か

押お
う

） 

   

〔
３
４
〕
高 た

か

座 く
ら

宮 ぐ
う

借
し
ゃ
く

田 で
ん

注
ち
ゅ
う

文 も
ん

案 あ
ん 

【
時
代
】
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
五
月
十
四
日 

【
翻
刻
】 

御
屋
形
様
江

し
る
し
候
て
被
レ

参
候 

 

高
座
宮
御
借
田
之
事 

正
月 

 

朔
日 

 

二
日 

 

三
日 

 

四
日 

 

五
日 

 

六
日 

 

七
日 

 

十
四
日 

 
 

 
 

 

十
五
日 

二
月 

朔
日 

 

御
歸
あ
そ
ひ 

 

こ
う
り
祭 

 

御
歸
座
之
ま
つ
り 

三
月 

朔
日 

 

三
日 

 

七
日 

四
月 

朔
日 

 

八
日 

五
月 

朔
日 

 

五
日 

六
月 

朔
日 

 

き
お
ん 

七
月 

朔
日 

 

七
日 

 

十
五
日 

八
月 

朔
日 

 

十
五
日 

九
月 

朔
日 

 

九
日 

 

こ
う
り
ま
つ
り 

 

御
遊
行
御
ま
つ
り 

 

御
歸
座 

十
月 

朔
日 

十
一
月 

朔
日 

 

御
歸
あ
そ
ひ 

十
二
月 

朔
日 

 

晦
日 

 

以
上
、
三
十
七
、 

右
、
神
田
千
苅
を
以
、
彼
御
神
事
を
な
し 

申
候
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
座
宮
神
主 

明
應
貳
年
〈
癸
丑
〉
五
月
十
四
日 

 

【
現
代
語
訳
】 

御お

屋や

形か
た

様さ
ま

（
能の

登と

守し
ゅ

護ご

畠
は
た
け

山や
ま

義よ
し

統む
ね

）
へ
記
入
し
て
提
出
い
た
し
ま
す
。 

 

高
座
宮
の
御
借

し
ゃ
く

田で
ん

（
神
田

し
ん
で
ん

を
「
守
護
か
ら
借
り
受
け
た
田
」
と
表
現
し
た
も
の
か
）
の
事 
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一
月 

 

朔
日

つ
い
た
ち

、
二
日
、
三
日
、
四
日
、
五
日
、
六
日
、
七
日
、
十
四
日
、
十
五
日 

二
月 

朔
日
、
御
帰
遊

あ
そ
び

、
郡

こ
う
り

祭
ま
つ
り

、
御
帰
座
祭

き
ざ
の
ま
つ
り 

三
月 
朔
日
、
三
日
、
七
日 

四
月 

朔
日
、
八
日 

五
月 

朔
日
、
五
日 

六
月 

朔
日
、
祇ぎ

園お
ん 

七
月 

朔
日
、
七
日
、
十
五
日 

八
月 

朔
日
、
十
五
日 

九
月 

朔
日
、
九
日
、
郡
祭
、
御
遊
行
御
祭
、
御
帰
座
祭

き
ざ
の
ま
つ
り 

十
月 

朔
日 

十
一
月 

朔
日
、
御
帰
遊

あ
そ
び 

十
二
月 

朔
日
、
晦
日

つ
ご
も
り

（
三
十
日
） 

 

以
上
三
十
七
。 

右
に
つ
い
て
、
神
田
の
千
苅か

り

を
財
源
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
御
神
事
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
座
宮

た
か
く
ら
ぐ
う

神
主

か
ん
ぬ
し 

明
応

め
い
お
う

二
年
（
一
四
九
三
）

癸
み
ず
の
と

丑う
し

五
月
十
四
日 

  

〔
３
５
〕
高 た

か

座 く
ら

金 き
ん

文 ぶ
ん

両
り
ょ
う

宮 ぐ
う

神 し
ん

事 じ

料
り
ょ
う

注
ち
ゅ
う

文 も
ん

（
断
簡

だ
ん
か
ん

） 

【
時
代
】
未
詳(

十
五
世
紀
末
か) 

【
翻
刻
】 

（
前
欠
） 

五
十
苅 

 

銭
上
役
な
し
、 

衛
門
三
郎 

五
十
苅 

 

銭
上
役
な
し
、 

大
屋
堂
前 

十
束
苅 

 

荒
田 

 

次
郎
四
郎 

五
十
苅 

 

荒
田 

 

南
三
郎
大
郎 

卅
苅 

 

荒
田 

 

杉
田 

百
苅 

 

祭
田 

 

寺
家
へ
向
候 

百
卅
苅 
 

高
蔵
二
季
御
遊
行 

北
番
頭 

 
 

 
 

已
上 

 

千
貮
百
八
十
苅 

 
 

 
 

 

荒
田
と
引
申
分
、
四
百
廿
苅
引
目
、
殘
八
百
六
十
苅 

 

此
之
内 

貮
百
卅
苅 

上
役
な
し 

 
 

 
 

 

殘
六
百
卅
苅 

上
役
有
分 

  
 

 

金
文
宮
年
中
御
神
事
成
申
分 

百
苅 

 
 

正
月
朔
日 

 
 

 
 

 
 

卅
苅 

 
 

同
二
日 

卅
苅 

 

同
三
日 

 
 

 
 

 
 

 

二
十
苅 

 

同
四
日 

貮
十
苅 

 

同
五
日 

 
 

 
 

 
 

 

二
十
苅 

 

同
七
日 

貮
十
苅 

 

同
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

二
十
苅 

 

二
月
御
歸
遊 

卅
苅 

 

御
遊
行
御
祭 

 
 

 
 

 

二
十
苅 

 

三
月
三
日 

五
十
苅 

 

四
月
祭
礼 

 
 

 
 

 
 

二
十
苅 

 

五
月
五
日 

卅
苅 

 

七
月
十
五
日 

 
 

 
 

 

五
十
苅 

 

八
月
放
生
會 

二
十
苅 

 

九
月
九
日 

 
 

 
 

 
 

卅
苅 

 

九
月
御
遊
行
御
祭 

二
十
苅 

 

霜
月
御
歸
遊 

 
 

 
 

 

二
十
苅 

 

十
二
月
大
晦
會 

 

已
上
、
五
百
五
十
苅 

 
 

 

殘
八
十
苅 

 
【
現
代
語
訳
】 

（
前
欠
） 

五
十
苅か

り 
 

銭
上
役
な
し 

 
 

衛
門
三
郎 

五
十
苅 

 

銭
上
役
な
し 

 
 

大
屋
堂
前 

十
束
苅

そ
く
が
り 

 

荒
田

こ
う
で
ん 

 
 

 

次
郎
四
郎 



23 

 

五
十
苅 

 

荒
田 

 
 

 

南
三
郎
大
郎 

三
十
苅 

 

荒
田 

 
 

 

杉
田 

百
苅 

 
祭さ

い

田で
ん 

 
 

 

寺
家

じ

け

（
高こ

う

勝
し
ょ
う

寺じ

）
へ
渡
す 

百
三
十
苅 

高
座
宮

た
か
く
ら
ぐ
う

の
二に

季き

の
御
遊
行

ゆ
ぎ
ょ
う 

北
番
頭 

 
 

 
 

以
上
千
二
百
八
十
苅
。 

荒
田
と
し
て
引
く
分
は
四
百
二
十
苅
な
の
で
、
残
り
八
百
六
十
苅 

 
 

 

こ
の
内
、
二
百
三
十
苅
は
上
役
な
し
、
残
り
六
百
三
十
苅
は
上
役
あ
り 

  
 

 

金き
ん

文ぶ
ん

宮ぐ
う

の
一
年
の
御
神
事
費
用
と
な
る
分 

百
苅 

 

一
月
朔
日

つ
い
た
ち

、 

三
十
苅 

 

同
二
日
、 

三
十
苅 

 

同
三
日
、 

二
十
苅 

同
四
日
、 

二
十
苅 

 

同
五
日
、 

二
十
苅 

 

同
七
日
、 

二
十
苅 

同
十
五
日
、 

二
十
苅 

二
月
御
帰
遊

あ
そ
び

、 
三
十
苅 

 

御
遊
行

ゆ
ぎ
ょ
う

御
祭
、 

二
十
苅 

三
月
三
日
、 

五
十
苅 

四
月
祭
礼
、 

二
十
苅 

五
月
五
日
、 

三
十
苅 

七
月
十
五
日
、 

五
十
苅 

八
月
放
生
会

ほ
う
じ
ょ
う
え

、 
 

二
十
苅 

九
月
九
日
、 

三
十
苅 

九
月
御
遊
行
御
祭
、 

二
十
苅 

十
一
月
御
帰
遊
、 

二
十
苅 

十
二
月
大
晦
会

お
お
み
そ
か
え

、 

 

以
上
五
百
五
十
苅
、
残
り
八
十
苅 

  

〔
３
６
〕

源
み
な
も
と
の

義 よ
し

経 つ
ね

和 わ

歌 か

懐 か
い

紙 し 

【
時
代
】
未
詳 

【
翻
刻
】 

都
よ
り
波
の
夜[ 

 
]

う
か
れ
き
て
道
遠[ 

]

し
て[ 

 
 

 
 

 
] 

憂[ 
 

 
 

]

も
し
ほ[ 

]

と
も[ 

 
 

 
 

 
]

よ
ろ[ 

 
 

 
 

 
 

 
 

]

御
崎[ 

] 

源
義
経 

 
 

 
 

 
 

 
 

[ 
 

] 

  

〔
３
７
〕
古 こ

筆 ひ
つ

某
な
に
が
し

極
き
わ
め

書 が
き 

源
み
な
も
と
の

義 よ
し

経 つ
ね

和 わ

歌 か

懐 か
い

紙 し 

【
時
代
】
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
三
月 

【
翻
刻
】 

□
進
好
之
□
□
□
□
義
經
正
筆
仍
□ 

 

天
正
二
年
□
月 

 
 

 
 

 

古
筆 

 

（
貼
紙
） 

安
永
元
年
五
月
改 

東
都 

 

正
筆
之
極 

 
 

 
 

古
筆
良
意
（
黒
印
） 

 
 

 
 

 

（
割
判
） 

  

〔
３
８
〕
前 ま

え

田 だ

利 と
し

家 い
え

和 わ

歌 か

懐 か
い

紙 し 

【
時
代
】
未
詳 

【
翻
刻
】 

ほ
う
く
わ
ん
殿
こ
の
笛
を
こ
の
す
ゞ
の
や
し
ろ
に
さ
ゝ
げ
給
へ
る
と
な
ん 

あ
り
し
よ
の
そ
の
あ
ら
ま
し
を
き
く
か
ら
に
袖
さ
へ
ぬ
れ
て
ね
に
そ
な
か
る
ゝ 

 
 

 
 

 
 

利
家 

【
現
代
語
訳
】 

判
官

ほ
う
が
ん

殿ど
の

（
源

義

経

み
な
も
と
の
よ
し
つ
ね

）
が
こ
の
笛
を
こ
の
珠
洲

す

ず

の
社
に
奉
納

ほ
う
の
う

さ
れ
た
と
聞
い
て 

 

在あ

り
し
世よ

の 

そ
の
あ
ら
ま
し
を 

聞き

く
か
ら
に 

袖そ
で

さ
へ
濡ぬ

れ
て 

音ね

に
ぞ
な
か
る
る 
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（
か
つ
て
の
時
代
の
出
来
事
を
聞
く
と
、
袖
ま
で
濡
ら
し
て
そ
の
音
に
涙
し
て
し
ま
う
） 

 
 

 
 

 
 

利
家

と
し
い
え 

  

〔
３
９
〕
蝉 せ

み

折
お
れ
の

笛 ふ
え

略
り
ゃ
く

縁
起

え

ん

ぎ 

【
時
代
】
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
～
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
か 

【
翻
刻
】 

 

蝉
折
笛
略
縁
起 

抑
此
御
笛
之
起
元
ヲ
尋
奉
ル
ニ
、
人
皇
七
十
四
代
鳥
羽
天
皇
ノ
御
宇
天
仁
三
年
黄
金
千
兩
宗
朝

ヘ
遣
サ
レ
、
其
返
報
ト
シ
テ
生
身
ノ
蝉
ノ
如
キ
節
付
タ
ル
漢
竹
一
節
送
ラ
レ
ケ
レ
ハ
、
大
納
言

ノ
僧
正
覚
曹
ニ
仰
セ
テ
檀
上
ニ
立
テ
七
日
加
持
シ
テ
得
ラ
レ
タ
ル
御
笛
也
、
オ
ボ
ロ
ケ
ノ
御
遊

ニ
ハ
取
モ
出
サ
レ
サ
リ
ケ
ル
ヲ
、
或
時
高
松
中
納
言
實
平
卿
吹
レ
ケ
ル
ニ
、
尋
常
ノ
笛
ノ
様
ニ

思
ヒ
忘
レ
テ
膝
ヨ
リ
下
ニ

置
レ
ケ
レ
ハ
、
笛
ヤ
咎
ケ
ン
、
蝉
ヲ
レ
ニ
ケ
リ
、
夫
ヨ
リ
シ
テ
蝉
折 

ト
ハ
号
ケ
ラ
レ
タ
リ
、
夫
ヨ
リ
高
倉
宮
似
仁

（

以

）

王
ノ
御
手
ニ
傳
ヘ
ラ
レ
タ
ル
ニ
、
治
承
四
年
五
月 

十
五
日
源
三
位
頼
政
公
ノ
勸
メ
ニ
ヨ
リ
、
高
倉
御
謀
叛
相
顕
レ
、
三
井
寺
ヘ
御
開
キ
ノ
砌
、
御

周
章
ニ
テ
重
宝
ト
モ
御
失
念
ノ
所
、
宮
ノ
御
侍
左
兵
衛
尉
長
谷
部
ノ
信
連
、
此
ノ
御
笛
等
ヲ
持

テ
宮
ニ
追
付
奉
リ
、
宮
ニ
渡
シ
奉
ケ
ル
ヲ
、
宮
不
レ

斜
御
悦
ニ
テ
、
吾
死
ナ
ハ
此
笛
ヲ
御
棺
ニ

入
ヨ
ト
信
連
ニ
仰
ラ
レ
ケ
ル
、
尚
天
下
ノ
重
宝
ナ
レ
ハ
、
御
自
傳
ヘ
ラ
レ
ケ
ル
ヲ
、
御
心
細
ク

思
サ
レ
ケ
レ
ハ
、
啼
々
金
堂
ノ
弥
勒
ニ
奉
ラ
レ
、
龍
華
ノ
暁
値
遇
ノ
御
爲
カ
ト
覚
ヘ
テ
哀
也
、

夫
ヨ
リ
平
家
ノ
手
ニ
入
シ
ヲ
、
源
氏
一
統
ノ
時
判
官
義
經
公
ノ
手
ニ
入
、
秘
藏
セ
ラ
レ
ケ
ル
、

然
ル
ニ
判
官
御
兄
第
ノ
御
中
不
和
ニ
ナ
リ
、
源
二
位
殿
ニ
追
レ
給
ヒ
、
吉
野
・
高
野
ノ
患
難
ヲ

御
遁
レ
北
國
ヘ
落
玉
ヒ
、
辨
慶
富
樫
ヲ
謀
リ
安
宅
ノ
關
ヲ
越
ヘ
、
其
夜
ハ
宮
ノ
腰
佐
奈
武
明
神

ニ
通
夜
シ
給
ヒ
ケ
ル
ニ
、
宮
人
申
ス
様
、
越
中
ニ

ハ
鳥
見
ノ
七
郎
七
百
騎
ニ
テ
支
ヘ
、
能
登
ニ

ハ

子
浦
ノ
小
太
郎
防
キ
支
ヘ
、
山
伏
ヲ
一
向
通
シ
申
サ
ス
ト
申
ケ
レ
ハ
、
弁
慶
濱
邉
ヘ
下
リ
、
舟

ヤ
ア
ル
ト
尋
ケ
レ
ハ
、
鈴
ノ
三
嵜
ヘ
下
ル
舟
社
天
ノ
與
ヘ
ト
便
舩
シ
、
其
ノ
日
ノ
中
比
須
々
ノ

浦
ノ
沖
合
ニ
テ
難
風
ニ
逢
玉
ヒ
、
須
々
権
現
ヘ
祈
禱
シ
玉
ハ
ク
、
南
無
ヤ
須
々
両
社
権
現
、
今

讒
者
ノ
爲
ニ
骨
肉
ノ
兄
ニ
追
ヒ
放
タ
レ
、
萬
里
ノ
波
濤
ニ
漂
白
ス
、
剩
ヘ
今
難
風
ニ
逢
、
舳
艫

覆
ラ
ン
ト
ス
、
仰
願
ク
ハ
當
権
現
義
經
カ
精
忠
ヲ
納
受
シ
玉
ヒ
テ
、
此
難
風
ヲ
止
メ
令
給
ヒ
テ
、

義
経
ヲ
ヨ
ヒ
郎
従
十
餘
人
ノ
生
命
ヲ
令
レ

継
ヘ
ト
、
涕
泣
シ
テ
祈
誓
ヲ
凝
シ
玉
ヘ
ハ
、
忽
チ
風

波
静
リ
、
船
中
ノ
君
臣
十
二
人
初
テ
安
堵
ノ
思
ヲ
ナ
シ
、
直
ニ
此
浦
ニ
漕
寄
玉
ヒ
、
平
沙
ヲ
彷

徨
シ
、
巌
岫
ヲ
拳
登
リ
、
浦
ノ
景
色
ヲ
御
覧
シ
玉
フ
時
、
弁
慶
ト
ア
ル
岩
間
ヨ
リ
螺
ニ
ミ
ル
メ

ノ
付
タ
ル
ヲ
拾
ヒ
ケ
ル
ヲ
、
御
供
ノ
中
ニ 

都
ヨ
リ
波
ノ
夜
ル
昼
ウ
カ
レ
キ
テ
道
遠
ク
シ
テ
ウ
キ
メ
ヲ
見
ル
カ
ナ 

ト
詠
シ
テ
、
御
前
ニ
サ
シ
置
ケ
ハ
、
判
官
聞
食
ア
ラ
面
白
ノ
詠
歌
ヤ
候
、
ト
リ
ア
ヘ
ス
義
経
返

哥
セ
ン
ト
テ
、 

ウ
キ
メ
ヲ
バ
藻
塩
ト
共
ニ
カ
キ
ナ
ガ
シ
悦
ビ
ト
ナ
ル
鈴
ノ
御
崎
ハ 

カ
ク
御
詠
吟
ニ
テ
コ
シ
方
ノ
憂
カ
リ
シ
ヲ
モ
慰
ミ
玉
ヒ
、
則
チ
権
現
ヘ
賽
典
ト
シ
テ
秘
藏
ノ
此

笛
ヲ
捧
ラ
レ
、
文
治
三
年
以
来
六
百
四
十
余
年
當
山
ニ
傳
来
ス
ル
所
ノ
宝
笛
也
、 

 

大
納
言
利
家
様
此
笛
を
御

言免

之
上
、
御
歌
を
そ
ひ
ら
れ
、
其
の
寫
、 

ほ
う
く
わ
ん
殿
こ
の
笛
を
こ
の
す
々
の
や
し
ろ
に
さ
ゝ
け
給
へ
る
時
、
う
き
め
を
ハ
も
し
ほ

と
ゝ
も
に
か
き
な
か
し
よ
ろ
こ
ひ
と
な
る
す
ゝ
の
み
さ
き
と
な
ん
よ
み
て
ま
つ
り
た
ま
へ

る
よ
し
き
ゝ
侍
り
て 

あ
り
し
よ
の
そ
の
あ
ら
ま
し
を
き
く
か
ら
に
袖
さ
へ
ぬ
れ
て
ね
に
そ
な
か
る
ゝ 

 
 

 
 

 
 

 

利
家 

 

【
現
代
語
訳
】 

 

蝉せ
み

折
お
れ
の

笛ふ
え

略
り
ゃ
く

縁え
ん

起ぎ 

そ
も
そ
も
こ
の
御
笛
の
起
源
を
尋た

ず

ね

奉
た
て
ま
つ

る
と
、
人に

ん

皇の
う

七
十
四
代
鳥
羽

と

ば

天
皇
の
御
代

み

よ

の
天て

ん

仁に
ん

三

年
（
一
一
一
〇
）
に
、
黄
金
千
両

り
ょ
う

を
宗
（
宋
）
の
朝
廷

ち
ょ
う
て
い

へ
お
贈お

く

り
に
な
り
、
そ
の
返
礼
と
し

て
生
き
た
蝉せ

み

の
よ
う
な
節ふ

し

が
つ
い
た
漢か

ら

竹た
け

一ひ
と

節よ

を
贈
ら
れ
た
の
で
、
大だ

い

納な

言ご
ん

（
源

俊

明

み
な
も
と
の
と
し
あ
き

か
）

が
僧
正
覚
曹

そ
う
じ
ょ
う
か
く
そ
う

（
覚
宗
）
に
お
命
じ
に
な
っ
て
護ご

摩ま

壇だ
ん

の
上
に
立
て
、
七
日
間
加か

持じ

祈き

祷と
う

し
て
お

作
ら
せ
に
な
っ
た
御
笛
で
あ
る
。
並
大
抵
の
御ぎ

ょ

遊ゆ
う

（
宮
中
で
行
わ
れ
る
管
弦

か
ん
げ
ん

や
歌
の
催
し
）
で

は
取
り
出
す
こ
と
も
な
い
の
を
、
あ
る
時
高た

か

松ま
つ

中
ち
ゅ
う

納な

言ご
ん

実さ
ね

平ひ
ら

卿
き
ょ
う

が
こ
の
御
笛
を
お
吹
き
に
な
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っ
た
際
、
普
通
の
笛
の
よ
う
に
思
い
、
う
っ
か
り
し
て
膝
よ
り
下
に
置
か
れ
た
と
こ
ろ
、
笛
が

そ
の
無ぶ

礼れ
い

を
咎と

が

め
た
の
だ
ろ
う
か
、
蝉
の
部
分
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
「
蝉
折
」
と

名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
高
倉
宮

た
か
く
ら
の
み
や

以
仁
王

も
ち
ひ
と
お
う

の
お
手
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
治じ

承
し
ょ
う

四
年

（
一
一
八
〇
）
五
月
十
五
日
に
源げ

ん

三ざ
ん

位み

頼
政

よ
り
ま
さ

公こ
う

の
勧す

す

め
に
よ
り
、
高
倉
宮
の
謀む

叛ほ
ん

が
明
ら
か
と

な
り
、
三み

井い

寺で
ら

へ
退
却
す
る
際
、
慌あ

わ

て
て
重
宝

ち
ょ
う
ほ
う

の
数
々
を
持
っ
て
い
く
の
を
忘
れ
て
出
発
な

さ
っ
た
と
こ
ろ
、
高
倉
宮
の
御
侍

み
さ
ぶ
ら
い

（
付
き
人
）
で
あ
っ
た
左
兵
衛
尉

さ
ひ
ょ
う
え
の
じ
ょ
う

長
谷
部

は

せ

べ

信
連

の
ぶ
つ
ら

が
こ
の
御

笛
等
を
持
っ
て
高
倉
宮
に
追
い
つ
き
、
高
倉
宮
に
お
渡
し
し
た
と
こ
ろ
、
高
倉
宮
は
格
別
に
お

喜
び
に
な
り
、
「
私
が
死
ん
だ
ら
こ
の
笛
を
棺

ひ
つ
ぎ

に
入
れ
な
さ
い
」
と
信
連
に
仰お

お

せ
に
な
っ
た
。

（
し
か
し
）
や
は
り
天
下
の
重
宝
で
あ
る
の
で
、
ご
自
身
で
伝
え
て
い
か
れ
る
の
を
心
細
く
思

わ
れ
て
、
泣
く
泣
く
（
三
井
寺
の
）
金
堂

こ
ん
ど
う

の
弥み

勒ろ
く

菩ぼ

薩さ
つ

に
奉
納
さ
れ
、
龍

り
ゅ
う

華げ

の

暁
あ
か
つ
き

（
弥
勒
菩

薩
が
こ
の
世
に
現
れ
如
来
と
な
っ
て
法
会
を
開
く
時
）
に
め
ぐ
り
合
う
た
め
か
と
思
わ
れ
て
、

哀
れ
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
平
家
が
手
に
入
れ
た
の
を
、
源
氏
が
世
を
統
一
し
た
時
に
判
官

ほ
う
が
ん

義
経

よ
し
つ
ね

公こ
う

の
手
に
渡
り
、
秘ひ

蔵ぞ
う

な
さ
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
源

頼

朝

み
な
も
と
の
よ
り
と
も

・
義
経
ご
兄
弟
の
仲
が
不
和

ふ

わ

と

な
り
、
義
経
公
は
源げ

ん

二
位

に

い

頼
朝
殿
に
追
わ
れ
て
、
吉よ

し

野の

・
高こ

う

野や

で
の
困
難
を
く
ぐ
り
抜
け
て
北
国

ほ
っ
こ
く

へ
落
ち
ら
れ
、
弁
慶
が
富と

樫が
し

を
だ
ま
し
て
安
宅

あ

た

か

の
関せ

き

を
越
え
、
そ
の
夜
は
宮
腰

み
や
の
こ
し

の
佐
奈

さ

な

武た
け

明
神

み
ょ
う
じ
ん

に
夜
通
し
参
篭

さ
ん
ろ
う

な
さ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
神
社
の
人
間
が
申
す
こ
と
に
は
、
越
中
に
は

鳥
見
の
七
郎
が
七
百
騎き

を
従

し
た
が

え
て
待
ち
構
え
て
お
り
、
能
登
に
は
子
浦

し

お

の
小
太
郎
が
防
御
を

構
え
、
山
伏

や
ま
ぶ
し

を
全
く
通
さ
な
い
と
い
う
の
で
、
弁
慶
が
浜
辺
へ
下
り
、
「
舟
は
あ
る
か
」
と
尋た

ず

ね
る
と
、
鈴す

ず

の
三み

崎さ
き

へ
下
る
舟
が
あ
り
、
こ
れ
ぞ
天
の
助
け
と
乗
り
込
ん
で
、
そ
の
日
の
中
ご

ろ
に
須
々

す

ず

の
浦
の
沖
合
に
て
暴
風
に
遭あ

わ
れ
、
須
々

す

ず

権
現

ご
ん
げ
ん

へ
祈き

祷と
う

な
さ
っ
て
い
わ
く
、「
南
無

な

む

や
須
々

す

ず

両
社

り
ょ
う
し
ゃ

権
現

ご
ん
げ
ん

、
今
讒
者

ざ
ん
し
ゃ

（
他
の
人
を
お
と
し
め
る
た
め
に
嘘う

そ

を
つ
く
人
）
の
た
め
に
骨
肉

こ
つ
に
く

の
兄
に
追
放
さ
れ
、
万ば

ん

里り

の
波は

濤と
う

に
漂
白

ひ
ょ
う
は
く

し
、
剰

あ
ま
つ
さ

え
今
暴
風
に
遭あ

い
、
舳じ

く

艫ろ

（
船
首

せ
ん
し
ゅ

と
船せ

ん

尾び

）

が

覆
く
つ
が
え

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。（
須
々
権
現
を
）
敬

う
や
ま

っ
て
願ね

が

わ
く
ば
、
須
々
権
現
が
義
経
の
忠

義
か
ら
の
願
い
を
お
聞
き
届
け
に
な
り
、
こ
の
暴
風
を
止や

ま
せ
て
、
義
経
お
よ
び
家け

来ら
い

十
余よ

人

の
生
命
を
繋つ

な

が
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
涙
を
流
し
て
ひ
た
す
ら
祈い

の

ら
れ
た
と
こ
ろ
、
た
ち
ま
ち

風
波
が
静
ま
り
、
船
中
の
君
臣

く
ん
し
ん

（
主
君
と
臣
下
）
十
二
人
は
は
じ
め
て
安
堵
を
覚
え
て
、
そ
の

ま
ま
こ
の
浦
に
漕こ

ぎ
寄
せ
な
さ
っ
た
。
広
々
と
し
た
砂
原
を
さ
迷
い
、
高
く
そ
び
え
た
つ
岩
を

よ
じ
登
り
、
浦
の
景
色
を
ご
覧
に
な
っ
た
時
、
弁
慶
が
と
あ
る
岩
の
間
よ
り
巻
貝
に
み
る
め
（
海

藻
の
一
種
）
が
付
い
た
も
の
を
拾
っ
た
の
を
、
御お

供と
も

の
一
人
が 

都
み
や
こ

よ
り 

波な
み

の
夜よ

る
昼ひ

る 

う
か
れ
き
て 

道み
ち

遠と
お

く
し
て 

う
き
め
を
見み

る
か
な 

（
都
か
ら
波
間
を
夜
も
昼
も
漂

た
だ
よ

っ
て
き
て
、
道
が
遠
く
て
憂
き
目
を
見
る
も
の
だ
な
あ
） 

と
詠
ん
で
、
御
前
に
差
し
置
く
と
、
判
官
は
お
聞
き
に
な
っ
て
、「
お
や
面
白
い
和
歌
だ
な
あ
、

す
ぐ
に
義
経
も
返
歌
し
よ
う
」
と
言
っ
て
、 

 
 

う
き
め
を
ば 

藻も

塩し
お

と
共と

も

に 

か
き
な
が
し 

悦
よ
ろ
こ

び
と
な
る 

鈴す
ず

の
御み

崎さ
き

は 

（
憂う

き
目め

を
藻も

塩し
お

と
と
も
に
か
き
な
が
し
て
、
悦

よ
ろ
こ

び
に
変
え
て
く
れ
た
、
鈴
の
御
崎
は
） 

と
こ
の
よ
う
に
御ご

詠え
い

吟ぎ
ん

さ
れ
て
、
こ
れ
ま
で
の
辛
い
出
来
事
を
も
慰

な
ぐ
さ

め
な
さ
り
、
そ
こ
で
須
々

権
現
へ
御
礼
と
し
て
秘ひ

蔵ぞ
う

の
こ
の
笛
を
奉
納
さ
れ
た
。
文ぶ

ん

治じ

三
年
（
一
一
八
七
）
以
来
六
百
四

十
余
年
当
山
に
伝
来
す
る
と
こ
ろ
の
宝
笛
で
あ
る
。 

 

大
納
言
利
家
様
が
こ
の
笛
を
ご
覧
に
な
り
、
御
歌
を
添そ

え
ら
れ
た
。
そ
の
写
し
（
は
次
の
通
り

で
あ
る
）。 

 

判
官
殿
が
こ
の
笛
を
こ
の
す
す
の
社
に
お
捧
げ
に
な
っ
た
時
、
「
う
き
め
を
は 

も
し
ほ
と

と
も
に 

か
き
な
か
し 

よ
ろ
こ
ひ
と
な
る 

す
す
の
み
さ
き
」
と
詠
ん
で
奉
納
さ
れ
た
こ

と
を
聞
き
ま
し
て
。 



26 

 

 
 

在あ

り
し
世よ

の 

そ
の
あ
ら
ま
し
を 

聞き

く
か
ら
に 

 
 

袖そ
で

さ
へ
濡ぬ

れ
て 

音ね

に
ぞ
な
か
る
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

利
家

と
し
い
え 

 
 

（
か
つ
て
の
時
代
の
出
来
事
を
聞
く
と
、
袖
ま
で
濡
ら
し
て
そ
の
音
に
涙
し
て
し
ま
う
） 

  

〔
４
１
〕
高 た

か

畠
ば
た
け

長
ち
ょ
う

兵 べ

衛 え

等 ら

達
た
っ
し

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
五
月
十
九
日
（
年
未
詳
） 

【
翻
刻
】 

如
二

例
年
一

當
月
御
祈
禱
之
御
札
、
以
二

飛
脚
一

被
レ

上
レ

之
、
則
御
奉
行
ゟ
御
城
代
迄
参
申
候
、

此
段
拙
子
共
ゟ
可
二

申
達
一

候
旨
、
御
奉
行
依
レ

仰
如
レ

斯
候
、
尚
可
レ

得
二

後
音
之
節
一

候
、
恐
惶

謹
言
、 

 
 

 
 

 
 

高
畠
長
兵
衛 

 

五
月
十
九
日 

 
 

（
花
押
） 

 
 

 
 

 
 

行
山
三
左
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

不
居
合 

 
 

 
 

 
 

坪
谷
久
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 

能
州
三
崎 

 

大
宮
殿 

 

【
現
代
語
訳
】 

例
年
の
通
り
今
月
の
ご
祈き

祷と
う

の
御お

札ふ
だ

に
つ
い
て
、
飛ひ

脚
き
ゃ
く

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば

御
奉
行
よ
り
御ご

城
じ
ょ
う

代だ
い

ま
で
届
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
私
ど
も
よ
り
お
伝
え
す
る
よ
う
に
と
、

御
奉
行
が
仰お

お

せ
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
通
り
お
伝
え
し
ま
す
。
お
返
事
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
恐
惶

き
ょ
う
こ
う

謹
言

き
ん
げ
ん 

 

五
月
十
九
日 

高
畠
長
兵
衛
（
花か

押お
う

） 

 
 

 
 

 
 

 

行
山
三
左
衛
門 

居
合

い

あ

わ
せ
ず 

 
 

 
 

 
 

 

坪
谷
久
右
衛
門 

同
じ
く 

能の
う

州
し
ゅ
う

三み

崎さ
き

大お
お

宮み
や

殿ど
の 

  

〔
４
２
〕
前 ま

え

田 だ

知 と
も

好 よ
し

祈 き

祷 と
う

・
湯 ゆ

立 た
て

依 い

頼 ら
い

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】(

慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
か)

五
月
十
一
日 

【
翻
刻
】 

尚
々
、
委
細
の
事
戸
田
弥
五
左
衛
門
可
二

申
入
一

候
、
以
上 

殿
様
御
氣
色
惡
御
座
候
間
、
為
二

御
祈
禱
一

御
湯
立
被
レ

成
可
レ

給
候
、
布
施
物
八
木
拾
俵
遣
レ

之

申
候
、
弥
御
息
災
之
様
ニ

御
祈
念
頼
入
申
候
、
謹
言
、 

修
理 

 

五
月
十
一
日
知
好
（
花
押
） 

三
崎 

 
 

神
主
中 

 

【
現
代
語
訳
】 

殿
様
の
お
加
減
が
悪
く
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
御ご

祈き

祷と
う

の
た
め
湯ゆ

立だ
て

を
し
て
く
だ
さ
い
。
お

布
施

ふ

せ

と
し
て
米
十
俵

ぴ
ょ
う

を
お
送
り
し
ま
す
。
ま
す
ま
す
ご
健
康
に
な
ら
れ
る
よ
う
に
御ご

祈き

念ね
ん

を

お
願
い
し
ま
す
。
謹
言

き
ん
げ
ん 

 
五
月
十
一
日 

前ま
え

田だ

修
理

し

ゅ

り

知と
も

好よ
し

（
花か

押お
う

） 

三み

崎さ
き

神か
ん

主ぬ
し

へ 

 

追
伸
、
詳
細
は
戸
田
弥
五
左
衛
門
が
お
伝
え
し
ま
す
。
以
上
。 
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〔
４
３
〕
前 ま

え

田 だ

利 と
し

家 い
え

寄 き

進 し
ん

状
じ
ょ
う

案 あ
ん 

【
時
代
】
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
二
月
十
三
日 

【
翻
刻
】 

洲
珠
郡
三
崎
金
文
高
倉
兩
宮
江

田
地
五
町
令
二

寄
進
一

訖
、
永
代
不
レ

可
レ

有
二

相
違
一

者
也
、
仍

如
レ

件
、 

天
正
十
四
年 

 

二
月
十
三
日
利
家
〈
御
判
〉 

 

【
現
代
語
訳
】 

珠す

洲ず

郡ぐ
ん

三み

崎さ
き

金き
ん

分ぶ
ん

・
高
座

た
か
く
ら

両
宮
へ
田で

ん

地ち

五
町

ち
ょ
う

を
寄き

進し
ん

（
寄
附
・
奉
納
）
さ
せ
終
わ
っ
た
。
永
代

え
い
た
い

（
永
久
）
に
相そ

う

違い

が
無
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
通
り
記
す
。 

天て
ん

正
し
ょ
う

十
四
年
（
一
五
八
六
）
二
月
十
三
日 

利
家
〈
御ご

判は
ん

〉 

  

〔
４
４
〕
三 み

輪 わ

吉 よ
し

宗 む
ね

書 し
ょ

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
元
和
元
～
四
年
（
一
六
一
五
～
一
八
）
八
月
十
日 

【
翻
刻
】 

猶
以
二

此
折
帋
一

此
者
ニ

御
渡
被
レ

下
度
候
、 

御
印
出
候
も
、
此
折
帋
□
参
可
レ

申
候
、
御
祈

禱
ニ

御
念
御
入
可
レ

被
レ

致
候
、
金
澤
ゟ
書
は
御
日
付
ニ

参
候
、
御
い
そ
き
被
レ

成
候
て
、
御
巻

数
い
そ
き
も
ち
て
御
出
可
レ

被
レ

成
候
、
謹
言
、 

返
々
、
御
巻
数
延
引
ニ

御
座
候
へ
は
如
何
に
御
座
候
間
、
早
々
御
い
そ
き
可
レ

被
レ

成
候
、 

態
到
啓
申
上
候
、
仍
御
前
様
御
産
前
御
祈
禱
之
儀
ニ

付
候
て
、
安
房
守
殿
山
城
守
殿
ゟ
御
状
参

候
間
、
為
レ

持
為
レ

参
候
、
八
木
之
儀
ハ
給
米
ゟ
相
渡
可
申
候
間
、
請
取
ニ

可
レ

被
レ

遣
候
、
掛
者

へ
は
、
八
木
之
御
印
之
御
状
も
参
不
レ

申
候
間
、
此
御
状
為
レ

持
可
レ

被
レ

下
候
、
八
木
之
御
印

出
申
候
共
、
御
折
帋
は
返
遣
可
レ

申
候
、
委
細
之
儀
、
此
者
可
レ

申
候
、
恐
惶
謹
言
、 

 
 

三
輪
藤
兵
衛 

 

八
月
十
日 

吉
宗
（
花
押
） 

三
崎 

 

大
宮
様 

 
 

 
 

人
々
御
中 

 

【
現
代
語
訳
】 

ご
挨
拶

あ
い
さ
つ

申
し
上
げ
ま
す
。
奥
方

お
く
が
た

様さ
ま

（
前ま

え

田だ

利と
し

常つ
ね

の
正
室

せ
い
し
つ

珠た
ま

姫ひ
め

）
の
ご
出
産
前
の
ご
祈き

祷と
う

に
つ
き

ま
し
て
、
本ほ

ん

多だ

安
房

あ

わ

の

守か
み

（
政ま

さ

重し
げ

）
殿
、
横
山

よ
こ
や
ま

山
城

や
ま
し
ろ

守
の
か
み

（
長
知

な
が
ち
か

）
殿
よ
り
書
状
が
届
き
ま
し
た
の

で
、
使
者
に
持
た
せ
て
お
送
り
し
ま
す
。
お
供
え
物
の
米
に
つ
い
て
は
、
給

き
ゅ
う

米ま
い

か
ら
お
渡
し

し
ま
す
の
で
、
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
掛
者
へ
は
米
の
御ご

印い
ん

の
書
状
も
渡
さ
な
い
の
で
、

こ
の
書
状
を
持
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
米
の
御
印
が
出
さ
れ
て
も
、
折
紙

お
り
が
み

（
書
状
）
は
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
こ
の
者
（
使
者
）
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
恐
惶

き
ょ
う
こ
う

謹
言

き
ん
げ
ん 

 

八
月
十
日 

三
輪

み

わ

藤と
う

兵
衛

べ

え

吉
宗

よ
し
む
ね

（
花か

押お
う

） 

三み

崎さ
き

大お
お

宮み
や

様さ
ま

人
々

ひ
と
び
と

御
中

お
ん
ち
ゅ
う 

な
お
、
こ
の
折
紙
を
も
っ
て
こ
の
者
に
お
渡
し
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
御
印
が
出
さ
れ

て
も
、
こ
の
折
紙
を…

（
判
読
不
能
）
。
ご
祈
祷
に
念
を
入
れ
て
い
た
だ
き
、
金
沢
よ
り
の

書
は
（
例
の
）
日
付
に
し
て
お
送
り
し
ま
す
。
お
急
ぎ
に
な
ら
れ
て
、
巻
数

か
ん
じ
ゅ

を
急
ぎ
も
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。
謹
言 

 
 

追
伸
、
御
巻
数
の
お
届
け
が
延
引
す
る
と
良
く
な
い
の
で
、
早
々
に
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。 

  

〔
４
５
〕
前 ま

え

田 だ

利 と
し

常 つ
ね

黒 こ
く

印 い
ん

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
寛
永
六
年
～
万
治
元
年
（
一
六
二
九
～
五
八
）
八
月
二
十
五
日 

【
翻
刻
】 

能
州
三
崎
神
主
、
御
札
并
鰹
節
持
参
、
令
二

怡
悦
一

之
由
、
可
二

申
聞
一

候
也
、 
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八
月
廿
五
日
（
黒
印
） 

 
 

 
 

 
 

冨
田
善
左
衛
門 

 

【
現
代
語
訳
】 

能
登
国

の

と

の
く

に

三み

崎さ
き

の
神
主
が
、
御お

札ふ
だ

と
鰹
節

か
つ
お
ぶ
し

を
持
参
し
て
き
た
。
大
変
喜
ん
で
い
る
こ
と
を
神
主

か
ん
ぬ
し

に
お
伝
え
す
る
よ
う
に
。 

 

八
月
二
十
五
日
（
黒
印

こ
く
い
ん

） 

冨
田
善
左
衛
門 

  

〔
４
６
〕
前 ま

え

田 だ

利 と
し

長 な
が

書 し
ょ

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
慶
長
三
～
十
九
年
（
一
五
九
八
～
一
六
一
四
）
八
月
十
一
日 

【
翻
刻
】 

[ 
 

 
]

の
か
ん
ぬ
し
こ
さ
れ
、
す
る
め
・
く
わ
ん
じ
ゆ
ふ
た
給
候
、
は
る
〳
〵
の
所
、
よ
く

こ
さ
れ
候
よ
し
候
へ
く
候
、
わ
さ
と
ま
て
に
、
百
疋
、
か
た
ひ
ら
壹
つ
、
ま
い
ら
せ
候
、 

か
し
く
、 

 
 

八
月
十
一
日 

 

【
現
代
語
訳
】 

（
三
崎
）
の
神
主

か
ん
ぬ
し

が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
す
る
め
と
巻
数

か
ん
じ
ゅ

札ふ
だ

を
い
た
だ
い
た
。
遠え

ん

路ろ

は
る
ば
る
よ

く
お
越
し
に
な
っ
た
こ
と
を
お
礼
申
し
上
げ
る
よ
う
に
。
少
し
ば
か
り
だ
が
、
銭ぜ

に

百
疋ぴ

き

と

帷
か
た
び
ら

一
つ
を
届
け
る
よ
う
に
。
か
し
く
（
か
し
こ
） 

 
 

八
月
十
一
日 

〔
４
７
〕
前 ま

え

田 だ

利 と
し

長 な
が

書 し
ょ

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
慶
長
三
～
十
九
年
（
一
五
九
八
～
一
六
一
四
）
十
月
十
六
日 

【
翻
刻
】 

の
う
し
う
三
さ
き
の
か
ん
ぬ
し
、
こ
さ
れ
候
て
、
か
き
つ
け
の
こ
と
く
く
れ
ら
れ
候
、 

は
る
〳
〵
の
所
、
よ
く
こ
さ
れ
候
由
申
た
く
候
、 

か
し
く
、 

 
 

十
月
十
六
日 

 

【
現
代
語
訳
】 

能の
う

州
し
ゅ
う

（
能
登
国

の

と

の
く

に

）
三み

崎さ
き

の
神
主
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
書
付

か
き
つ
け

の
通
り
く
だ
さ
っ
た
。
遠
路
は
る
ば

る
よ
く
お
越
し
に
な
っ
た
こ
と
を
御お

礼れ
い

申
し
上
げ
た
い
で
す
。
か
し
く
（
か
し
こ
） 

 
 

十
月
十
六
日 

  

〔
４
８
〕
前 ま

え

田 だ

利 と
し

光 み
つ

（
利 と

し

常 つ
ね

）
黒 こ

く

印 い
ん

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
慶
長
六
年
～
寛
永
六
年
（
一
六
〇
一
～
二
九
）
二
月
二
十
六
日 

【
翻
刻
】 

（
前
欠
）
町
薬
之
書
物
紙
拵
被
レ

下
、
念
を
入
差
上
、
祝
著
候
、
謹
言
、 

 

二
月
廿
六
日 

利
光
（
黒
印
） 

 

【
現
代
語
訳
】 

（
前
欠
）
書
物
（
薬
に
関
す
る
も
の
か
）
の
紙
を
作
り
、
心
を
込
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
謹
言

き
ん
げ
ん 

 

二
月
二
十
六
日 

前ま
え

田だ

利と
し

光み
つ

（
黒
印

こ
く
い
ん

） 

 

〔
４
９
〕
祝
詞

の

り

と 

【
時
代
】
年
未
詳 
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【
翻
刻
】 

※
（ 

）
は
朱
筆
部
分 

（
今
招
禱 

 
 

。 

諸 
 

 
 

 

。
委
曲 

 
 

 

召 

。 

舎 
 

。
栄 

 

□
） 

い
ま
お
き
ま
つ
る
も
ろ
〳
〵
の
大
御
神
つ
ば
ら
に
聞
し
め
し
て
御
あ
ら
か
の
さ
か
え
ま
さ
む 

（
事 

瑞
牆 

 
 

 
 

 
 

 
 

穪
言 

 
 
 

。
刺 

 
 

 
 

 
 

始  

。 
 

。） 

事
之
み
づ
か
き
の
久
し
き
世
〳
〵
と
ほ
め
た
ゝ
え
□
さ
す
た
け
の
大
宮
を
は
じ
め
世
々
の 

（
大 

将 

軍 

。 
 

所
知
食   

。 

守 
 

 

社 
 

。
産 

コ 
 

至 
 

。） 

お
ほ
い
く
さ
き
み
此
國
し
ろ
し
め
す
大
す
か
き
此
や
し
ろ
の
う
み
の
子
に
い
た
る
迄 

（
洩 

落 
 

事
無 

。
）（
○
）
此
處
を
（
△
堅
盤
。
令 

護 
 

 
 

 
 

 
 

。） 

も
れ
お
ち
ぬ
こ
と
な
く
（
○
）
と
き
は
に
か
き
は
に
ま
も
ら
し
め
給
候
給
め
給
ひ
と 

（
△
常
盤
） 

（
神 

主 

。
恐 

 

恐 

。
曰 

 
 

 
 

 
 

申
） 

か
う
ぬ
し
ら
か
し
こ
み
〳
〵
ま
を
し
た
ま
は
く
と
ま
を
す 

 

【
書
き
下
し
】 

今
招お

き
祷ま

つ

る
、

諸
も
ろ
も
ろ

の
大
御
神
、
委
曲

つ

ば

ら

に
聞
し
召め

し

て
、
御
舎

あ
ら
か

の
、
栄さ

か

え
□ま

さ

む
事
、
之
瑞
牆

み
づ
か
き

の
久

し
き
世
々
と
称
言

ほ
め
た
た
え

□
。
刺さ

す

た
け
の
大
宮
を
始は

じ

め
、
世
々
の
、
大
将
軍

お
ほ
い
く
さ
き
み

、
此
国
所
知
食

し

ろ

し

め

す
、
大

守
す
か
き

此
社

や
し
ろ

の
産う

み

の
子
に
至い

た

る
迄
、
洩
落

も
れ
お
ち

ぬ
事
無

こ
と
な
く

、
此
処
を
常
盤

と

き

は

に
堅
盤

か

き

は

に
令
護

ま
も
ら
し
め

給
ひ
と
、
神
主

か
う
ぬ
し

ら
、
恐

か
し
こ

み
恐

か
し
こ

み
、
曰ま

を

し
た
ま
は
く
と
申ま

を

す 

  

〔
５
０
〕
高 こ

う

勝
し
ょ
う

寺 じ

清 せ
い

透 と
う

置 お
き

文 ぶ
み 

【
時
代
】
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
十
月
二
十
八
日 

【
翻
刻
】 

宮
山
の
事
、
土
居
よ
り
内
八
町
四
方
者
、
貴
殿
之
せ
い
は
ひ
ニ
て
候
處
ニ

、
去
年
之
十
月
、
寺

中
よ
り
松
の
木
三
本
切
取
之
由
、
又
今
度
遊
佐
・
三
宅
よ
り
申
越
候
者
、
薪
ニ

し
て
の
木
お
一

本
切
取
候
之
由
、
重
々
寺
の
罪
科
ニ

候
、
於
二

以
後
ニ
一

て
も
、
又
か
様
の
無
理
可
レ

有
レ

之
と
存
、

と
く
と
申
入
置
候
、
為
二

末
代
一

注
置
也
、 

 
 

文
明
七
年
未

拾
月
廿
八
日 

 
 

 

清
透
（
花
押
） 

 
 

宮
司
神
主 

 
 

 
 

 

猿
女
殿 

 

【
現
代
語
訳
】 

宮
山

み
や
や
ま

の
こ
と
、
土
居

ど

い

よ
り
内
側
の
八
町

ち
ょ
う

四し

方ほ
う

は
、
あ
な
た
（
猿
女
殿
）
の
権
限
の
及
ぶ
と
こ
ろ

で
あ
る
の
に
、
去
年
の
十
月
に
高こ

う

勝
し
ょ
う

寺じ

の
人
間
が
松
の
木
を
三
本
切
り
取
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
今
回
遊
佐

ゆ

さ

統む
ね

秀ひ
で

・
三
宅

み

や

け

忠た
だ

俊と
し

が
言
っ
て
き
た
こ
と
は
、
薪

た
き
ぎ

と
し
て
木
を
一
本
切
り
取
る

こ
と
は
重
々
高
勝
寺
の
罪
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
よ
り
以
後
は
そ
の
よ
う
な
無
理
が
あ
っ
た
こ
と

と
し
て
、
し
っ
か
り
と
注
意
を
し
、
末
代
ま
で
記
し
置
く
。 

 
 

文
明

ぶ
ん
め
い

七
年
（
一
四
七
五
）
未

ひ
つ
じ

年
十
月
二
十
八
日 

 
 

 

清
透
（
花
押
） 

 
 

宮ぐ
う

司じ

神か
ん

主ぬ
し

猿さ
る

女め

殿ど
の 

  

〔
５
１
〕
前 ま

え

田 だ

利 と
し

政 ま
さ

書 し
ょ

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】（
慶
長
二
～
五
年
（
一
五
九
七
～
一
六
〇
〇
）
か
）
八
月
五
日 

【
翻
刻
】 

此
邊
爲
二

見
廻
一

代
物
三
十
疋
到
來
、
喜
悦
ニ

候
、
猶
三
輪
四
郎
兵
衛
可
レ

申
候
、
恐
々
謹
言
、 

 

八
月
五
日 

利
政
（
花
押
） 

三
崎 

 
 

 
 

大
宮 

 

【
現
代
語
訳
】 

こ
の
あ
た
り
の
見み

廻ま
わ

り
の
た
め
の
代
金
と
し
て
銭
三
十
疋ぴ

き

が
到
着
し
た
、
喜
ば
し
く
思
う
。
な

お
三
輪
四
郎
兵
衛
に
（
謝し

ゃ

辞じ

を
）
言こ

と

付づ

け
て
お
く
。
恐

々

き
ょ
う
き
ょ
う

謹
言

き
ん
げ
ん 
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八
月
五
日 

前ま
え

田だ

利と
し

政ま
さ

（
花か

押お
う

） 
三み

崎さ
き

大お
お

宮み
や 

  

〔
５
２
〕
西 に

し

尾 お

隼
人

は

や

と

書
状

し
ょ
じ
ょ
う 

【
時
代
】
十
七
世
紀
前
期
、
一
月
二
十
三
日 

【
翻
刻
】 

御
状
令
二

拝
見
一

候
、
鈴
郡
高
倉
神
主
巻
数
并

鰹
被
指
上
候
、
以
二

御
次
一

令
二

披
露
一

、
従
レ

是
可

二

申
入
一

候
、
猶
期
二

面
上
之
時
一

候
、
恐
惶
謹
言
、 

 
 

西
尾
隼
人 

正
月
廿
三
日 

（
花
押
） 

稲
葉
左
近
様 

 

宮
崎
蔵
人
様 

 

【
現
代
語
訳
】 

礼
状

れ
い
じ
ょ
う

を
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
珠す

洲ず

郡ぐ
ん

高た
か

座く
ら

宮ぐ
う

の
神
主
が
巻
数

か
ん
じ
ゅ

と
鰹
節

か
つ
お
ぶ
し

を
献
上
し
た
と
あ
り

ま
す
。
御お

次つ
ぎ

の
間
に
て
披ひ

露ろ
う

さ
せ
る
の
で
、
こ
の
こ
と
を
お
伝
え
す
る
よ
う
に
。
お
目
に
か
か

っ
て
直
接
申
し
上
げ
ま
す
。
恐
惶

き
ょ
う
こ
う

謹
言

き
ん
げ
ん 

正
月
廿
三
日 

西に
し

尾お

隼
人

は

や

と

（
花か

押お
う

） 

稲い
な

葉ば

左さ

近こ
ん

様 

 

宮
崎

み
や
ざ
き

蔵
人
様 

  

〔
５
３
〕
横 よ

こ

山 や
ま

康 や
す

玄 は
る

書 し
ょ

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
（
元
和
元
年
～
寛
永
二
十
年
（
一
六
一
五
～
四
三
）
か
）
六
月
九
日 

【
翻
刻
】 

御
状
令
拝
見
候
、
於
二

金
文
高
倉
ニ
一

御
前
様
御
祈
禱
之
御
札
守
、
別
當
御
持
参
尤
ニ

存
候
、
奥

内
記
殿
申
談
指
上
申
度
伺
出
被
レ

成
、 

御
祝
著
由
被
二 

仰
出
一

候
、
猶
追
而
可
二

申
達
一

候
、

恐
惶
謹
言
、 

 
 

 
 

横
大
膳
亮 

 

六
月
九
日 

康
（
花
押
） 

石
黒
覚
左
衛
門
様 

 

【
現
代
語
訳
】 

お
手
紙
を
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
金き

ん

文ぶ
ん

宮ぐ
う

・
高
倉
宮

た
か
く
ら
ぐ
う

に
奥
方

お
く
が
た

様さ
ま

（
加
賀
藩
主
の
正
室

せ
い
し
つ

）
の
ご
祈き

祷と
う

の
御お

札ふ
だ

守
ま
も
り

を
お
願
い
す
る
件
に
つ
い
て
、
別
当

べ
っ
と
う

（
高こ

う

勝
し
ょ
う

寺じ

の
代
表
者
）
が
そ
れ
を
持
参
さ

れ
る
の
は
ご
も
っ
と
も
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
奥お

く

内な
い

記き

殿ど
の

の
申
さ
れ
た
内
容
を
お
伝
え
し
た
い

の
で
お
い
で
い
た
だ
い
て
く
だ
さ
い
、
お
喜
び
の
由
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
追
っ
て

通
知
す
る
予
定
で
す
。
恐
惶

き
ょ
う
こ
う

謹
言

き
ん
げ
ん 

 

六
月
九
日 

横
山

よ
こ
や
ま

大
膳

だ
い
ぜ
ん

亮
の
す
け

康や
す

玄は
る

（
花か

押お
う

） 

石
黒

い
し
ぐ
ろ

覚か
く

左ざ

衛え

門も
ん

様 

  

〔
５
４
〕
前 ま

え

田 だ

利 と
し

好 よ
し

書 し
ょ

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
十
月
十
一
日 

【
翻
刻
】 

尚
以
、
國
中
在
々
心
お
ち
次
第
可
レ

有
御
進
候
、
奉
加
帳
之
事
、
已
來
此
方
へ
も
可
レ

有
二

御

爲
見
一

候
、
少
も
御
油
断
有
間
敷
候
、
以
上 

急
度
啓
達
候
、
仍
二

三
崎 

御
兩
宮
一

為
二

再
興
一

諸
國
可
レ

有
二

勧
進
一

之
旨
、
尤
候
、
就
レ

其
當

國
之
儀
、
書
初
候
条
、
先
我
等
為
二

本
願
人
一

、
其
外
不
レ

依
二

一
帋
半
錢
一

、
心
指
次
第
可
レ

有

二

御
進
一

候
、
聊
油
断
有
間
敷
候
、
恐
々
謹
言
、 
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慶
長
拾
年
十
月
十
一
日 

前
田
播
磨
守
利
好
（
花
押
） 

三
崎
大
宮
殿[

御
宿
所] 

 

【
現
代
語
訳
】 

す
ぐ
に
お
手
紙
を
い
た
し
ま
す
、
す
な
わ
ち
三み

崎さ
き

の
御ご

両
宮

り
ょ
う
ぐ
う

の
再
興
の
た
め
、
諸
国
で
勧
進

か
ん
じ
ん

（
寄
附
集
め
）
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
な
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
能
登
国

の

と

の
く

に

は
（
寄
附
人
の
名
前
等
を
記
す
奉ほ

う

加が

帳
ち
ょ
う

の
）
書
き
始
め
に
あ
た
る
の
で
、

ま
ず
私
た
ち
（
七な

な

尾お

城
じ
ょ
う

代だ
い

）
を
本ほ

ん

願が
ん

人に
ん

（
発
起
人
）
に
し
て
、
そ
の
他
に
人
々
の
寄
附
が
少
額

で
あ
っ
て
も
、

志
こ
こ
ろ
ざ
し

次
第
と
い
う
こ
と
で
勧
進
し
て
く
だ
さ
い
。
少
し
も
手
抜
か
り
が
無
い

よ
う
に
。
恐
々
謹
言
。 

 
 

慶
長

け
い
ち
ょ
う

十
年
十
月
十
一
日 

前
田

ま

え

だ

播
磨
守

は
り
ま
の
か
み

利と
し

好よ
し

（
花
押
） 

三
崎
大お

お

宮み
や

殿ど
の 

  

な
お
、
国
中
の
あ
ち
こ
ち
で
志
次
第
で
勧
進
を
し
て
く
だ
さ
い
。
奉
加
帳
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
以
降
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
少
し
も
手
抜
か
り
が
無
い
よ
う
に
。
以
上
。 

  

〔
５
５
〕
奥 お

く

村 む
ら

易 や
す

英 ひ
で

・
同 ど

う

栄 は
る

明 あ
き

・
横 よ

こ

山 や
ま

康 や
す

玄 は
る

書 し
ょ

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
元
和
元
～
五
年
（
一
六
一
五
～
一
九
年
）
五
月
三
十
日 

【
翻
刻
】 

御
前
様
御
産
前
之
儀
候
条
、
以
二

吉
日
良
辰
一

御
産
平
安
御
息
災
御
延
命
之
御
祈
念
被
二

執
行
一

、

御
札
可
レ

被
二

指
上
一

候
、
為
二

御
最
花
一

米
五
石
被
レ

遣
候
条
、
従
二

御
算
用
場
一

可
レ

有
二

御
請
取

一

候
、
恐
々
謹
言
、 

五
月
晦
日 

奥
村
因
幡
守
栄
（
花
押
） 

 
 

 
 

 

横
山
大
膳
亮
康
（
花
押
） 

 
 

 
 

 
 

奥
村
河
内
守
栄
明
（
花
押
） 

金
文
高
倉
神
主 

 

【
現
代
語
訳
】 

奥お
く

方が
た

様さ
ま

（
前ま

え

田だ

利と
し

常つ
ね

の
正せ

い

室し
つ

珠た
ま

姫ひ
め

）
の
ご
出
産
前
に
つ
き
、
吉
日

き
ち
に
ち

良
り
ょ
う

辰し
ん

（
日
が
ら
の
良
い
日
）

を
選
ん
で
平
安
ご
息
災
ご
延
命
の
祈き

念ね
ん

を
行
い
、
御お

札ふ
だ

を
献け

ん

上
じ
ょ
う

す
る
よ
う
に
。
初は

つ

穂ほ

（
奉
納

品
）
と
し
て
米
五
石こ

く

を
送
る
件
に
つ
い
て
は
、
御お

算さ
ん

用よ
う

場ば

よ
り
受
け
取
り
な
さ
い
。
恐

々

き
ょ
う
き
ょ
う

謹
言

き
ん
げ
ん 

五
月
三
十
日 

奥
村

お
く
む
ら

因
幡
守

い
な
ば
の
か
み

栄
（
花
押
） 

 
 

 
 

 
 

横
山

よ
こ
や
ま

大
膳
亮

だ
い
ぜ
ん
の
す
け

康や
す

玄は
る

（
花
押
） 

 
 

 
 

 
 

 

奥
村

お
く
む
ら

河
内
守

か
わ
ち
の
か
み

栄
明

は
る
あ
き

（
花
押
） 

金
文
高
倉
神
主 

  

〔
５
６
〕
寺 じ

社 し
ゃ

奉 ぶ

行
ぎ
ょ
う

申
も
う
し

渡
わ
た
し

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
六
月
二
十
六
日 

【
翻
刻
】 

以
上 

御
手
前
父
大
宮
司
、
當
四
月
病
死
ニ

付
、
大
宮
司
職
社
頭
勤
方
、
御
手
前
令
二

相
傳
一

候
之
間
、

跡
職
相
續
之
儀
相
願
候
旨
、
致
二

遺
書
一

置
候
、
依
レ

之
右
願
之
趣
、
年
寄
中
江

相
達
候
處
、
願

之
通
可
二

申
渡
一

由
候
之
条
、
被
レ

得
二

其
意
一

、
社
役
等
無
二

油
断
一

可
レ

被
二

相
務
一

候
、
以
上
、 

壬
戌 

 

六
月
廿
六
日 

中
川
清
六
郎
（
朱
印
） 

 
 

 
 

 
 

 

品
川
主
殿
（
黒
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
前
田
兵
部
（
朱
印
） 

能
州
三
崎 

 

猿
女
中
務
殿 
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【
現
代
語
訳
】 

以
上 

そ
な
た
の
父
で
あ
る
大だ

い

宮ぐ
う

司じ

が
今
年
四
月
に
病
死
し
た
た
め
、
大
宮
司
の
職
と
神
社
で
の
勤
務

を
そ
な
た
が
相
伝

そ
う
で
ん

（
受
け
継つ

ぐ
）
す
る
の
で
、
家か

督と
く

相
続
を
願
い
出
る
旨
が
（
故
大
宮
司
の
）

遺い

書し
ょ

に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
右
の
願
い
の
趣し

ゅ

旨し

（
要
点
、
目
的
）
を
御お

年と
し

寄よ
り

（
加

賀
藩
の
重
役
）
へ
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、
願
い
の
通
り
通
達
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
だ
っ
た
の

で
、
そ
の
ご
意
向
を
心
得

こ
こ
ろ
え

、
神
職
の
役
目
な
ど
を
怠

お
こ
た

り
な
く
務
め
る
よ
う
に
。
以
上 

壬
み
ず
の
え

戌い
ぬ

（
享
和

き
ょ
う
わ

二
年
）
六
月
二
十
六
日 

中
川
清
六
郎
顕
忠
（
朱
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
品
川
主
殿
景
武
（
黒
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

前
田
兵
部
純
孝
（
朱
印
） 

能の
う

州
し
ゅ
う

三み

崎さ
き 

 

猿さ
る

女め

中な
か

務
つ
か
さ

殿ど
の 

  

〔
５
７
〕
横 よ

こ

山 や
ま

長 な
が

知 ち
か

・
本 ほ

ん

多 だ

政 ま
さ

重 し
げ

書 し
ょ

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
元
和
二
年
～
正
保
二
年
（
一
六
一
六
～
四
五
）
十
二
月
二
十
六
日 

【
翻
刻
】 

御
前
様
就
二

御
産
前
一

、
御
祈
禱
可
レ

被
二

執
行
一

旨
被
二 

仰
出
一

候
条
、
以
二

吉
日
良
辰
一

御
産

平
安
御
息
災
延
命
之
御
祈
念
専
一
候
、
則
御
最
花
之
切
手
相
調
遣
候
間
、
御
請
取
被
レ

下
度
候
、

恐
惶
謹
言
、 

十
二
月
廿
六
日 

横
山
々
城
守
長
知
（
花
押
） 

 
 

 
 

 
 

 

本
多
安
房
守
政
重
（
花
押
） 

能
州
三
崎 

 

金
文
高
倉 

 

【
現
代
語
訳
】 

奥お
く

方が
た

様さ
ま

（
藩
主
の
正
室

せ
い
し
つ

）
の
ご
出
産
前
に
つ
き
、
御ご

祈き

祷と
う

を
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
と
藩
主
が

仰
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
る
の
で
、
吉
日

き
ち
に
ち

良
り
ょ
う

辰し
ん

（
日
が
ら
の
良
い
日
）
を
選
ん
で
出
産
の
平
安
と
御
息
災
延
命

の
御
祈
念
に
注
力
す
る
よ
う
に
。
初は

つ

穂ほ

（
お
供そ

な

え
）
の
切
手
を
用
意
し
て
送
る
の
で
、
受
け
取

っ
て
も
ら
い
た
い
。
恐
惶

き
ょ
う
こ
う

謹
言

き
ん
げ
ん 

十
二
月
廿
六
日 

横よ
こ

山
々

や
ま
や
ま

城し
ろ

守
の
か
み

長
知

な
が
ち
か

（
花か

押お
う

） 

 
 

 
 

 
 

 

本ほ
ん

多だ

安
房
守

あ

わ

の
か

み

政ま
さ

重し
げ

（
花
押
） 

能
州

の
う
し
ゅ
う

三み

崎さ
き 

 

金き
ん

文ぶ
ん

高
倉

た
か
く
ら 

  

〔
５
８
〕
小 こ

谷 だ
に

重
じ
ゅ
う

次 じ

郎 ろ
う

・
小 こ

谷 だ
に

図 ず

書 し
ょ

書 し
ょ

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】（
十
八
世
紀
末
～
十
九
世
紀
初
頭
か
）
四
月
三
日 

【
翻
刻
】 

貴
翰
致
二

拝
見
一

候
、
弥
御
堅
固
之
旨
珍
重
存
候
、
當
地
別
条
無
レ

之
候
、
然
者
御
賢
父
御
死
去

ニ
付

御
相
續
之
儀
、
寺
社
御
奉
行
中
ヘ

御
願
之
處
、
大
宮
司
号
之
儀
、
寺
社
御
奉
行
中
難
被
二

心

得
一

之
段
被
二

仰
聞
一

、
則
御
家
老
中
へ
も

遂
二

披
露
一

候
處
、
先
年
御
賢
父
御
許
状
御
願
之
節
、
大

宮
司
与

御
許
状
ニ
も

被
レ

下
候
儀
故
、
其
元
大
宮
司
と

被
二

相
名
乗
一

候
義
、
御
國
元
於
御
奉
行
所

差
障
之
義
無
レ

之
候
は
ゝ
、
於
二

當
地
一

少
も
差
障
義
無
レ

之
候
間
、
随
分
右
之
趣
ヲ
以
御
願
被

レ

成
可
レ

然
存
候
、
恐
々
謹
言
、 

 
 

 

小
谷
重
次
郎 

 

四
月
三
日 

 

時
□
（
花
押
） 

 
 

 

小
谷
圖
書 

 
 

 
 

依
病
氣
不
可
判
候 

猿
女
中
務
様 
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【
現
代
語
訳
】 

あ
な
た
の
お
手
紙
を
拝
見
し
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
ご
健
康
で
あ
ら
れ
る
と
の
こ
と
、
大
変
喜
ば

し
い
で
す
。
こ
ち
ら
も
特
段
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
賢け

ん

父ぷ

様
（
御
父
上
様
）
の
ご
逝
去

せ
い
き
ょ

に
と
も
な
う
ご
相
続
の
件
に
つ
い
て
寺
社
奉
行
へ
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
大だ

い

宮ぐ
う

司じ

号ご
う

（
大
宮
司

を
名
乗
る
こ
と
）
の
件
は
寺
社
奉
行
で
は
許
可
し
難が

た

い
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
の

で
、
御ご

家か

老ろ
う

に
も
ご
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
先
年
に
ご
賢
父
様
が
御
許
状
（
神し

ん

道と
う

裁さ
い

許き
ょ

状
じ
ょ
う

）
の
発

行
を
お
願
い
さ
れ
た
際
、
大
宮
司
と
御
許
状
に
も
記
さ
れ
て
い
た
の
で
、
あ
な
た
が
大
宮
司
と

名
乗
ら
れ
る
こ
と
は
、
御お

国く
に

元も
と

の
御
奉
行
所
に
お
い
て
も
差
し
支
え
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

当
地
に
お
い
て
も
少
し
も
差
し
支
え
が
な
い
た
め
、
右
の
趣
旨
を
も
っ
て
お
願
い
さ
れ
る
と
よ

ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
恐

々

き
ょ
う
き
ょ
う

謹
言

き
ん
げ
ん 

 

四
月
三
日 

小
谷
重
次
郎
時
□
（
花か

押お
う

） 

 
 

 
 

 
 

小
谷
図ず

書し
ょ 

病
気
に
よ
り
花
押
を
押
せ
ず 

猿
女
中
務
様 

  

〔
５
９
〕
品 し

な

川 が
わ

左 さ

門 も
ん

ら
申

も
う
し

渡
わ
た
し

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
万
延
二
年
（
一
八
六
一
）
二
月 

【
翻
刻
】 

以
上 

三
崎
大
宮
司
儀
去
十
二
月
致
二

病
死
一

候
處
、
せ
か
れ
若
千
代
義
、
當
年
五
歳
罷
成
、
社
役
勤
兼

候
ニ

付
、
御
手
前
致
二

養
子
一

、
娘
与

嫁
合
、
若
千
代
義
嫡
子
相
立
申
度
由
致
二

遺
書
一

置
候
、 

（
紙
継
裏
に
品
川
左
門
の
黒
印
） 

依
レ

之
右
願
之
趣
、
年
寄
中
江

相
達
候
處
、
願
之
通
可
二

申
渡
一

旨
ニ

候
条
、
被
レ

得
二

其
意
一

、
社

役
等
無
二

油
断
一

可
レ

被
二

相
勤
一

候
、
以
上
、 

 

辛
酉 

 
 

二
月 

品
川
左
門
（
黒
印
） 

 
 

 
 

 

織
田
左
近
（
黒
印
） 

 
 

 
 

 

成
瀬
内
蔵
助
（
黒
印
） 

猿
女
範
三
殿 

 

【
現
代
語
訳
】 

以
上
。 

三み

崎さ
き

大だ
い

宮ぐ
う

司じ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
去
年
十
二
月
に
病
死
し
た
が
、
息
子
の
若
千
代
は
今
年
五
歳

で
あ
り
、
大
宮
司
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
そ
な
た
の
養
子
と
し
、
そ
な
た

の
娘
を
嫁
に
し
て
、
若
千
代
を
嫡

ち
ゃ
く

子し

に
立
て
た
い
と
い
う
こ
と
が
（
故
大
宮
司
の
）
遺い

書し
ょ

に

記
さ
れ
て
い
る
。 

（
紙か

み

継つ
ぎ

部
分
裏
面
に
品
川
左
門
の
黒
印

こ
く
い
ん

） 

こ
れ
に
よ
っ
て
右
の
願
い
の
趣し

ゅ

旨し

を
年
寄

と
し
よ
り

（
加
賀
藩
の
重
役
）
た
ち
へ
伝
達
し
た
と
こ
ろ
、
願

い
の
通
り
通
達
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
ご
意
向
を
心
得
、
神
職
の
役
目
な

ど
を
怠

お
こ
た

り
な
く
務つ

と

め
る
よ
う
に
。
以
上
。 

 

万ま
ん

延え
ん

二
年
（
一
八
六
一
）
辛
酉

か
の
と
と
り

二
月 

品
川
左
門
（
黒
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

織
田
左
近
（
黒
印
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

成
瀬
内
蔵
助
（
黒
印
） 

猿さ
る

女め

範は
ん

三ぞ
う

殿ど
の 

  

〔
６
０
〕
松 ま

つ

平
だ
い
ら

玄 げ
ん

蕃 ば

申
も
う
し

付 つ
け

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
二
月
十
日 

【
翻
刻
】 

以
上 
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三
崎
金
分
社
正
遷
宮
致
二

執
行
一

候
ニ

付
、
當
三
月
廿
二
日
ゟ
同
廿
六
日
迄
、
日
数
五
日
之
間
、

慶
賀
神
事
致
二

執
行
一

度
旨
書
付
、
年
寄
中
江

も
相
達
候
之
条
、
右
日
数
令
二

執
行
一

、
朝
六
時
ゟ

門
を
ひ
ら
き
、
晩
七
半
時
仕
廻
、
夜
中
ハ
参
詣
人
可
レ

為
二

無
用
一

候
、
尤
諸
事
作
法
宜
、
火
之

用
心
堅
可
レ

被
二

申
付
一

候
、
以
上
、 

戊
申 

 

二
月
十
日
松
平
玄
蕃
（
黒
印

源

康

永

） 

三
崎 

 
 

高
勝
寺 

 

同 

 
 

大
宮
司 

 【
現
代
語
訳
】 

以
上
。 

三み

崎さ
き

金き
ん

分ぶ
ん

社し
ゃ

の
正

し
ょ
う

遷せ
ん

宮ぐ
う

を
執と

り
行
う
こ
と
に
伴
い
、
今
年
三
月
二
十
二
日
か
ら
同
二
十
六
日

ま
で
の
五
日
間
、
慶け

い

賀が

の
神
事
を
執
行
し
た
い
旨
の
申
請
は
、
年
寄

と
し
よ
り

（
加
賀
藩
の
重
役
）
た
ち

へ
も
伝
達
す
る
の
で
、
右
の
期
間
実
施
し
、
朝
は
六
時

む
つ
ど
き

（
日
の
出
前
、
今
の
六
時
頃
）
か
ら
門

を
開
き
、
晩
は
七し

ち

半
時

は
ん
と
き

（
日
の
入
り
前
、
今
の
十
七
時
頃
）
で
終し

ま

い
を
つ
け
て
、
夜
中
は
参
詣
人

さ
ん
け
い
に
ん

を
入
れ
な
い
よ
う
に
。
た
だ
し
諸
事
の
作
法
を
き
ち
ん
と
し
て
、
火
の
用
心
を
厳
し
く
申
し
付

け
る
よ
う
に
。
以
上
。 

戊
つ
ち
の
え

申さ
る

（
弘こ

う

化か

五
年
）
二
月
十
日 

松ま
つ

平
だ
い
ら

玄げ
ん

蕃ば

（
黒
印

源

康

永

） 

三み

崎さ
き

高こ
う

勝
し
ょ
う

寺じ 

 

同
大だ

い

宮ぐ
う

司じ 

   

〔
６
１
〕
前 ま

え

田 だ

利 と
し

好 よ
し

書 し
ょ

状
じ
ょ
う

案 あ
ん 

※
〔
５
４
〕
前
田
利
好
書
状
の
案
文
（
写
し
）。 

【
時
代
】
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
十
月
十
一
日 

【
翻
刻
】 

尚
以
、
國
中
在
々
心
お
ち
次
第
可
レ

有
二

御
進
候
一

、
奉
加
帳
之
事
、
已
來
此
方
へ
少
可
レ

有
二

御
為
見
一

候
、
少
も
御
油
断
有
間
敷
候
、
以
上
、 

急
度
啓
達
候
、
仍
二

三
崎
兩
宮
末
社
一

為
二

再
興
一

諸
國
可
レ

有
二

勧
進
一

之
旨
、
尤
候
、
就
レ

其
當

國
之
儀
、
書
初
候
条
、
先
我
等
為
二

本
願
人
一

、
其
外
不
二

依
一
帋
半
錢
一

、
心
指
次
第
可
レ

有
二

御
進
一

候
、
聊
油
断
有
間
敷
候
、
恐
々
謹
言
、 

前
田
播
磨
守 

慶
長
拾
年 

十
月
十
一
日 

 

 

三
崎 

 
 

 

大
宮
殿 

  

〔
６
２
〕
葛

か
ず
ら

巻 ま
き

蔵
人

く
ろ
う
ど

・
岡 お

か

島 じ
ま

市 い
ち

兵 べ

衛 え

触 ふ
れ

状
じ
ょ
う 

【
時
代
】
慶
安
元
年
～
承
応
三
年
（
一
六
四
八
～
五
四
）
四
月
二
十
七
日 

【
翻
刻
】 [ 

 
 

] 

西
養
寺 

 
 

 
奥
院 

 

能
州 

 
 

 

高
勝
寺 

 
 

 

神
主
大
宮 

今
度
犬
千
代
様
就
二

御
疱
瘡
御
祈
禱
執
行
一

、
御
札
當
御
城
ヘ

被
二

指
上
一

候
面
々
書
記
、
今
般
民

部
殿
迄
指
上
申
處
ニ
、
入
二

御
披
見
一

御
機
嫌
ニ

被
二

思
召
一

候
旨
、
民
部
殿
ゟ
申
來
候
条
、
右
之
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通
可
レ

被
二

仰
觸
一

候
、
恐
惶
謹
言
、 

 
 

 
 

 

葛
巻
蔵
人 

 

四
月
廿
七
日 

（
花
押
） 

 
 

 
 

 
岡
嶋
市
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
（
花
押
） 

  

西
養
寺 

 
 

 

御
房
中 

 

【
現
代
語
訳
】 

[ 
 

 
] 

西さ
い

養よ
う

寺じ 

 
 

 

奥
院 

 

能
州

の
う
し
ゅ
う 

 
 

 

高こ
う

勝
し
ょ
う

寺じ 

 
 

 

神か
ん

主ぬ
し

大お
お

宮み
や 

今
回
犬
千
代
様
（
前
田
綱
紀
）
が
疱
瘡

ほ
う
そ
う

（
天
然
痘
）
に
罹か

か

ら
れ
た
件
に
つ
い
て
、
ご
祈き

祷と
う

を
行

い
御お

札ふ
だ

を
こ
の
城
へ
献
上
し
た
面
々
を
書
き
記
し
、
こ
の
度
民み

ん

部ぶ

殿ど
の

へ
提
出
し
た
と
こ
ろ
、（
犬

千
代
様
が
）
御
覧
に
な
り
ご
機
嫌
に
お
思
い
に
な
っ
た
こ
と
を
民
部
殿
よ
り
お
伝
え
い
た
だ
い

た
の
で
、
以
上
の
通
り
各
寺
社
へ
伝
達
す
る
よ
う
に
。
恐
惶

き
ょ
う
こ
う

謹
言

き
ん
げ
ん 

 

四
月
廿
七
日 

葛
巻
蔵
人
（
花
押
） 

 
 

 
 

 
 

 

岡
嶋
市
兵
衛
（
花
押
） 

 

西
養
寺 

 
 

 

御ご

房ぼ
う

中
ち
ゅ
う 

 

〔
６
３
〕
能 の

う

州
し
ゅ
う

三 み

崎 さ
き

両
り
ょ
う

社 し
ゃ

権 ご
ん

現 げ
ん

由 ゆ
い

緒 し
ょ

之 の

事 こ
と 

【
時
代
】
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
八
月
三
日 

【
翻
刻
】 

能
州
三
崎
兩
社
権
現
由
緒
之
事 

一
、
高
座
宮
者
天
照
太
神
皇
孫
天
津
彦
々
火
瓊
々
杵
尊
也
、
本
朝
開
闢
地
神
第
三
之
聖
皇
也
、

本
地
金
剛
界
大
日
尊
也
、 

一
、
金
分
明
神
者
大
山
祇
神
之
女
木
華
開
耶
姫
也
、
本
地
不
動
明
王
御
垂
迹
也
、
爲
二

天
照
太

神
勅
一

葦
原
國
東
北
鬼
門
守
護
神
瓊
々
杵
尊
降
二

御
珠
一

以
鎮
二

此
地
一

、
故
号
二

珠
洲
郡
一

、

抑
珠
洲
権
現
者
、
日
本
一
州
四
角
一
点
之
守
護
神
、
別
而
東
北
鬼
門
堅
防
魔
王
鬼
神
軍
陳

守
護
大
権
現
、 

一
、
當
社
檢
二

最
初
建
立
星
霜
舊
記
一 

初
度 

仁
皇
十
代
崇
神
天
皇
御
宇
、
御
飛
朝
草
創
也
、 

 
 

 
 

再
興
次
第 

二
度 

仁
皇
三
十
代
欽
明
天
皇
御
宇
貴
樂
二
年
〈
辛
酉
〉
草
創
、 

三
度 

仁
皇
四
十
四
代
元
正
天
皇
御
宇
養
老
元
年
丁
巳
、 

四
度 

仁
皇
六
十
六
代
後
冷
泉
院
御
宇
康
平
四
年
辛
丑
、 

五
度 

仁
皇
九
十
三
代
後
二
条
院
御
宇
徳
治
元
年
丙
午
、 

一
、
永
正
十
八
年
〈
庚
辰
〉
藤
原
朝
臣
濱
口
与
三
郎
勝
重
講
堂
再
興
、 

一
、
元
亀
二
年
十
二
月
晦
日 

高
座
宮
焔
焼
、
此
砌
堂
社
佛
閣
共
ニ

比
叡
山
滅
亡
ノ
時
分
、
三

崎
寺
社
モ

及
二

退
轉
一

候
、 

一
、
天
正
十
二
年
從 

大
納
言
利
家
樣
三
十
俵
御
二

寄―

進
高
勝
寺
江
一

、 

一
、
天
正
十
四
年
從 

大
納
言
利
家
樣
田
地
五
町
永
代
無
二

相
違
一

之
御
判
被
二

爲
下
一

、
三
十

俵
之
御
寄
進
唯
今
ハ
不
レ

被
二

爲
下
一

候
、 

一
、
慶
長
十
九
年
從
二 

筑
前
守
利
光
樣
一

高
座
宮
御
建
立
則
御
願
状 

一
、
寛
永
十
年
從
二 

中
納
言
利
常
樣
一

高
座
宮
内
作
事
被
レ

爲
レ

成
候
、 

一
、
寛
永
十
一
年
從
二 

中
納
言
利
常
樣
一

金
分
宮
御
建
立
、 

一
、
寛
永
十
六
年
從
二 
中
納
言
利
常
樣
一

観
音
堂
御
建
立
、 

一
、
寛
文
貮
年
從
二 

加
賀
守
綱
利
樣
一

講
堂
御
建
立
、
諸
堂
社
上
葺
修
理
被
レ

為
二

仰
付
一

候
、 



36 

 

一
、
講
堂
本
尊
胎
大
日
在
レ

之
、
丈
余
行
基
御
作
ト

申
傳
候
、
併
尊󠄁
像
及
二

破
失
一

候
、
故
愚
僧

令
二

相
續
一

薄
佛
彩
色
仕
候
、 

一
、
十
王
堂
・
山
王
社
并

五
重
之
石
塔
、
是
等
者
愚
僧
再
興
仕
候
、 

一
、
高
勝
寺
元
祖
釋
良
澄
上
人
高
座
宮
寳
前
右
手
脇
石
塔
、 

一
、
文
治
二
年
運
慶
大
法
師
佛
像
建
刻
、
諸
堂
社
奉
二

安
置
一

之
諸
事
雖
二

繁
多
一

略
□ 

一
、
山
号
□
高
座
山
、
寺
号
ハ

高
勝
寺
、
坊
号
ハ

増
長
坊
、
院
号
妙
成
就
院
、 

 
 

右
之
趣
如
レ

斯
御
座
候
矣
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

能
州
三
崎 

 
 

 

延
寳
二
年
八
月
三
日 

 
 

 
高
勝
寺
良
恵
（
花
押
・
黒
印
） 

 
 

 
 

 
 

 

水
原
左
京
殿 

 
 

 
 

 
 

 

笹
原
織
部
殿 

 

【
現
代
語
訳
】 

 
 

能
登
国

の

と

の
く

に

三み

崎さ
き

両
り
ょ
う

社し
ゃ

権ご
ん

現げ
ん

の
由
緒

ゆ
い
し
ょ

（
い
わ
れ
、
来
歴
）
に
つ
い
て 

一
、
高
座
宮

た
か
く
ら
ぐ
う

は
、
天あ

ま

照
て
ら
す

太お
お

神
み
か
み

の
孫
で
あ
る
天
津
彦
々
火
瓊
々
杵
尊

あ
ま
つ
ひ
こ
ひ
こ
ほ
の
に
に
ぎ
の
み
こ
と

で
あ
る
。 

 
 

日
本
が
開か

い

闢
び
ゃ
く

し
て
よ
り
三み

柱
は
し
ら

目め

の
地ち

神じ
ん

で
あ
り
、
本ほ

ん

地ち

仏ぶ
つ

は
金こ

ん

剛ご
う

界か
い

大だ
い

日に
ち

如に
ょ

来ら
い

で
あ
る
。 

一
、
金き

ん

分ぶ
ん

明
み
ょ
う

神じ
ん

は
大
山
祇
神

お
お
や
ま
つ
み
の
か
み

の
娘
、
木
華
開
耶
姫

こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め

で
、
本
地
仏
を
不ふ

動ど
う

明
み
ょ
う

王お
う

と
す
る
垂す

い

迹
じ
ゃ
く

神し
ん

で
あ
る
。 

天
照
太
神
の

勅
み
こ
と
の
り

に
よ
り
日
本
国
の
東
北
鬼き

門も
ん

の
守
護
神
と
し
て
、
瓊
々
杵
尊
は
御
珠

に
降
り
、
こ
の
地
に
鎮し

ず

ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
（
こ
の
地
を
）
珠す

洲ず

郡ぐ
ん

と
い
う
。 

そ
も
そ
も
珠
洲
権
現
は
、
日
本
全
体
の
四よ

角す
み

一
点
の
守
護
神
で
、
特
に
東
北
鬼
門
の
魔ま

王お
う

鬼き

神じ
ん

を
堅か

た

く
防ふ

せ

ぎ
、
軍
を
率ひ

き

い
て
守
護
す
る
大
権
現
で
あ
る
。 

一
、
当
社
の
最
初
の
建こ

ん

立
り
ゅ
う

か
ら
の
星せ

い

霜そ
う

旧
き
ゅ
う

記き

（
古
く
か
ら
の
記
録
）
を
調
べ
る
と
、 

 
 

初し
ょ

度ど 

仁に
ん

皇の
う

十
代
崇す

神じ
ん

天
皇

て
ん
の
う

の
御ぎ

ょ

宇う

（
治ち

世せ
い

）、
御
飛
朝
に
草
創

そ
う
そ
う

。 

 
 

 
 

 
 

再
興

さ
い
こ
う

の
次
第 

二
度 

仁
皇
三
十
代
欽き

ん

明め
い

天
皇
の
御
宇
、
貴き

楽ら
く

二
年
辛

か
の
と

酉と
り

に
草
創
。 

三
度 

仁
皇
四
十
四
代
元げ

ん

正
し
ょ
う

天
皇
の
御
宇
、
養
老

よ
う
ろ
う

元
年
（
七
一
七
）
丁
巳

ひ
の
と
み

。 

四
度 

仁
皇
六
十
六
代
後ご

冷
泉
院

れ
い
ぜ
い
い
ん

の
御
宇
、
康こ

う

平へ
い

四
年
（
一
〇
六
一
）
辛

か
の
と

丑う
し

。 

五
度 

仁
皇
九
十
三
代
後ご

二
条
院

に
じ
ょ
う
い
ん

の
御
宇
、
徳と

く

治じ

元
年
（
一
三
〇
六
）
丙
午

ひ
の
え
う
ま

。 

一
、
永え

い

正
し
ょ
う

十
八
年
（
一
五
二
一
）
庚

か
の
え

辰た
つ

、
藤
原
朝
臣

ふ
じ
わ
ら
の
あ
そ
ん

浜
口

は
ま
ぐ
ち

与よ

三
郎

さ
ぶ
ろ
う

勝か
つ

重し
げ

が
講
堂

こ
う
ど
う

を
再
興
。 

一
、
元げ

ん

亀き

二
年
（
一
五
七
一
）
十
二
月
晦
日

つ
ご
も
り

（
三
十
日
）、
高
座
宮
が
火
災
に
遭あ

う
。
こ
の
時
神

社
・
寺
の
建
物
は
と
も
に
、
比ひ

叡え
い

山ざ
ん

の
滅
亡
と
時
を
同
じ
く
し
、
三
崎
の
社
寺
も
衰
退
し

て
し
ま
う
。 

一
、
天て

ん

正
し
ょ
う

十
二
年
（
一
五
八
四
）、
大だ

い

納な

言ご
ん

前ま
え

田だ

利と
し

家い
え

様
よ
り
三
十
俵

ぴ
ょ
う

が
高
勝
寺

こ
う
し
ょ
う
じ

へ
寄き

進し
ん

（
寄

附
・
奉
納
）
さ
れ
る
。 

一
、
天
正
十
四
年
、
大
納
言
前
田
利
家
様
よ
り
田で

ん

地ち

五
町

ち
ょ
う

の
領
地
を
永
代

え
い
た
い

（
永
遠
）
に
認
め
る

捺
印
入
り
の
文
書
を
い
た
だ
く
。
三
十
俵
の
御
寄
進
は
（
田
地
五
町
と
改
め
ら
れ
た
の
で
）

現
在
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

一
、
慶け

い

長
ち
ょ
う

十
九
年
（
一
六
一
四
）、
筑
前

ち
く
ぜ
ん

守
の
か
み

前ま
え

田だ

利
光

と
し
み
つ

（
利と

し

常つ
ね

）
様
よ
り
高
座
宮
建
立
、
御
願

状
あ
り
。 

一
、
寛
永

か
ん
え
い

十
年
（
一
六
三
三
）、
中

ち
ゅ
う

納な

言ご
ん

利と
し

常つ
ね

様
に
よ
り
高
座
宮
内
の
作さ

く

事じ

（
建
築
工
事
）
が

な
さ
れ
る
。 

一
、
寛
永
十
一
年
、
中
納
言
利
常
様
に
よ
り
金き

ん

分ぶ
ん

宮ぐ
う

が
御
建
立
さ
れ
る
。 

一
、
寛
永
十
六
年
、
中
納
言
利
常
様
に
よ
り
観
音
堂

か
ん
の
ん
ど
う

が
御
建
立
さ
れ
る
。 

一
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）、
加
賀

か

が

の

守か
み

綱つ
な

利と
し

様
か
ら
講
堂

こ
う
ど
う

の
御
建
立
と
、
諸
堂
社

し
ょ
ど
う
し
ゃ

の
上
葺

う
わ
ぶ
き

（
屋

根
の
葺ふ

き
替
え
）
修
理
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
る
。 

一
、
講
堂
の
本
尊

ほ
ん
ぞ
ん

と
し
て
胎
蔵
界

た
い
ぞ
う
か
い

大
日
如
来
を
安
置
す
る
。
高
さ
は
一
丈
あ
ま
り
、
行

ぎ
ょ
う

基き

の

御
作

ぎ
ょ
さ
く

と
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
仏
像
は
破は

損そ
ん

し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
私
が
受
け
継

い
で
金
箔

き
ん
ぱ
く

を
お
し
、
彩
色

さ
い
し
き

を
ほ
ど
こ
し
た
。 
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一
、
十

じ
ゅ
う

王お
う

堂ど
う

、
山さ

ん

王の
う

社し
ゃ

な
ら
び
に
五
重

ご
じ
ゅ
う
の

石
塔

せ
き
と
う

は
、
私
が
再
興
い
た
し
た
。 

一
、
高
勝
寺
の
元が

ん

祖そ

で
あ
る
釈

し
ゃ
く

良
り
ょ
う

澄
ち
ょ
う

上
人

し
ょ
う
に
ん

は
高
座
宮
の
社
殿
前
の
右
手
脇
の
石
塔
（
に
眠

っ
て
い
る
）。 

一
、
文ぶ

ん

治じ

二
年
（
一
一
八
六
）
に
運う

ん

慶け
い

大だ
い

法ほ
う

師し

が
仏
像
を
制
作
し
、
諸
堂
社
に
安あ

ん

置ち

奉
た
て
ま
つ

っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
記
す
べ
き
こ
と
が
多
く
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。 

一
、
山
号

さ
ん
ご
う

は
高
座
山
、
寺じ

号ご
う

は
高
勝
寺
、
坊
号

ぼ
う
ご
う

は
増
長
坊

ぞ
う
ち
ょ
う
ぼ
う

、
院
号

い
ん
ご
う

は
妙

み
ょ
う

成
じ
ょ
う

就じ
ゅ

院い
ん

。 

 
 

右
の
趣
旨
は
以
上
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
能
州
三
崎 

 
 

 

延
宝

え
ん
ぽ
う

二
年
（
一
六
七
四
）
八
月
三
日 
高
勝
寺
良
恵
（
花か

押お
う

お
よ
び
黒
印

こ
く
い
ん

） 

 
 

 
 

 
 

 

永
原
左
京
殿 

 
 

 
 

 
 

 

笹
原
織
部
殿 

  

〔
６
４
〕
神 し

ん

道 と
う

裁 さ
い

許 き
ょ

状
じ
ょ
う 

明 め
い

和 わ

二 に

年 ね
ん

三 さ
ん

月 が
つ

七 な
の

日 か 

【
時
代
】
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
三
月
七
日 

【
翻
刻
】 

能
登
國
珠
洲
郡
須
々
神
社
高
座
金
分
両
社
大
宮
司
猿
女
君
友
継
、
着
二

風
折
烏
帽
子
狩
衣
一

任
二

先
例
一

可
レ

專
二

神
役
一

者
、
神
道
裁
許
之
状
如
レ

件
、 

 
 

明
和
二
年
三
月
七
日 

神
祇
管
領
長
上
従
二
位
卜
部
朝
臣
兼
雄
（
朱
印
） 

 

【
現
代
語
訳
】 

能
登
国

の

と

の
く

に

珠す

洲ず

郡ぐ
ん

須す

須ず

神じ
ん

社じ
ゃ

の
高
座

た
か
く
ら

・
金
分

き
ん
ぶ
ん

両
社

り
ょ
う
し
ゃ

の
大だ

い

宮ぐ
う

司じ

猿
女
君

さ
る
め
の
き
み

友と
も

継つ
ぐ

に
つ
い
て
、
風か

ざ

折お
り

烏え

帽ぼ

子し

と
狩か

り

衣ぎ
ぬ

を
着
て
、
先
例
の
通
り
神
職

し
ん
し
ょ
く

の
役
目
を
全

ま
っ
と

う
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
。
神
道

し
ん
と
う

裁
許

さ
い
き
ょ

の
状

じ
ょ
う

は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 

明め
い

和わ

二
年
（
一
七
六
五
）
三
月
七
日 

神
祇

じ

ん

ぎ

管
領

か
ん
れ
い

長

上

ち
ょ
う
じ
ょ
う

従じ
ゅ

二に

位い

卜う
ら

部べ

朝あ

臣そ
ん

兼
雄
（
朱
印

し
ゅ
い
ん

） 

  

〔
６
５
〕
後 ご

桜
さ
く
ら

町 ま
ち

天 て
ん

皇 の
う

口 く

宣 ぜ
ん

案 あ
ん 

明 め
い

和 わ

二 に

年 ね
ん

三 さ
ん

月 が
つ

八 よ
う

日 か 

【
時
代
】
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
三
月
八
日 

【
翻
刻
】 

上
卿
別
当 

明
和
二
年
三
月
八
日 

宣
旨 

 

猿
女
君
友
継 

 
 

宣
レ

叙
二

従
五
位
下
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

奉 

 
 

 

蔵
人
左
中
辨
藤
原
伊
光 

 

（
端
裏
）
口 

宣
案 

 

【
現
代
語
訳
】 

上
し
ょ
う

卿け
い

別
当

べ
っ
と
う 

明め
い

和わ

二
年
（
一
七
六
五
）
三
月
八
日 

宣せ
ん

旨じ 

 

猿
女
君

さ
る
め
の
き
み

友と
も

継つ
ぐ 

 
 

従じ
ゅ

五
位
下

ご

い

げ

に
叙じ

ょ

す
こ
と
を
宣せ

ん

す 

 
 

 
蔵
人

く
ろ
う
ど

左
中
弁

さ
ち
ゅ
う
べ
ん

藤
原
伊
光

ふ
じ
わ
ら
の
こ
れ
み
つ

奉
た
て
ま
つ

る 

 

（
端は

し

裏う
ら

）
口く

宣ぜ
ん

案あ
ん 
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〔
６
６
〕
後 ご

桜
さ
く
ら

町 ま
ち

天 て
ん

皇 の
う

口 く

宣 ぜ
ん

案 あ
ん 

明 め
い

和 わ

二 に

年 ね
ん

三 さ
ん

月 が
つ

八 よ
う

日 か 

【
時
代
】
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
三
月
八
日 

【
翻
刻
】 

上
卿
別
当 

明
和
二
年
三
月
八
日 
宣
旨 

 

従
五
位
下
猿
女
君
友
継 

 
 

宣
レ

補
二

大
宮
司
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

奉 

 
 

 

蔵
人
左
中
辨
藤
原
伊
光 

 

（
端
裏
）
口 

宣
案 

 

【
現
代
語
訳
】 

上
し
ょ
う

卿け
い

別
当

べ
っ
と
う 

明め
い

和わ

二
年
（
一
七
六
五
）
三
月
八
日 

宣せ
ん

旨じ 

 

従じ
ゅ

五
位

ご

い

下げ

猿
女

さ
る
め
の

君き
み

友と
も

継つ
ぐ 

 
 

大だ
い

宮ぐ
う

司じ

に
補ぶ

任に
ん

す
る
こ
と
を
宣せ

ん

す 

 
 

 

蔵
人

く
ろ
う
ど

左
中
弁

さ
ち
ゅ
う
べ
ん

藤
原
伊
光

ふ
じ
わ
ら
の
こ
れ
み
つ

奉
た
て
ま
つ

る 

 

（
端は

し

裏う
ら

）
口く

宣ぜ
ん

案あ
ん 

  

〔
６
７
〕
官 か

ん

位 い

添 そ
え

状
じ
ょ
う 

明 め
い

和 わ

二 に

年 ね
ん

三 さ
ん

月 が
つ

十 と
お

日 か 

【
時
代
】
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
三
月
十
日 

【
翻
刻
】 

能
登
國
珠
洲
郡
須
々
神
社
大
宮
司
故
友
胤
男
友
継
今
度
大
宮
司
従
五
位
下
勅
許
冥
加
之
至
也
、

彌
國
家
安
全
之
御
祈
禱
可
レ

抽
二

精
誠
一

者
、
神
道
啓
状
如
レ

件
、 

 
 

明
和
二
年
三
月
十
日 

神
祇
管
領
長
上
従
二
位
卜
部
朝
臣
（
花
押

兼

雄

） 

 

【
現
代
語
訳
】 

能
登
国

の

と

の
く

に

珠す

洲ず

郡ぐ
ん

須す

須ず

神じ
ん

社じ
ゃ

の
故こ

大だ
い

宮ぐ
う

司じ

友と
も

胤た
ね

の
息
子
友と

も

継つ
ぐ

に
つ
い
て
、
こ
の
度
大だ

い

宮ぐ
う

司じ

従じ
ゅ

五ご

位い

下げ

を
賜

た
ま
わ

っ
た
の
は
神
仏
の
ご
加
護

か

ご

の
至
り
で
あ
る
。
ま
す
ま
す
国
家
安
全
の
ご
祈き

祷と
う

に
尽
力

す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
。
神
道

し
ん
と
う

啓
状

け
い
じ
ょ
う

は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 

明め
い

和わ

二
年
（
一
七
六
五
）
三
月
十
日 

神じ
ん

祇ぎ

管か
ん

領れ
い

長
ち
ょ
う

上
じ
ょ
う

従じ
ゅ

二に

位い

卜う
ら

部べ

朝
臣

あ

そ

ん

（
花
押

兼

雄

） 

   


